
        
            
                
            
        

     
   
    ハードモードをやめました 
 
    悪役令嬢が現代に生まれ変わったら幼馴染と百合になりました 
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    今でも覚えてる。公園の砂場の隅にうずくまっていた小さな鳥のこと。 
 
    幼かった頃に見つけた鳥のことを。 
 
    真っ先に気が付いたのは幼なじみのりえだ。雨上がりの水たまりで遊んでいる私たちに知らせに来た。 
 
    りえはお気に入りのハンカチでその子をくるんでいた。 
 
    私と、私の妹の梨奈、りえはすぐに大きな滑り台の下の秘密基地に駆け込む。といっても、子供がくぐったり隠れたりして遊べるだけの狭い空間だ。 
 
    まだ幼すぎた梨奈がはしゃいで触りがったけれど、りえは触らない方がいいと跳ね除ける。そのせいで喧嘩になってしまった。子供だけではどうにもならない、と私は言った。 
 
    小鳥への興味で目を爛々とさせている梨奈を連れて、私は大人を呼びに行くことにした。 
 
    大丈夫？ 
 
    待っていられる？ 
 
    私は何度もりえに聞いた。 
 
    大丈夫、守ってるとりえは頷いた。 
 
    思い出してみる。小鳥は弱っていた。りえは頷いたけど、瞳が微かに潤んでた。 
 
    その時のことを覚えている。それなのに。 
 
    あのとき、私が、どう感じていたか、思い出せない。 
 
    思い出から感じ取れるのはただひとつ。りえ。あなたがとても優しいってこと。

  

 
  
   SIDE:RENA 
 
      
 
    「素直な気持ちを言うね」 
 
    茜色の夕日のさす教室。切実な声が響いた。 
 
    「あのね。私をあなただけの特別な相手だと思ってほしい。ずっとそう思ってたの。玲奈姉ちゃん」 
 
    桜の丘高校の二年Ａ組。生徒たちはもう残っておらず、私は一人の少女に迫られていた。私は鏑木玲奈（かぶらぎれな）。年は十七歳。そして、目の前の少女は檜（ひのき）りえという。私より一つ年下の十六歳。お互いに幼馴染で姉妹のように共に過ごしてきた仲だ。お隣の家に住む一人っ子。私の実の妹の梨奈と同級生。小学校、中学校と、同じ学校に通ってきた。りえは、優しくていい子だ。ひとつ下の妹のようにかわいがっていた。けれど、そんな扱いに堪えきれないといいたげなりえに、私は壁際に追い詰められている。 
 
    高校生になって二年目の夏。無事に定期考査を終えて、二学期の終業式の日だ。折りしも私の誕生日でもある。少しだけ特別な今日という日、使われていない空き教室に呼び出されて幼馴染から告白を受けた。 
 
    私の胸はずっと高鳴っていて。けれど、この胸の鼓動は突然恋を打ち明けられたからときめいている、ってわけでもない。 
 
    確かに真剣な面持ちには見入ってしまう。けど、それだけじゃなかった。 
 
    今の私はある意味緊急事態に陥っている。 
 
    けれども、それを思いつめた表情のりえに伝えるわけにもいかなくて。 
 
    「あ、あの」 
 
    どう言葉を返せばいいかわからないまま咄嗟に口を開く。 
 
    ふと、オレンジの光が窓からさしてきた。窓の向こうに眩しい夕景に目を細める。これほどに眩しい夕日を見るのは初めてじゃない。 
 
    けれど、私の記憶のうちの光景とは違いすぎる。 
 
    「綺麗」 
 
    思わず呟いてしまった。 
 
    その言葉にりえがきょとんとする。 
 
    「あ、ご、ごめんなさい。夕焼けが綺麗だったから」 
 
    告白を蔑ろにするような言葉だったと気付く。頬が熱くなる。 
 
    怒られる？ 
 
    目を固く閉ざす。けれど、りえは肩を震わせ、堪えるように俯いていた。 
 
    「ふふっ」 
 
    弾けるようにりえは笑い出した。私は驚いてしまう。 
 
    りえはこちらに背を向けると思い切り窓を開いた。風が入ってくる。 
 
    肩のあたりで揃えたボブヘアーに人懐こく大きな瞳。りえから見て上級生の教室にいるのに、少しも物怖じしない。 
 
    「確かに綺麗かも！」 
 
    けれど、りえの視線は夕日でなく、こちらに向いていた。まるでその視線の先にいる私に向けて放つ言葉に聞こえる。 
 
    話を合わせてくれた。怒ったりせずに。 
 
    何故かそれだけのことに陶然となる。 
 
    「あの、茶化したつもりはないの。ごめん」 
 
    「大丈夫だよ」 
 
    窓際からさしてくるオレンジ色の光線。明るい瞳がまっすぐに私を見つめている。けれど、どう視線を返していいかわからずに戸惑う。嘘いつわりのない眼差しに見つめられて、気恥ずかしくて見返すことができない。お互いに赤面して俯く。焦るほどに沈黙に陥ってしまう。 
 
    りえが不意に笑った。 
 
    「何だか、今日の玲奈姉ちゃん、いつもと違うね」 
 
    「えっ？」 
 
    観察の目で見られ焦りを覚える。 
 
    「ふられてもいいって覚悟してたのに予想してた反応と違うから」 
 
    覚悟、という重い言葉に顔を上げる。今度はりえが俯いてしまう。口元は笑っている。泣かれた方がましなような笑い方だ。逆光でちゃんと顔が見えない。 
 
    その寂しげな表情に気付いた。 
 
    玉砕、の意味。それは失恋を意味していた。失恋を予感していながら、彼女は私に告白をした。そんなにも不確定な状況でも、告白してくれるなんて。何て勇気があるんだろう。 
 
    「りえの気持ち、わかったと思う」 
 
    なるべく動揺させないよう、いつもの呼び方で話す。 
 
    縋るようにりえがこちらを見た。そんなにまっすぐ見られると怖くなる。その瞳にかすかに希望が宿ってる。慌ててこう続ける。 
 
    「でも、今は。自分の気持ちがわからないの。時間をくれない？」 
 
    自らの気持ちがわからないのも時間がほしいのも嘘ではなかった。恐る恐る視線を返す。りえは、私を安心させる、それでいて私といて安堵してる、いつもの笑みを浮かべていた。 
 
    「いい意味の可能性があるってこと？」 
 
    「ごめん。それはまだわからない」 
 
    「そっか。でも、即ふられると思ってたし、保留のが救われるかも」 
 
    快い答えをしたわけではないのに、優しく笑う。 
 
    「そうだ。受け取ってほしいものがあるの」 
 
    机の上のリュックから、りえは包みを取り出した。 
 
    「夜だと落ち着いて渡せないから」 
 
    今夜、鏑木家と檜家合同でお祝いをする予定だ。賑やかな席につく前に渡しておきたいってことだろうか。綺麗な紙袋を差し出された。 
 
    「お誕生日おめでと」 
 
    「あ、りがとう」 
 
    「夜に一人でこっそり見てくれる？」 
 
    りえは恥ずかしそうに俯いている。目の前で贈り物を開かれるのが照れくさいのだろう。 
 
    「うん。ありがとう、嬉しい」 
 
    頷いてみせると、りえの頬が緩む。 
 
    「帰ろ。いつもみたいに手をつないで」 
 
    自然に差し出されたりえの掌を見て、ほっとした。 
 
    大丈夫だ。いつも通りにいればいい。 
 
    「う、ん。そうね」 
 
    優しく握られた手をそのまま握り返す。 
 
    先を歩くりえは少しだけ足早だ。告白したばかりで気恥ずかしいのかも。 
 
    校門を出て、頼まれていた料理の材料を二人で買出しに行った。幼馴染同士に戻れて、りえの平静な態度にほっとしていた。 
 
    言えるはずがない―― 
 
      
 
    『素直な気持ちを言うね』 
 
      
 
    告白されて動揺した理由は、告白そのものに対してだけじゃない。 
 
    突然、ある記憶を取り戻したから。 
 
    告白の真っ最中に、ここではない人生の記憶を取り戻したから。 
 
    まさか、よりによって、幼馴染の檜りえから恋情を打ち明けられたその瞬間に覚醒して異世界の記憶を取り戻しました、なんて、言えるはずがない。告白を蔑ろにしたと思われるに違いない。 
 
    けれど、りえからその言葉を受け取った途端、それが呪文をとく鍵であったかのように私は別の生の記憶を取り戻していた。 
 
    その人生における私の名はファルーシャ・ラ・レーヌ。貴族のレーヌ家の令嬢だ。 
 
    貞淑な令嬢として婚約相手に生涯を捧げ家に尽くすこと。それが生まれついて決められた使命だ。貴族であるレーヌの家の娘として、一族の名に恥じないよう何があっても動揺しないよう教育を受けてきた。 
 
    りえに告白されたとき、教室の向こうの夕日に、ファルーシャとして馬車のうちから見た夕日の記憶が重なった。あの車輪の音、あの夕日、あの不吉な湿った林道。婚約の公表を控えた夕暮れ。 
 
    そこで、ファルーシャの記憶は途切れている。 
 
    鏑木玲奈とファルーシャ・ラ・レーヌにどんな共通点があるのかさっぱりわからない。恐らくファルーシャは遠い昔のどこか外国の令嬢だ。規模も性質も、玲奈とはまったく別の人間だ。記憶との共通点があるとすれば誕生日と婚約という祝賀の宴を翌日に控えている点だけだ。ファルーシャの最後の記憶と教室の状況は似ていた。あの馬車の窓から見た夕景も、教室の窓に映える夕日のように烈しかった。 
 
    けれど馬車からの夕日は終末の兆しにしか感じられない、悲しい記憶だ。馬車につながれた馬たちの機嫌は芳しくなく、御者はその制御に苦心していた。意に染まない婚約発表。あそこにいた私は人形だ。精神さえ消してしまえば平静でいられたけれど。私は、そうせねばならないくらい追い詰められていた。一方、りえの背に見た今日の夕日から感じたのは、それそのものの美しさだけだ。綺麗、などと埒も無い言葉が口をついて出たのはそのせいだ。 
 
    夕日を見ても悲しいと思わずにただ綺麗だと言える。 
 
    玲奈としての私はファルーシャに比べたら何て平和なんだろう。 
 
    だからといって、あなたの目の前にいる私は、実は異文化の次元からやってきたまったく別の貴族令嬢ファルーシャ・ラ・レーヌです―などと、切実な告白をしてきたりえに伝えられるはずがない。 
 
    問題はそれだけじゃない。突然の記憶の揺り戻しと引き換えにするように、私からは肝心なものが失われていた。 
 
    りえといて楽しかったか嬉しかったか、苛立っていたか苦手だったか。これまで、りえに抱いていた感情を、私は何ひとつ思い返せなくなっていた。 
 
    りえとつないだ手を夕日が赤く染めている。ほんのり、伝わる手の温度が高くて汗ばんでいるようにすら感じられる。幼馴染としてりえに助けられてきた記憶が蘇る。幼い頃から、彼女はしっかり者だ。 
 
    私の妹もまじえて映画に行こうと約束したのに時間を間違えたことがある。すると、彼女はすぐにチケットを取り直してくれた。 
 
    必ず宿題を溜め込む私を、一学年上の勉強なのにも関わらずいつも助けてくれた。そのせいか、りえは未だに成績優秀だ。小さい頃はどうだったっけ。眉間に皺寄せて思い返してみる。小学生の低学年ではお遊戯会の歌を覚えられなくて、一緒に練習してくれた。高学年なってからは忘れ物が増えて、文具や教科書を借りた覚えがある。感情どころか、自分の駄目な思い出しか出てこない。 
 
    ええと。りえはこんな私のどこがいいんだろ？ 
 
    どんな時も、りえはいやな顔ひとつしなくて、むしろ嬉しそうな顔をしてくれた。いつも、私はどんな具合にその優しさを受け取っていたんだろう。 
 
    思い出す度にりえの行いに胸打たれるし優しさが伝わってくる。ファルーシャとしての日々に比べればそんなにも親密で人懐こい檜りえを思い起こすだけで安らぐ。 
 
    鏑木玲奈の記憶に伴う喜怒哀楽が思い出せなくなっている。当然、りえに抱いている感情もどんなものだったかわからない。 
 
    けれど、思い出したい。 
 
    少なくとも、優しさに報いるほどには。 
 
    私、いつも、りえをどう思っていたの？ 
 
    

  

 
  
   SIDE:RIE　 
 
      
 
    キッチンのテーブルの上は皿と料理が満載だ。 
 
    鏑木家と檜家と合同で祝う席では、子供たちだけで料理を準備して、親たちに運ぶ。そんな習慣が根付いている。 
 
    といっても、今日は玲奈姉ちゃんの誕生日だから、私と、玲奈姉ちゃんの妹の梨奈で主な準備を進めた。けれど、今日は様子がおかしい。明らかに玲奈姉ちゃんが変だ。 
 
    「りえ。このお皿、もう向こうに運んでくれる？」 
 
    綺麗に飾りつけた大皿を両手に、玲奈姉ちゃんが尋ねてくる。 
 
    「うん。わかった」 
 
    「もー。お姉ちゃんは主役だから座ってていいのに」 
 
    あまりにてきぱきと玲奈姉ちゃんが料理をつくっていくから、梨奈はふてくされ気味だ。確かにそうだ。本日の主役は玲奈姉ちゃんだから、準備は任せてくれないとならない。それ以前に、何かおかしい。この人、こんなに細かく動ける人じゃない。いつもならどんなに料理が得意でも、梨奈と私がせっついても、ソファや床でだらけているのに。 
 
    積極的に手伝ってくれるどころか、どこか楽しそうにすら見える。 
 
    さっきの告白が功を奏しているわけじゃない。それだけは確か。 
 
    「なあんか、お姉ちゃんの様子、変」 
 
    梨奈が腕組みする。私を疑うように視線を送ってくる。 
 
    身に覚えがないと言えば嘘になる。鏑木玲奈、彼女に私は私の気持ちを打ち明けた。恐らく、梨奈は私の気持ちを知っている。 
 
    だからといって告白したことを明かすわけにはいかない。第一、告白が玲奈姉ちゃんの異変の理由だとは限らない。 
 
    あの夕暮れの教室で、確かに私はそれまでの私たちの関係を終わらせようとした。幼馴染でなく、姉妹のような関係でもなく、もちろん友達でもなく。そういう名詞ではあらわせない関係に踏み出したくて、それまでの絆が壊れてもいいというくらいの覚悟で踏み出した。 
 
    私を玲奈姉ちゃんの特別な相手にしてほしい。 
 
    そんな言葉、彼女にしか言えない。この先も他の誰かに告げることはない。 
 
    小さい頃から私の親は転勤が多くて、日本全国各地を引っ越しながら生活してきた。だから学校でせっかく友達ができても、親しくなっても、いつしか離れ離れになってしまう。そんな生活を繰り返すうちに、私は自分から友達をつくることはなくなっていった。 
 
    今の家に落ち着くまでは。 
 
    もう引っ越すことはない、と両親は言った。 
 
    今までごめんね。もう友達とずっと一緒にいられるよ。 
 
    そう言ってくれたけど、小さな頃の別れの体験は強烈だった。私にすれば、仲良くするほどに引き裂かれた時に受ける苦痛はいや増す。 
 
    それだったら、どんなに好きな子とも、仲良くならない方がまし。そう思っていた。ずっとこの場所にいると言われても、信じられなかった。 
 
    これ以上、どこにも引越ししないことは理解できていたけれど、きっといつか、人は別れる。離れ離れになる。だったら一緒にいる時間は少ない方がいい。食事の時も、学校に行く時も、帰る時も。勉強する時も、遊ぶ時も。人とは離れていた方がいい。 
 
    一人のがいい。ずっとそう思っていた。 
 
    いつでも心は誰もいないフィールドのようで、そこには丈高い草が生い茂っていた。私の背丈よりもずっと高い、草がどこまでも広まっている。時折、その草をかきわけて友達が現れる。 
 
    けれどもいずれその子たちはどこかに隠れてしまう。 
 
    私は離れたくないのに、見つけたいのに。 
 
    私の心にはそうした観念が出来上がっていた。 
 
    けれど、いつまでも頑固なままではいられなかった。 
 
    お隣の鏑木さんの家には、同い年の女の子と、一つ上のお姉さんがいた。私よりも先に、母親同士が隣人と仲良くなった。母は私を心配して、彼女たちと遊ばせようとした。私もその気持ちは子供ながらも理解していた。だから、遊ぶふりをしようとした。お隣の家に遊びに行ったり、逆に、その子たちが私の家に遊びに来たりした。けれど、私は彼女たちと深く関わろうとしなかった。例えば、梨奈が私のおもちゃを気に入ってずっと抱えていても、気にしないようにしていた。 
 
    「どうして何も言わないの？」 
 
    ある日、急に玲奈姉ちゃんが聞いてきた。 
 
    姉ちゃん、といっても、その時はまだ本当に幼い子供だったけれど。 
 
    「どうして怒らないの？　私ならすぐ梨奈に、めってするのに」 
 
    無邪気におもちゃを抱えている彼女を、私は眺めるばかりだ。 
 
    「別にいいの」 
 
    「何がいいの？」 
 
    「喧嘩したくないの」 
 
    「ふーん」 
 
    玲奈姉ちゃんは、よくわからないという顔をしていたけれど急に私の頭を撫でた。 
 
    「りえちゃん、えらいのね」 
 
    えらい？ 
 
    そんなこと言われると思ってなかった。 
 
    「でも、がまんしちゃだめ~」 
 
    急になでる速度をあげて、頭の髪の毛をかきまわされた。 
 
    野あざみのように髪を跳ね上げられて、私は玲奈姉ちゃんを見上げる。 
 
    玲奈姉ちゃんは、ご満悦の梨奈のもとに行き、こう尋ねる。 
 
    「梨奈は、梨奈のお気に入りのおもちゃをりえがずーっと抱えてたらどう思う？」 
 
    梨奈は口を尖らせた。 
 
    「どうしてそんなこと聞くの？　そんなの、絶対にいや。泥棒だもん」 
 
    「でも、梨奈はそれを今、りえにしてるんだよ」 
 
    「梨奈はそんなことしてないもん。りえ、いやがってないもん」 
 
    「りえはねえ、がまんできるの」 
 
    「えーっ」 
 
    「私や梨奈と違って、がまんできる子なの。がまんしてるだけなの」 
 
    そう伝えたら、梨奈は悲しそうに私を見つめた。 
 
    「そうなの？　がまんしてるだけなの？」 
 
    びっくりして、梨奈はおもちゃを私の方に持ってきて差し出した。 
 
    「ごめんなさい、りえ」 
 
    当時の梨奈は、とてもいい子だった。それ以上に、玲奈姉ちゃんは優しい子だった。 
 
    私ががまんしているだなんて、私ですら気付かずにいたのに。 
 
    今考えてみたら、あの時の玲奈姉ちゃんは、私の母や、彼女の親から私の面倒を頼まれていたか、私の噂を親たちから聞き取っていたんだろうと思う。彼女は聡い子でもあった。 
 
    この時、私を取り囲む背の高い草から、彼女の顔が覗き出た。 
 
    その子は少しだけ草よりも背丈があって、私を見下ろすことができた。私がどこに行っても私を見つけてくれるし、逆に彼女がどこに行っても、彼女の姿を草原に見つけることができる。 
 
    そう信じることができる。そういう人だ。 
 
    いつでも私よりも少し視点が高くて、大人の気持ちもすぐに読み取って、私たちに伝えてくれる。 
 
    私たちが困っていると、大人に伝えてくれる。私も梨奈もいつもそれに委ねていられた。 
 
    甘えていられた。 
 
    内緒にしていた私の気持ちを、私自身気付かずにいたことを、引っ張り出してくれた。 
 
    私が傷つかないように教えて導いてくれた。 
 
    だから、親よりも強く私に彼女の存在は作用した。 
 
    年齢もほとんど同じなのに、そんな具合に助けられたことは深く心に刻まれた。 
 
    いつしか、そんな草原も私の背より低くなり、膝よりも低くなり、成長してから気付いた。私の心にはいつも彼女がいて、心を占めている。私は玲奈姉ちゃんに憧れていて、ずっと追いかけていたいだけだと思ってた。彼女には私よりも大切にしてる人がいる。それなのに、誰よりも私のそばにいてほしいと願っている自分に気付いた。 
 
    子供じみた気分にとらわれてしまう。意を決するまで随分時間がかかった。 
 
    せめて打ち明けたい。本気だと信じてもらえたら何かが変わるはず。 
 
    だから、ふられてもいい。 
 
    そう意を決して放課後の教室に呼び出した。そして、告白した時、何かが変わった。決して私の告白が伝わって、玲奈姉ちゃんに劇的変化が生まれたとか、急激に私に恋してくれただとか、そういう変化じゃなかった。玲奈姉ちゃんの表情が明らかに別人のように、柔和な性質にうつりかわったように見えた。いつでも毅然として凛々しい彼女がまるで初対面の相手を見るように私を見つめた。 
 
    あの瞬き、あの目の光は何だったのだろう。 
 
    その目はまず私よりも窓の向こうの夕景をとらえていた。 
 
    それから私を見て無邪気に言った。夕焼けが綺麗だ、と。 
 
    あの感動に満ちた表現は何だったのだろう。そこにいながら生まれ変わったかのように、以前の彼女ではなかった。今ここにいる鏑木玲奈その人は、私の知っている彼女ではないようにすら思えてくる。 
 
    「りえ。味見してくれる？」 
 
    味気ない無地のサロンがいつもよりも似合って見える。そもそもきちんとサロンをつけている姿なんて初めて見た。おっとりと問われて、そこだけが苔桃や苺の登場する御伽噺の世界に見えてくる。 
 
    しかも彼女は銀の匙にのせた料理を私に差し出している。 
 
    この匙をくわえろというの？ 
 
    おかしい。 
 
    確かに玲奈姉ちゃんは優しいけれども、こういう親密な優しさを見せてくるタイプではなかった。凛々しくてリーダーシップがあって、そう、オーケストラの指揮者の優しさというべき人格者だったはず。 
 
    胸には違和感が去来する。だからといって、この場をぶち壊してその違和感を口にするほど差し迫った事態だとは思えなかった。それよりも何よりも今目の前に差し出されている、この時間を逸する方が余程もったいない。彼女の手首を握り締めて、屈む。 
 
    「え」 
 
    玲奈姉ちゃんは意外そうな表情をしたけれど、構わない。 
 
    料理の味は上々だ。そう伝えると、彼女は誇らしげに笑った。 
 
    「良かった！　りえがそう言ってくれて」 
 
    照れもしない。その手首を掴んだ私の意図に気づきもしない。 
 
    告白を受けた、その後ですら。 
 
    その清廉な感じは確かに玲奈姉ちゃんそのものだけれど、やっぱり何かおかしい。違和感を覚えつつも、私は笑顔を返す。 
 
    様子がおかしいからといって、本人が困ってるようには見えない。 
 
    それに、何よりも彼女の大切な誕生日だし。 
 
    妙な詮索をするのはよしておこう、うん。 
 
    

  

 
  
   SIDE:RENA 
 
      
 
    「ふう」 
 
    なんて一日だったんだろう。 
 
    夜になり、自室に戻った。何の変哲もない一般家庭の高校生が暮らす部屋だ。けれど、昨日まで当たり前の光景だった今の部屋が何故だか愛おしく感じられる。 
 
    今日一日を思い返してみる。 
 
    日が暮れる頃、鏑木家の居間に集い、家族とお隣の檜家と誕生日パーティーをした。お父さんがいてお母さんがいて、妹がいて。優しいお隣さんと家族ぐるみのお付き合い。ご馳走の準備をして、一緒に美味しいものを食べて、お喋りして。あんなに真剣な告白を保留したのに、りえはこだわりなく接してくれて準備を手伝ってくれた。 
 
    そう。いつもと同じで優しかったよね。 
 
    詳しく思い出すと頬が熱くなる。 
 
    机の上に置いていた贈り物が目に映る。 
 
      
 
    『夜に一人でこっそり見てね』 
 
      
 
    包みを手にとる。丁寧に包装を開くと細長いケースが現れた。蓋を開く。 
 
    「わっ。かわいい」 
 
    小鳥を模した銀色のネックレスだ。 
 
    りえは自分と同じ学生の身だ。尊い身分でもなく莫大な財産も有していない。高校生のお小遣いで手に届きそうにない品だ。アルバイトでもしたんだろうか。お小遣いを貯めたの？ 
 
    輝いて見える。玲奈のために頭を悩ませて選んだのだろうと、伝わってきた。 
 
    令嬢のファルーシャならばもっと高価な贈り物が婚約者から届いたこともある。両親や親戚から仕立のいい服を賜ることもあった。けれど、高価な贈答品や仕立のいい服よりも嬉しい。 
 
    ファルーシャには心を許す相手などいなかった。学友からは、あのレクサス公爵の婚約者として、レーヌ家の令嬢として、畏怖と形ばかりの尊敬が寄せられていた。 
 
    りえがあらわな気持ちを見せてくれた夕暮れを思い返すと、それだけで心にほのかな灯が点る。小鳥を手にとって、鏡の前で胸元に当ててみる。 
 
    あ。もしかしたら、この小鳥、意味があるのかも。 
 
    幼い頃に傷ついた小鳥を公園で拾った時のこと。梨奈とりえと私、三人で小さな小鳥を保護した思い出がある。小鳥のモチーフを選んだ理由はきっとそれだろう。 
 
    あの思い出は三人のなかで初めて子供たちで力を合わせた大切な記憶だから。最初に小鳥を拾ってきたのは、りえだ。 
 
    幼い頃そのままのりえがそこにいるようで、つい微笑んでしまうけれど。 
 
    あの時の私、何を感じたのか思い出せない。 
 
    どうして肝心なところが抜けてるの？ 
 
    小鳥をそっと撫でてみる。 
 
    ファルーシャだったらわからないことは家令に聞けば良かった。 
 
    今悩んでいる自分の立場は普通の女の子だ。鏑木玲奈として生活する現在の自覚がある以上、きちんと返事しなければ。 
 
    だって、私は貴族令嬢じゃない。 
 
    王家の流れを汲むレクサス公爵の婚約者。 
 
    それが元の私、ファルーシャ・ラ・レーヌの全てだった。私の名前よりもその立場が先行し、私の人格よりもその名誉は優先される。恐らく記憶に照らし合わせる限りではファルーシャの生まれた世界は中世の欧州。不可思議なことに生活の細々としたことは思い出せても、生まれ年もその場所も思い出せないけれど。 
 
    ファルーシャとしての人生では親類縁者や婚約相手に対して恥ずかしくないよう振舞うことしか頭になかった。人に嫌われないことや家の名を汚さないことを意識して生きていた。令嬢としての立場では恋をすることも恋されることも許されなかった。親類縁者や婚約相手に対して恥ずかしくないよう振舞うことしか頭になかった。 
 
    婚約、それだけが私の人生のあらゆることを不可能にした。だからこそ、それ以外のことは何でも自在となるよう努力してきた。いずれその可能性すら、婚姻という鎖に巻き取られてしまうとしても。 
 
    それに比べて、今生はどうだろう。ファルーシャとしての自覚が戻るまでは何気なく過ごしていたけれど、屈託なく過ごせる今の日常は天国のようだ。今、私はどこにでもいる代わり映えのしない人間だ。けれど、重荷を背負って家の名と共に死んだように生きていた時を思えば何て幸せなんだろう。 
 
    夕日に映える、りえの真剣な瞳を思い出す。あの時、私がりえを綺麗だと感じたことは確かだ。烈しい恋情をその胸のうちに宿している。それだけで、りえが眩しく感じられた。 
 
    記憶での檜りえはいつでも落ち着いた人柄だった。その彼女が強い光を瞳に宿して私を一心に見つめていた。レーヌ邸で飼っていた犬のローサみたいに。賢くて優しい、まっすぐな子。従順な飼い犬のように澄んだ、必死の目をしていた。 
 
    恋があの子をそうさせるの？ 
 
    誰かから直接愛を伝えられることは、こんなに胸が痛むものなの？ 
 
    この痛みは本当に私のもので、それが与えられるのはりえが相手だから？ 
 
    あなたの恋心、それだけで私を感動させるに充分と伝えたら、馬鹿にしていると怒られるかも。けど、尊敬しているのは確かだ。だからこそ、ちゃんと思い出したい。 
 
    好きか嫌いか、それだけじゃない。 
 
    私、りえをどう思っていたんだろう。 
 
    思い出したい。 
 
    そっと小鳥を化粧箱に仕舞った。どこに隠そうか部屋を見回す。机の、鍵つき引出しに視線を留める。けれど、何故か鍵の場所がわからなくなっていた。感情だけでなく、記憶も欠落しているのかもしれない。 
 
    仕方なく、洋服箪笥の奥に仕舞うことにした。帽子や靴の箱の隙間にそっと忍ばせる。再び布団に潜り込んだ。 
 
    思い出せないことは他にもある。 
 
    いくばくかのこの人生の記憶と一切の感情に、ファルーシャの記憶を取り戻した瞬間に空白ができた。告白された、あの教室に辿りつく前の過程も思い出せない。 
 
    私はどこにいて、何をしていたの？ 
 
    実在している今と、別の生の自覚が混在している。謎だらけだ。 
 
    けれど、私を好きだと感じてくれる人がいる。それだけは本当だ。 
 
    ここにいていいと思える。 
 
    あの、ハードモードの世界には戻りたくない。玲奈である自分として、このまま生きていきたい。取り戻したい、私の気持ちを。 
 
    いいえ、知らなくちゃ。 
 
    あの子のために、知らなくちゃ。 
 
    

  

 
  
    
 
    ☆ 
 
      
 
    夏の日差しが明るい。 
 
    「梨奈、起きなさい。夏休みだからっていつまでも寝てたらだめでしょ」 
 
    「ふ、ああ。まだ眠いよう」 
 
    梨奈はあくびをひとつして、もう一度布団に潜る。 
 
    「今日はお昼当番、梨奈の番でしょう」 
 
    長い休みとなれば昼食くらいは自分たちで作ろうと決めていたのに。今日は妹の梨奈の番だけれど、甘えきっている。 
 
    「んー、お姉ちゃんがつくって」 
 
    「もう。冷やし中華とパスタ、どっちがいい？」 
 
    「パスタ！」 
 
    つん、と私は妹の鼻をつついた。 
 
    「わかった。冷やしトマトがあるから、冷製パスタにしましょう」 
 
    ファルーシャの記憶を取り戻してから明けて朝、家事ですら楽しくて仕方ない。自分の世話を他人にすべて委ねていたときよりも自由を感じるせいだ。 
 
    「わ～い。お姉ちゃん、大好き！」 
 
    「ふふっ。くすぐったいったら」 
 
    梨奈は無邪気に抱きついてきた。 
 
    頭を撫でると、彼女は呆けたようにこちらを見た。 
 
    「駄目って言わないの？」 
 
    「駄目って、何が？」 
 
    梨奈は私から離れると、後ろ手を組んで俯いた。 
 
    「いつもなら、もう梨奈も高校生なんだから甘えないで～っとか言うのに」 
 
    私は首を傾げてしまう。 
 
    確かにそういう反応をしていた記憶がある。中学生ならまだしも、高校に進学して学校が分かれたあたりから、姉妹でのスキンシップを遠ざけるようになった記憶はあった。けれど、何故そうしてしまったか、その態度の根底にある感情が欠片も思い出せない。上下の感覚を失った鳥のようにその気持ちをどちらに向わせるべきか見失ってしまう。 
 
    気恥ずかしかったのかな？　単に大人だからって遠ざけた？　何か理由があって嫌気がさしていた、とか？ 
 
    それにしても、梨奈にまで態度の違いに気付かれてしまうなんて。 
 
    「えーっと、そ、そういう感じだったよね、うん。でも、いいじゃない。夏休みだし。実の姉妹だし、仲良くしてた方が楽しいかなーって。ほら。お姉ちゃんも大人げなかったっていうか」 
 
    そうそう。夏休みだし、梨奈と自分は妹と姉。同じ家にずっといる家族同士で仲良くすることに問題はない。強引な気はしたけれど、当然の理屈を述べた。 
 
    「そっか。わかった。姉妹、だもん、ね。私、下で待ってる」 
 
    梨奈の瞳が寂しげに翳った。部屋を出て行ってしまう。 
 
    「難しい子ね」 
 
    思わずファルーシャの口調で呟いた。 
 
    レーヌ家の一人っ子だったファルーシャとして思い返せば、妹がいるだけで何だか幸せだ。 
 
    姉に甘えられる方が梨奈も嬉しいのではないの？ 
 
    疑問を感じつつも下の階に降りて、キッチンに入り冷蔵庫を確認する。野菜を取り出して、包丁を入れる。 
 
    「ね。お姉ちゃん、昨日、何かあった？」 
 
    キッチンカウンターの向こうの梨奈から湿った空気が漂ってくる。 
 
    「へ？」 
 
    「だって料理しながら鼻歌うたってるところなんて初めて見たもん」 
 
    気付いていなかった。 
 
    気まずくて恥ずかしくて別の意味で頬が赤くなってしまう。 
 
    「えっと、別に何でもないの」 
 
    「そうかなあ？　昨日はさ。りえもいつもと違ったんだよね。やけに機嫌がいいっていうか。ふっきれたような感じで」 
 
    梨奈は感受性が鋭い。そのくせ妙に遠慮するから悩みを抱えがちだ。ずっと一緒に育った幼馴染のりえ、妹の梨奈、自分。そこに秘密が生まれると、いつでも真っ先に気付くのは梨奈だった、という記憶がある。 
 
    「梨奈にはかなわないわね。話すから待ってて」 
 
    「！　うん」 
 
    手早く冷製パスタを仕上げる。梨奈の待っている食卓に運ぶ。いただきますの挨拶をしても、梨奈にじっと見られて落ち着かない。仕方なく、私は切り出した。 
 
    「実は、えっと」 
 
    「うん」 
 
    「昨日、りえに好きだって言われたの。その。幼馴染だとか友達って意味でなく」 
 
    梨奈が目を丸くする。 
 
    「そ、それ！　何て返事したの？」 
 
    「えっ？　へ、返事？」 
 
    女の子同士ってことより、そこが気になるの？ 
 
    面食らう。ずっと一緒にいたりえが告白してきたことよりも、そこに食らいつく梨奈が不思議だ。幼馴染に私をとられちゃう気分なのかな？ 
 
    「りえと付き合うの？」 
 
    「つ、つき、付き合う？」 
 
    「そういうことでしょ？」 
 
    「ま、まだ保留中よ。その、私の気持ちが定まらないから」 
 
    不意の問いかけにどう返事していいかわからない。確かに告白を受け入れたら、お付き合いが始まることになる。けど、そんなに先のことまで考えていなかったかも。 
 
    「定まらない？　そう、なんだ？」 
 
    何故か梨奈は更に落ち込んでしまった。 
 
    「じゃあ、お姉ちゃんは今誰か好きな人がいるとかじゃなく、りえが好きかどうかもわからないってこと？」 
 
    「う」 
 
    そう言われると中途半端な自分が情けなくなってくる。 
 
    梨奈の落ち込みようは私の曖昧な態度への非難というよりもふてくされて拗ねているだけにも見えた。きのこ栽培ができそうな湿気が漂ってくる。いたいけな瞳が潤み、ぽろぽろっと涙が零れた。 
 
    「やだ。お姉ちゃんとりえが付き合ったりしたら」 
 
    「り、梨奈？」 
 
    玲奈は慌てて梨奈のそばに行き目元を拭うとぎゅっと抱きしめた。梨奈は何度もやだやだと言いながらこちらの胸に顔を埋めてくる。肩を震わせて余計に泣いてしまう。私は思案する。梨奈に対してファルーシャの記憶まで明かすには及ばない。一方、告白の話くらいなら共有しても大丈夫だと思っていたけど、間違っていたみたい。 
 
    ずっと変わりないままでいたかった、の？ 
 
    「いきなり変な話をしてごめんね。大丈夫。何も変わらないから。何があってもずっと梨奈のお姉ちゃんだもの」 
 
    「！」 
 
    梨奈の肩が大きく震えた。表情は見えないが効を奏したようだ。 
 
    「そっか。そう、だよね。そっかあ。お姉ちゃん、だもんね」 
 
    梨奈は顔をあげた。気持ちが伝わったことを確かめて、私は笑顔で頷く。 
 
    「ね。お姉ちゃん。受け取ってほしいものがあるの」 
 
    梨奈は、ダイニングテーブルから二枚の紙片を持ってきた。 
 
    「本当はね、梨奈ね、お姉ちゃんと二人で行きたかったけど。りえと二人で行ってきて」 
 
    「え。これって？」 
 
    玲奈たちの住む桜の丘町にもうすぐ開園する遊園地の入場券だった。桜の丘ホリデーランド。私たちの住む桜の丘町についに華々しいスポットができると話題の遊園地だ。ニュースや広告でも宣伝されていた。老朽化した市民ホールの跡地にできた遊園地だ。確か、予約が殺到して住民でもチケットは入手しづらかったはず。 
 
    「どうしたの？　このチケット」 
 
    「たまたまだよお。商店街の宝くじで当たったの」 
 
    「でも、いいの？　もらっても」 
 
    「うん」 
 
    また寂しげな目をするので、慌てて訂正する。 
 
    「梨奈！　お姉ちゃんと二人で行こう？　ねっ」 
 
    「ううん、梨奈は大丈夫だから」 
 
    本当にいいのかな？ 
 
    「その代わり、今日は一日、梨奈とデートしてくれる？　せっかく新しい場所に行くんだし。梨奈がお洋服見立ててあげる」 
 
    拗ねた顔はそのままだけれど、元気を取り戻している。特に予定もないし、梨奈が落ち着くならそれがいい。私は頷いた。 
 
    「ありがとう、梨奈。食べたら一緒に出かけましょう」 
 
    「うんっ」 
 
    梨奈は再び笑顔に戻ってくれた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    休日のショッピングモールはそれなりに混んでいた。 
 
    「お姉ちゃん、こっちこっち」 
 
    はしゃぐ梨奈に連れられ、まっすぐ向ったのはストリート系の店だ。動きやすいビッグシルエットや着まわしできる服ばかりであわせやすい。 
 
    「わ。お姉ちゃん、かっこかわいい！　カジュアルな人気コーデでクラスの視線を独り占め！」 
 
    梨奈の目がきらきらしている。 
 
    「あ、ありがとう。じゃあ、これにしようかな？」 
 
    ジーンズ使いのスカートが愛らしい雰囲気だ。少し気恥ずかしいけど可愛い、かも。 
 
    「でも、もう少し他の店も見てみない？」 
 
    詳しい梨奈に任せようと、次の店に付いていく。次は甘やかなテイストの店だった。ボタンやレースをあしらっていて愛らしい服ばかりだ。 
 
    「お姉ちゃん、お姫すぎない？　ガチにゆめかわ～！　ゆったり落ち感のあるデザインでＳＮＳ映えも完璧！」 
 
    「ほ、褒めすぎじゃない？」 
 
    確かにワンピースは体にしっくりフィットする。見た目のデコラティブな印象に反して着心地もいい。甘やかすぎて恥ずかしいけれど、遊園地ならこれくらいかわいくしてもいいかも。 
 
    「ん～。でも、もっと別の雰囲気のお姉ちゃんも見てみたい」 
 
    「そう？　梨奈の見たい服や着たい服はないの？」 
 
    「いいの！　今はお姉ちゃんを着せ替え、ううん、お姉ちゃんのコーデを探そ！」 
 
    梨奈は本当にお姉ちゃん想いの子だ。 
 
    三番目のお店はシックで、大人っぽい雰囲気。スタンダードで長く着れる一着に出会えそうだ。 
 
    「最高～！　トレンドと大人感がほどよく同居してて、お姉ちゃんのスタイルの良さが際立ってる！」 
 
    そろそろ恥ずかしくなってきた。私の妹はファッション雑誌のライターさんかな？ 
 
    ロングスカートもカーディガンもおとなしめでいつものスタイルに近い。これにしようかな。感想を求めようと振り向く。 
 
    頬を上気させる梨奈は妙に近い位置にいた。理由はわからないけれど、興奮してる。 
 
    「も～。お姉ちゃんは最高。大好き」 
 
    ぎゅっと強く抱きついてきた。試着室でそんな具合に密着していたら注目の的だ。 
 
    「こら、梨奈っ。だめよ、人前で」 
 
    「渡したくない」 
 
    「え？」 
 
    「んーん。何でもないっ」 
 
    「そう？　とにかくみんなが見てるから、ね？」 
 
    着替えるからと嗜めて試着室のうちに引っ込む。カーテンの向こうから梨奈が問いかけてくる。 
 
    「あのね、次はね、次のお店は」 
 
    「ちょ、ちょっとストップ！　一旦、どこかでお休みしましょう？」 
 
    試着室のカーテンの隙間から顔を出して突っ込みをいれる。ぐるぐると色々な店を巡って、目がまわりそうだ。 
 
    「あ、ごめん。梨奈、はしゃいじゃって」 
 
    ふと、私の首元のアクセサリーに梨奈が目線を向けてきた。 
 
    「あれ？　お姉ちゃん、こういうの付けてたっけ」 
 
    「え？　あ。それは、りえが」 
 
    りえがくれた小鳥のネックレスだ。せっかくだからと今日はずっと付けていた。といっても何だか恥ずかしいから、服の内側に。初めて表に出て、梨奈にまじまじと見られてしまう。 
 
    「ふーん、そっかあ」 
 
    梨奈の顔に暗い影が落ちてくる。 
 
    梨奈とりえと私。それぞれの誕生日の贈り物くらい、今までにも何度もしてきた。けれど、この贈り物がそういう類のものじゃないことは梨奈にも伝わってしまったのだろう。恋情を漂わせる雰囲気に、梨奈は抵抗があるのかもしれない。 
 
    といっても、告白に返事もしてないけれど。 
 
    「でも、今日の服にはあまり合わないかも知れないから外しておこうかな」 
 
    それとなく言ってみると、梨奈は首を横に振った。 
 
    「んーん。そのままでいいと思う。似合ってるし」 
 
    無理やりという雰囲気だけど、梨奈は笑った。 
 
    「外で待ってるね」 
 
    りえに対してそうであるように梨奈に対する感情も私は記憶から喪失している。元々仲のいい姉妹だった記憶がある。けれど、こんなにもやきもち焼きの梨奈のことをどう捉えていただろう。 
 
    それすら思い出せない。喜怒哀楽の記憶が抜け落ちていることは今の私が何かに失格してる証拠みたいだ。 
 
    私は、あのハードな世界に戻りたくない。 
 
    けれど、こちらの社会に自らを繋ぎとめるに値しない存在だと天から言われているみたいで苦しい。 
 
    喜びも悲しみも、記憶より大事なのに。個人の歴史を覚えていても、そこにいてどんな気持ちだったのかが思いだせないなら、私なんてそこにいなかったようなもの。 
 
    存在しなかったも同然――そこまで思い至り、恐怖に背が震えた。 
 
    ここに私が存在しなかった、なんて。 
 
    変なこと考えるの、やめよう。 
 
    手早く着替えて、店の外で待っている梨奈に声をかけた。 
 
    「ただいま、梨奈」 
 
    「おかえり、お姉ちゃん。行こっ」 
 
    二人でフードコートへ向かう。 
 
    天井が高く中央は吹き抜けの空間で気持ちがいい。手軽な軽食の常設店や、アンテナストアを取り入れたワゴンが並んでいる。 
 
    手近なコーヒーショップに入った。梨奈はアイスクリームを注文する。私がアイスティーを頼むと、梨奈は意外そうに問いかけてきた。 
 
    「お姉ちゃん、クリームソーダにしないの？」 
 
    「え？」 
 
    「いっつもそれじゃん。今日は違うなんて珍しいね」 
 
    「そう、だったかしら」 
 
    アイスティーに視線を落とす。琥珀のような紅茶に映る影。ファルーシャの幻影がそこに映っているようで、固唾を呑んだ。 
 
    まただ。 
 
    気持ちだけじゃなくて、細かな記憶が抜けている。クリームソーダが好きだったかどうかすら思い出せない。昨晩の不安な出来事が胸をよぎる。忘れてしまった部屋の鍵のありか。好きだったはずの飲食物。 
 
    どちらも鏑木玲奈の心に密接につながりがあるはずなのに。 
 
    もしかしたら、ファルーシャの自意識が覚醒される前、あの夕日の教室でりえに告白を受ける前の記憶にも、玲奈としての心が強く関わっているのかもしれない。 
 
      
 
    『何だか、今日の玲奈姉ちゃん、いつもと違うね』 
 
      
 
    りえもまた私の変化に勘付いていた。 
 
    梨奈はただ玲奈の変化が不満といった雰囲気にすぎないけれど、りえの言い方はもっと真を突いていた。どこか気遣うような口調で心配させていたのかもしれない。 
 
    けれど、いつもと違うどころか、今の私のうちには別の人生の記憶がある。 
 
    紅茶の水面の向こうにも、瞬きすれば思い出せる。亡霊のように浮かび上がる、憂鬱なあの夜。 
 
    婚約発表の前夜のことを。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    家族水入らずですごす晩餐のひととき。豪勢な晩餐を前に両親は口々にファルーシャ、つまりその世界の私を誉めそやした。 
 
    「ファルーシャ。あなたという娘がいてくれること、感謝しているわ」 
 
    「おまえは本当にできた娘だ」 
 
    不信心な親戚のふるまいのおかげで、レーヌ家の財産が差し押さえられようとしていた。本家の抱えた借財が原因だ。地位と名誉を鑑みて親類のうちでも最も立場の弱いレーヌ家が返済と責任を負うことになった。 
 
    その窮地を救うのが私と、レクサス公爵の婚約だ。資産があるだけの評判の悪い貴族のもとに私が嫁げば解決する。婚姻さえ成立するなら、借財は返済すると相手は約束してくれていた。 
 
    けれど、その公爵の心は私にはない。 
 
    彼には可憐な恋人がいた。 
 
    零落したとはいえ名誉あるレーヌ家との婚姻で、公爵家はその威厳を保ちたいだけだ。両親からの労いも建前にすぎない。言葉にならぬ声、真実の言葉がその時の私には聞こえていた。おまえは名誉と家名のために感情を殺してくれるだろう？　と。 
 
    はっきりと、声にされずとも聞こえる。 
 
    どんなにか良かっただろう。 
 
    いっそ、はっきりとそう命じてくれたなら！ 
 
    声にして泥を被ることすら両親は厭い、既に半分以上は世間体に引き渡した娘に対して警戒の眼差しを送るだけだ。 
 
    私が抵抗しないか、否と言い出したりしないか。その警戒の眼差しを。 
 
    ファルーシャという少女、その世界の私はもちろんそのような愚かな真似はしなかった。晴れやかな表情の家族にあわせて、終始笑顔を浮かべていた。 
 
    そう、演技も努力も叶えてきた。 
 
    それが不自由に巻き取られようとも、それ以外なら何だって自在にできた。 
 
    そのくせ、その夜、寝台の上の私はまんじりともせずにいた。 
 
    ドアの向こうに足音が聞こえた。家令のアンナだ。レーヌ家の者の予定に留まらず、蜀台の数からドレスの値段まで取り仕切る家務の監督者。ファルーシャの就寝を確かめるための見回りだ。 
 
    部屋の奥では暖炉がオレンジ色に燃えていた。蝋燭の蜀台もまた同じように。 
 
    窓の向こうをぼんやり眺めている場合じゃない。布団に潜り込んで眠らなくちゃ。 
 
    明日のために。 
 
    いえ。 
 
    明日なんて来てほしくない。 
 
    そう思っていた。 
 
    そう、願っていた。 
 
    私は窓辺に寄り添い、屋敷の向こうを眺めていた。暖炉の火をベッドにうつしたら。あの蝋燭を倒せば炎と煙に巻かれて死ぬ思いをするかもしれない。事実、死んでしまうかもしれない。 
 
    けれど――逃げられるかもしれない。 
 
    行く宛はない。それでもこのまま明日を迎えるよりはましだ。どれくらいの間、その焔を眺めていたことだろう。 
 
    足音が近づいてくる。もし自分に勇気があるなら、彼女がこの寝室のドアを開くよりも早くそうしよう。 
 
    呼吸が速くなる。もう時間がない。 
 
    私に勇気があるのなら。 
 
    勇気があるのなら。 
 
    間を置かずにドアが外側から開かれた。アンナが室内を見回した時、私は布団に潜り込んでいた。 
 
    やがてドアが閉ざされる。遠ざかっていく足音を聞きながら声を殺して泣いた。 
 
    私は愚図だ。もう自由はない！　 
 
    内心で自分自身を罵った。 
 
    もし本当に勇気があるなら、とっくに騒ぎを起こしていたはず。けれど、できない。 
 
    家名も名誉もどうでもいい。 
 
    幾千の衆生に笑われてもいい。 
 
    威厳も両親も裏切って逃げればいい。 
 
    そう思っていたはずなのに。 
 
    そして、何事もなく、夜が明けた。 
 
    山奥の城に向かう途中、馬車の外を見ようと隠し布を持ち上げたとき、向こうの城壁は私を拒んで見えた。 
 
    レーヌ家の記憶は恐らく前世か過去世だ。今ここにある生活ではない。 
 
    まるで途切れのない記憶のように感じられても、あの憂鬱も忌まわしい生活もはるか昔の出来事だ。そう言い聞かせても不安が消えない。 
 
      
 
    「お姉ちゃん。お姉ちゃん？　大丈夫？」 
 
      
 
    暖炉の赤い火が目の前の紅茶の色にかき消された。気が付くと梨奈が心配そうにこちらをじっと見ていた。私は顔を上げる。 
 
    「あ。ごめん。あのね、梨奈。私」 
 
    「ん？」 
 
    玲奈を見上げる梨奈の表情は至って無邪気だ。 
 
    駄目。梨奈に伝えて信じてもらえなかったらどうしよう。 
 
    ただでさえ一つ屋根の下の姉妹だ。からかってると思わせて余計に機嫌を損ねてしまったら辛い。 
 
    「今日は甘いものって気分じゃなかっただけなの」 
 
    「なあんだ、そっかあ～」 
 
    梨奈が邪気のない笑顔に戻る。 
 
    空いている場所を探し、丸いテラス席を選んで座った。 
 
    「ね、ところでお姉ちゃんはどんな服がいいの？」 
 
    梨奈はまた熱心に服選びの話に戻る。安堵して、そのお喋りに耳を傾ける。 
 
    不思議だった。梨奈の着せ替え人形と化してあちこちのお店を巡ることには全く不自由を感じない。どんなに着飾っても、人形以上に無残な役割しか与えられていなかった貴族の自分ならドレスなんていくら用意されても鎖のようなもの。ありがたいと思えなかった。 
 
    告白された時の対処なんて学んだことはない。邸内の誰も教えてくれなかった。レーヌ家の娘なら相手に恥をかかせてはならない。つまり、考えるまでもなく断るべきだった。あのままの貴族令嬢だったら誰かから思いを寄せられることはなかっただろう。 
 
    私がもしも肝心な記憶も感情も失わないままの、ありのままの玲奈だったなら、それにどう反応していただろう？ 
 
    どう受け止めるべきなの？ 
 
    私は私として、今まで、りえをどう感じていたの？ 
 
    少しも思い出せない、なんて。 
 
    空は晴れていても足元を氷に固められている気分だ。 
 
    お茶を飲んで一息ついたところで、じっと梨奈はこちらを見つめてくる。 
 
    「お姉ちゃん、ちゃんとりえに返事しなきゃね」 
 
    煮え切らない様子の私が、梨奈にはじれったいのかもしれない。 
 
    「デートして気持ちを確かめてきたら？」 
 
    「で、でーと？」 
 
    オウム返しになる。確かに告白してきた相手と遊園地に行くのはデート、になるのかも。どんな気持ちで立ち向かえばいいんだろう？ 
 
    戦場に赴くような緊張を覚える。アイスティーを使い捨てのスプーンでかきまわす。 
 
    「急にデートなんて変じゃないかな。私もりえも女の子なのに」 
 
    「今時それも珍しくないけど、他の人とは違うから大変かも。けど、りえだってわかっててお姉ちゃんに告白したんでしょ」 
 
    確かにりえは性別を気にして告白を我慢していた、ってわけでもなさそう。 
 
    「お姉ちゃんはどうしたいの？　気持ちが大事じゃん。それくらいの障害しかないなんて羨ましいって感じ」 
 
    「え？」 
 
    梨奈の横顔が憂いを帯びていた。 
 
    「あ、ううん。何でもない」 
 
    梨奈は明るく笑う。ひりついた空気は気のせいだったのかな。 
 
    確かに世の中にはいろんな恋愛がある。世間に照らし合わせる前に、私の心はどうなんだろう。 
 
    ファルーシャの居場所は旧弊的な社会だった。真実、異世界だった。同性というだけで、女性と女性というだけで、恋情の芽生えすら発想できない場所だ。それに比べればこちらはかなり開けている。電気も水道も健全で最新技術の闊歩する文明社会。同性愛を障害と感じることすら不平等だ。 
 
    悩むにしても、りえの気持ちより世間の規範を優先するのは失礼かも。 
 
    「うん。確かめてみるわ」 
 
    意を決して梨奈に微笑みかけると、梨奈は頷いた。 
 
    「そうしてきて。私のためにも」 
 
    「へ？」 
 
    梨奈のため？ 
 
    どういう意味だろう？ 
 
    考えてもわからなくて、かといってそれ以上聞ける雰囲気でもなくて、私は首を傾げた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    買い物から帰宅して、その日の夕方。自室のベッドの上に端座してモバイルフォンを凝視する。すう、と息を吸う。はあ、と深く吐く。幼馴染の檜りえを遊園地に誘う、ただそれだけだ。けれど、決心してから早くも二十分は経過しようとしていた。意識すればするほど緊張してしまう。デートと思い込むから余計に悪い。 
 
    落ち着かなきゃ。 
 
    今までもりえと二人で外出した思い出はあったはず。小学生の頃の旅行や外出はいつも家族ぐるみで、バーベキューも温泉も全て鏑木家・檜家合同だったけれど。 
 
    友達と連れ立って遠方に出かけるようになったのは高学年にあがった頃よね。といっても自転車で公園や友達の家に行く程度の遠出で、いつも友達や梨奈が一緒だったっけ。 
 
    あ、あれ？ 
 
    ここまで、二人で出かけた記憶がないかも。ううん、中学生になってからは流石にあるよね。部活や委員会を通じた仲間や、クラスメイトと一緒に遊園地や映画に出かけるようになったし。 
 
    そうそう。学年ごとの階層意識が強くなって、周囲からの目線が気になり始めたのもその頃。りえだけ特別に接していたら、クラスメイトに妹だと思いこまれていた。挙句、本物の妹の梨奈が怒っちゃったりしたっけ。 
 
    幼馴染だけで出かけるのは何となく気恥ずかしくなってきたけど、まわりには家族ぐるみの付き合いと言い含めてやっと大丈夫になって、梨奈とりえといつも一緒で。 
 
    って、やっぱり二人きりじゃないし。 
 
    「どうしよう」 
 
    檜りえと私、二人きりで出かけた記憶がない！ 
 
    いつも自分とりえの間には梨奈がちょこんと座っていた。これでは本当に今回の誘いがデートの誘いということになってしまう。 
 
    同時に、不吉な言葉を思い出した。 
 
      
 
    『何だか、今日の玲奈姉ちゃん、いつもと違うね』 
 
      
 
    りえは鋭い。彼女は恐らく鏑木玲奈を普段から見ていた。掌の上の小鳥を見つめるように。それは、今の私にとってかなり重要な問題だ。 
 
    あの放課後の夕暮れは、ファルーシャとして最後に見ていた馬車の夕景と等しい太陽だった？ 
 
    いいえ、違う。 
 
    つまりは、今の私とそれまでの鏑木玲奈は別人といっていいほどに感覚が異なっている。だからこそ、過去の感情が肝心だ。 
 
    今、私にあるのは、玲奈として生きた記憶と、そこにいた感覚だけ。玲奈としての人生も記憶も想起できるけれども感情だけが欠落されている。そもそも告白された時、返事ができなかった最大の原因はこれだ。 
 
    嫌いだったか好きだったかすら思いだせずにいる。そんな私をさして、りえはいつもと違うと言い表した。 
 
    焦る。焦ってしまう。 
 
    今の私はりえがそんな風に違和感を口にするほどの違うのかな。いつも、彼女といてどんな気持ちでいた？ 
 
    記憶をなぞっても映画のフィルムを眺めように、遠い。せめて、それが思い出せたらりえにどう返事をするべきかわかるのに。 
 
    ファルーシャとして全く別の社会構造に生きていた記憶では、特別な誰かに限らず人間全体を恋の対象として見た経験すらなかった。だからって、貴族だった記憶が障壁になっていると、りえに伝える術ももたない。あの教室の夕日のもと、自ら同じ恋情の所在を玲奈のうちに探り出そうとする烈しい瞳が間近にあった。それを思い出すと胸がただ痛みに疼く。 
 
    この痛みはどこからくるのだろう。 
 
    鏑木玲奈として、なの？ 
 
    それとも、私が感情を思いだせずにいる罪悪感にすぎないの？ 
 
    私ってりえをどう思っていたの？ 
 
    記憶に照らし合わせても、りえが自分を好きだと言ってくれることを思えば、嫌っていたとかいじめていたということは絶対にないだろう。けれど、それくらいのことしか思い出せない。 
 
    「う、うわ～」 
 
    枕に突っ伏してしまう。すると、モバイルフォンが鳴り出した。 
 
    「えっ」 
 
    画面を確かめると、りえからの着信だ。 
 
    「嘘、どうしてっ」 
 
    思わずベッドに端座する。しばらく画面を凝視してしまったが、あまり待たせても失礼だ。思い切って、通話をオンにした。 
 
    「りえ？」 
 
    『玲奈姉ちゃん？　昨日はお招きありがとう。あんまり片付け手伝えなかったけど大丈夫だった？』 
 
    「平気よ？　全然」 
 
    『そっか。いつもなら片付けとか面倒くさがるのに、進んで手伝ってるから驚いちゃった』 
 
    「う」 
 
    確かに記憶のうちでの鏑木玲奈は面倒くさがりだ。今は縁の遠かった雑多なものごとが身近に感じられて新鮮だから、お手伝いも楽しいけど。 
 
    ファルーシャとしての人格の顕在化が私の意識を変えつつある。りえはそれを敏感に感じ取っているみたい。 
 
    『玲奈姉ちゃん？』 
 
    黙り込んでしまった私に、りえは不思議そうに呼びかける。 
 
    『えっと。昨日話したことだけどさ』 
 
    「えっ。うん」 
 
    今まさに緊張を強いられている理由について話をふられて、思わず声がうわずる。その気配をりえも悟ったのだろうか。少しだけ間が空いた。 
 
    『気にしないでいいからね』 
 
    「えっ？」 
 
    『あ！　って言っても、もちろん忘れてとかそういう意味じゃなくて。ただ、何だか様子が変だから』 
 
    「！」 
 
    様子がおかしいのは私がファルーシャ・ラ・レーヌという貴族令嬢の記憶を取り戻したからです。とは言えない。 
 
    『もし、私が困らせてるなら、気にしないで。返事は急がないから』 
 
    「う、ん」 
 
    『今までの関係が壊れる方がずっと怖いの。もし断られたとしても、それっきりなんてことになったら嫌だし』 
 
    「そんな風になるのは私も嫌」 
 
    『そっか。良かった』 
 
    優しい声が聞こえて、束の間陶然とする。この子、本当に優しい。 
 
    自分が打ち明けたことで相手を動揺させていないか気遣ってくれている。 
 
    今すぐに返事は出来ない。けど、りえとなら、デートしたいかも。 
 
    「りえ。私ね。あのプレゼント、すごく嬉しかった。小さい頃の小鳥のことを思い出して」 
 
    『えっ』 
 
    りえが驚いて声を途切れさせた。その隙に思い切って続けた。 
 
    「あの、まだ返事はできないけれど二人で遊園地に行かない？　桜の丘ホリデーランドのチケットがあるの」 
 
    『！』 
 
    「デートっていうほどじゃないけれど。その、二人で出かけてみれば私も気持ちがわかるかなって」 
 
    『行く』 
 
    即答だ。 
 
    「本当？」 
 
    『うん』 
 
    何だろう？ 
 
    急にりえの声のトーンが低くなった気がする。嬉しそうではあるけれど、どこかもどかしそう。 
 
    一抹の不安を覚えながらも、お互いのスケジュールを確認する。チケットは当日渡すと伝えると、その前に会えないかと問われた。直接受け取ると言う。 
 
    『明日出かけるから、その前に時間をもらえる？』 
 
    「じゃ、そちらに私がお邪魔するのは、あ、ええと」 
 
    言いかけて、はたりと気が付く。 
 
    別に意識することではなかったのに、お互いのどちらかの部屋に行ったり迎えたりすることを考えると強張る。そんな緊張が伝わったのか、りえは可笑しそうに笑った。 
 
    『きつね公園にしよ。いいでしょう？』 
 
    「うんっ」 
 
    余計なことは言葉にせず、そう決めてくれてほっとする。 
 
    きつね公園は、互いの家の近くの小さな公園だ。正式な名前はきつね公園ではない。けれど、子供たちにはきつね公園という愛称で通っている。その公園で待ち合わせるのは久しぶりで、口元をほころばせる。 
 
    『少し、訊きたいことがあるから』 
 
    「？　わかった」 
 
    『じゃあ、明日。時間はメッセージ送るね』 
 
    「うん。明日ね」 
 
    通話を切る。と、同時にベッドに横たわる。 
 
    良かった。ちゃんと誘えて。弛緩して天井を見上げる。 
 
    訊きたいことって何だろう？ 
 
    そこまで考えて肝心なことに気が付いた。 
 
    そう言えば、りえに確認せず、梨奈に話しちゃったの、悪かったかも。 
 
    いつでも三人の間に秘密なんてなかった。明日、りえに謝ろうと決める。 
 
    子供の頃からの思い出と、教室でのりえ、今のりえのことを照らし合わせてみる。 
 
    小さい頃からの気持ちを思い出せない。どうしても。 
 
    けれど、今、胸が温かいのは嘘じゃない。りえの声を聞くと胸が温かくなる。冷たい鉄の車輪で私をどこかに運ぶ世界にいたままなら、あの声は私のうちに響かない。 
 
    それだけは確かだった。
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    モバイルフォンの画面が点滅して、通知を確認する。梨奈からだ。 
 
    メッセージがほんの少し通知画面に表示されている。 
 
    『お姉ちゃんが変』 
 
    その出だしに心臓を掴まれたような気になり、しばらく動けなくなる。逃げるように部屋のベッドに突っ伏して私は呼吸を整える。仕方ない。 
 
    思い切ってモバイルフォンを取り上げて、メッセージを確認した。 
 
    『お姉ちゃんが変なんだけど』 
 
    画面には、変！　と、小さな動物が訴えるイラストが大きく続いている。 
 
    『りえ、何かした？』 
 
    した、した。しました。告白を。 
 
    そりゃもう、打ち明けました。 
 
    なんて、梨奈には言えるはずがない。言おうものなら、梨奈が怒り狂うのは目に見えているから。私は、知っているから。 
 
    画面を確認すれば相手にそれが通知されるしくみのＳＮＳだから、間をあけずに返信する。 
 
    『確かに昨日はちょっと変だったかも』 
 
    『原因は知らないけど』 
 
    これは嘘じゃない。そっけない返信で梨奈には悪いけれど、本当に私も何も知らない。もしも告白が原因ならもう言ってしまったことは取り返せない。嘘じゃない。けど、自分のしたことの影響だとは思えない。 
 
    梨奈からのメッセージを見たせいで、私のうちには焦りが生じていた。 
 
    告白の返事が今すぐほしいとか、打ち明けたことを恥ずかしさから取り消したいとか、そういう焦りじゃない。 
 
    誕生会の前に彼女を呼び出した理由はある。誕生会の席では口にするわけにいかない。家族や鏑木家の人たちとの誕生会の場所でそんな素振りを出すわけにいかない。だからって、会の後じゃ、一日をみんなで過ごす時間の締めくくりにシリアスな課題を突きつけてしまう。 
 
    だから、誕生会の前に呼び出したんだけれど。 
 
    タイミングが悪かったのかもしれない。 
 
    やっぱり、驚かせたのかな。心のどこかで、玲奈姉ちゃんには気付かれているような気がしていた。 
 
    幼い頃には、多くの人と同じように結婚してウエディングドレスを纏うことに憧れていた。その相手が誰かなんて考えもしないままに。それが、幼馴染のお姉ちゃんだったのは自分でも意外だ。けれど、そのことを恥ずかしいとは思ってない。父さんや母さんに知られたらなんて言われるかはわからないけれど、玲奈姉ちゃんその人なら、きっとわかってくれると思った。豪胆で寛容で優しくて明るい人。もしふられてもうまくいっても、私の恋を、同じ女の人を好きになってしまった私を笑い飛ばしたりしないだろう。そう信じることができる。 
 
    だから、思い切って一生一度の言葉を伝えた。けれど、あの夕暮れの教室で、彼女は人が変わったようになってしまった。 
 
    気になる。気になりまくる。 
 
    玲奈姉ちゃん、どうしちゃったんだろう？ 
 
    告白がきっかけでああなったようには見えなかった。タイミングとしては、どう考えても私のせいだ。 
 
    ベッドの上で転がりながらも唸ってしまう。 
 
    告白はさておき、一度会って話した方がいいのかも。 
 
    単純に何か悪い病気だとか。或いは、私にも梨奈にも言えない悩みを抱えている、とか？ 
 
    だとしたら、告白がその悩みを思い出すきっかけになったとか。 
 
    そうだとしたら放っておけない。モバイルフォンの通話アプリを呼び出すと、玲奈姉ちゃんあてに発信した。 
 
    少し間をあけて通話に出た玲奈姉ちゃんは、やっぱり少しだけ知らない人のようだった。けれど、声だけでつながっているせいか、極端な違和感は覚えなかった。私は慎重に伝えた。告白を怖がらないでほしいこと。 
 
    玲奈姉ちゃんは、どうして？　なんて聞かずにいてくれた。むしろ、ほっとしたみたいだ。続けてプレゼントのお礼と、デートのお誘いまで返されて驚いた。通話を切ってから、やっぱり考え込んでしまう。 
 
    おかしい。どう考えてもおかしい。 
 
    あのプレゼントのモチーフには気付くはずがないって思ってた。それが私にとってどんなに大切なことでも、気付くはずがない。だって、玲奈姉ちゃんは私たちが幼い頃に小鳥を拾ったことも忘れていたのに。拾ってからしばらくして、それとなく話題にしたときにはもうすっかり忘れていた。記憶喪失ってわけじゃないほどには覚えててくれたけれど、私ほどには印象に残ってないようだった。 
 
    だから、がっかりした。 
 
    あの小鳥のことは、初めて玲奈姉ちゃんが私に一人で任せてくれた、信頼の証の出来事だったから。それくらい誇らしいことだった。まだ小さいのに、大人になれたような気さえしていた。 
 
    彼女が忘れてもいい。私は覚えている。感謝している。 
 
    玲奈姉ちゃんは、いくら誕生日に何がほしいか聞いても教えてくれなかった。だから、自分で選んだ。感謝のしるしに、小鳥のモチーフを選んだ。もう彼女が忘れてもいいと思っていたのに。 
 
    忘れているどころか、彼女はあの小鳥の意味に気付いていた。どういうことだろう。嬉しいって思えるはずのことなのに、不安と疑問ばかりが胸を締めている。素直に喜べない。考えに沈んでいる私をよそに、モバイルフォンが鳴り響いた。通知を見ると、梨奈からだ。あまり出たくないけれど、出るしかない。 
 
    ここで無視したら、後が怖いことを知ってる。 
 
    「もしもし？」 
 
    そろっと画面を切り替えて通話可能にすると、開口一番、梨奈はこう言う。 
 
    『りえ。おねーちゃんの様子がおかしいんだけど』 
 
    それっきり、沈黙。私は反す言葉を探してしまう。 
 
    その隙に梨奈は畳み掛けてきた。 
 
    『何かしたの？　りえ』 
 
    うう。もしもあなたのお姉さまに私の気持ちを打ち明けました、などと伝えればこの嫉妬の権化は怒り狂うに違いない。それがわかっていて、どうして肯定できるだろう？ 
 
    だからといって、嘘もつきたくない。 
 
    「何かはした、けど」 
 
    『何したの？』 
 
    案の定、受話器の向こうから氷の女王のような冷たい声が響いてくる。 
 
    けれど、梨奈からの通話の本題はそこじゃないはずだった。 
 
    きっと彼女も感じてるんだろう、同じことを。 
 
    玲奈姉ちゃんが、何だか変だってこと。 
 
    「梨奈が焦るようなことは何もしてない」 
 
    『本当？』 
 
    本当だった。私からみれば、告白すら、梨奈が焦るようなことじゃない。むしろ、そういう確信があったから告白に及ぶことができた。 
 
    昨日前までならそう言えた。けれど、今の玲奈姉ちゃんはまるで別人で、私のしたことに感謝してくれるし、あの小鳥の一件もきちんと覚えているし、こちらの気持ちを汲んでくれようとすらしている。 
 
    でも。 
 
    「本当だもん。知ってるくせに」 
 
    そう伝えると、梨奈は黙った。 
 
    今の言い方は意地悪だったかもしれない。 
 
    「それより、玲奈姉ちゃんが変なのは私も気付いてる。梨奈も何か感じたの？」 
 
    本題に切り替えると、返事がない。 
 
    「梨奈ったら」 
 
    『りえ、何も知らない？　本当に』 
 
    「え？」 
 
    急速に、彼女本来の気の小さい、繊細な声が耳に届いた。 
 
    『お姉ちゃん、クリームソーダに興味なさそうにしていたの。今日』 
 
    「え？」 
 
    その符号は私たちの世間にしか生じない衝撃の出来事だった。 
 
    クリームソーダに、玲奈姉ちゃんが関心を示さない、とは、天変地異の前触れと言っていいほどの異常事態だ。とにかく彼女のクリームソーダへの愛着は異様なのだ。 
 
    レストランに入ってもカフェに入っても必ずそれを注文する。もしもそれがメニューになければ幼い頃は泣いて大騒ぎするほどのクリームソーダ好き。それが鏑木玲奈だったはず。 
 
    確かにそれは異常だ。ちょっと様子が変、というレベルを超えている。 
 
    妹の梨奈が心配するのも無理はない。 
 
    「それは、変、だね」 
 
    『でしょう？　お姉ちゃん、何か悪いものでも食べたんじゃないかと思って。りえ、白状してほしいの。お姉ちゃんに何かしたなら』 
 
    思わず私は素直に勢いに任せて言いそうになってしまう。 
 
    けれど、それをしたらもっとややこしいことになりそうな気がする。 
 
    それに、玲奈姉ちゃんの許しを得ずにそんなこと打ち明けられない。例え、梨奈に対してでも。例え、どんなに望みがなくても。 
 
    原因がわからないのに、ややこしい事情を伝える必要もない。それに梨奈は恐らく私ほどに違和感を覚えていない。 
 
    あの夕景の変化を、彼女は知らない。きっとどこかで玲奈姉ちゃんのジョークだ、くらいにとらえているだろう。 
 
    「大丈夫じゃない？　何か気付いたら、ちゃんと教える」 
 
    『本当？』 
 
    「ほんと、ほんと」 
 
    そこを裏切らないほどには、玲奈姉ちゃんと同じくらいに私は梨奈を信用しているし感謝してるし、好きだった。 
 
    光の元に連れ出してくれた鏑木姉妹そのものが、好きだから。 
 
    ぶつぶつと文句を言いつつも、梨奈は通話を切った。 
 
    告白したことを、私からは言えなかった。 
 
    勘の鋭い彼女が、気付いてないはずない気もしたけれど。 
 
    とにかく、明日聞いてみよう。 
 
    玲奈姉ちゃん、何か心配事でもあるのかって聞くくらいなら、大丈夫だよね。 
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    きつね公園は素朴な公園だ。東屋とブランコと滑り台、遊具といえばそれくらい。 
 
    りえとブランコに並んで腰掛けた。 
 
    自分から誘い出したものの、どう切り出したものか。 
 
    「りえ。私、謝らないとならないことがあって」 
 
    私は、りえの告白を打ち明けたことを詫びた。 
 
    「実は、りえが気持ちを打ち明けてくれたって梨奈に話してしまったの」 
 
    「！」 
 
    りえは硬直した。 
 
    「ごめんなさい。勝手に、梨奈に伝えてしまって」 
 
    「全然っ。き、気にしないで。構わないから」 
 
    けれど、心なしか子犬のように震えて見える。 
 
    「玲奈姉ちゃんから梨奈に話したの？」 
 
    「ええ。梨奈、何かあったって気付いたみたいで。黙っているのも可哀相な気がして」 
 
    「可哀相、だから？」 
 
    話を遮って疑問を差し挟んでくる。りえらしくない話し方だ。おかしいと思って顔を上げると、不意に手を握られた。 
 
    「りえっ？」 
 
    やけに静かだ。切実な瞳で見つめられる。言葉を待っていると、彼女は問いを発した。 
 
    「あなた、誰？」 
 
    私は瞠目する。 
 
    「私の知っている玲奈姉ちゃんじゃない。いや、誰が見ても玲奈姉ちゃんにしか見えないし、梨奈にもわからないかも。でも、あなた、私の知っている鏑木玲奈じゃないよね」 
 
    「ど、うして？」 
 
    「この間からおかしいって思ってた。まるで別人みたい。いつも私とあなたが手をつないでいるって嘘すら、あなたは疑わなかった」 
 
    りえの言葉に驚いた。私の反応をりえがじとっと見つめてくる。 
 
    「本当に手をつないでくるんだもん」 
 
    「う、嘘だったの？」 
 
    嘘をつかれていた衝撃と、嘘だった衝撃で体が固まってしまう。手つなぎがいつもの習慣じゃなかったと知り恥ずかしさがこみ上げてくる。ただ記憶が抜け落ちてるだけだと思っていた。深く考えずにいた。 
 
    「そうだよ。手をつなぐなんて。すごくドキドキして、あの夜は寝付けなかった」 
 
    「え？」 
 
    突然の正直な告白に戸惑う。 
 
    「そ、れって」 
 
    目で問いかけると、りえは顔を赤くした。 
 
    「と、とにかく！　今だってこんな風に私があげたものを身につけてくれてる」 
 
    りえの人差し指の先が、私の喉もとのアクセサリーに触れた。自分で贈ってくれた小鳥なのに、証拠を掴んだように持ち上げる。ぎゅっと胸が痛くなった。 
 
    「それは！　嬉しかったから」 
 
    反論したけれど、りえはテストで難しい問題に当たったような顔をしている。 
 
    「嘘。玲奈姉ちゃん、高校生になってからそっけなくなってたよ」 
 
    確かにりえにも梨奈にも昔のようなべたべたした態度はとらなくなっていった。ただ、その変化の根源となる気持ちは思い出せない。 
 
    どうあっても思い出せない！ 
 
    不安を覚えながらも、掌を固く握る。 
 
    好きも嫌いも思い出せないなら、逃げ場がない。せめて、そこがわかったら、この追及を逃れることもできた。 
 
    でも、もう隠しきれない。言わなくちゃ、ならない。笑われたらどうしよう？ 
 
    変だと思われるかも。 
 
    いえ。私が笑われることや恥を蒙ることなんて、今はどうでもいいかも。私がおかしいと思われても家の名誉が汚されるような立場じゃないから。それよりも、りえの困惑をそのままにしておく方が怖い。 
 
    りえとの間に溝ができる方がずっと怖い。 
 
    「りえ。ごめんなさい。確かに、今の私は元のままの鏑木玲奈じゃない。今の私は鏑木玲奈として不完全で。同一人物じゃないって言われても否定できないの」 
 
    ぎゅっと唇を引き結ぶ。 
 
    「荒唐無稽すぎるから話すのが怖いけど、これから話すこと、信じてくれる？」 
 
    「信じる。どういうことか教えて」 
 
    一瞬、我を忘れた。どんな話でもきっと信じてくれる。そう感じて委ねられるくらいに、強い目をしていた。 
 
    胸の奥が痛む。きっとその目は鏑木玲奈のためのものだ。ファルーシャのためじゃない。 
 
    もしも、私が鏑木玲奈じゃないなら。 
 
    あなたは、どんな目で私を見るの？ 
 
    「私が誰であっても許してくれる？　あなたを騙すつもりはなかったの」 
 
    「うん。大丈夫、知りたい」 
 
    私はありのままを話した。 
 
    幼い頃から婚約者が定められていた。恋愛は背信的で不名誉な禁忌とされていた。誰かを好きになること自体を許されていなかった。両親にも親戚にも、他人に嫌われないように気を使うばかりだった。告白自体に驚いて、返事をどうしようなんて考えられなかった。 
 
    りえを、好きか嫌いかすらわからなくなっていることも。 
 
    全てを話し終えると、りえは呆けたように考えに沈みこんでしまった。 
 
    「ごめんなさい。最初からこの話ができていたらよかった」 
 
    「謝る必要ない。あの場でその話を知っても、私もどう反応していたかわからないもん。それより、偉いね。偉いんだね、ファルーシャ」 
 
    下からりえに顔を覗き込まれた。 
 
    「りえ？」 
 
    「取り決めみたいに感情を制限されたり、よくわからない相手と結婚するなんて想像もできない」 
 
    穏やかに言われる。 
 
    「それなのに、いきなり気持ちをぶつけられたらびっくりするよね」 
 
    「う、ううん！　大丈夫。あ、あの。素直に告白できるりえのこと、すごいって思ったもの」 
 
    照れくさいのか、りえは目をそらした。 
 
    「本当の名前、もう一度教えてくれる？」 
 
    「え？」 
 
    「そもそも、ファルーシャはいつの時代、どこの生まれの誰だったの？　もし君が玲奈姉ちゃんの前世なら、生まれた時間と場所が違う人物なら、君の実体にヒントがあるかも」 
 
    りえはモバイルフォンを手にすると、ファルーシャの名を検索にかける。もし史上の人物なら、何か痕跡があるかもしれない。りえと一緒に画面を覗き込む。 
 
    けれど、検索結果はゼロだった。 
 
    「全くひっかからない。いや、よく考えてみたら当たり前か。歴史に名を残す人って偉人とか天才だけだもんね」 
 
    「わ、私が歴史的な偉業を残していればっ！」 
 
    「そこは気にするところじゃないし現代でもそんな人滅多にいないから大丈夫！　確かにびっくりしたけど、ファルーシャはどこから来たんだろう。同じ人物の過去世なのか、別の人と成り代わったのか」 
 
    「別の人？　成り代わり？」 
 
    レーヌ家の令嬢として生きてきた。その生の時や場所については漠然と過去世という想定しかなかった。 
 
    「そっか。そういう可能性もあるのね」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
    りえに言われて初めて気が付く。そちらが実体で今の生が別物という着想はなかった。同一人物だとした場合には噛み合わなかった感情の欠落も、別人だとしたら決着がつく。この数日感じていた違和感や不安が急激に失われていく。 
 
    話したおかげで、自分がどれほど混乱した状況にいたかがわかってくる。聞いてもらうだけでなくて、解決の糸口が見つかりそうでほっとしてしまう。けど、これが本当に入れ替わりだとしたら問題だ。 
 
    それに、何よりも気がかりなことがある。 
 
    「もしも私が鏑木玲奈と別人なら、本体はどうしているのかしら。私の心がここにあるなら、鏑木玲奈の心はどこにあるんだろ」 
 
    「そこだよね。玲奈姉ちゃん、どこに行っちゃったんだろう」 
 
    寂しげに、悔しそうに俯いて笑う。うんと体を伸ばしてりえが空を仰ぐ。晴れているけれど厳然として遠い空。手の届かないその青さに焦がれるように。 
 
    不意に痛いような感覚に陥った。りえの視線の先を追えなくて、私は俯いた。 
 
    「つまり君に状況の整理がついてないから返事を保留した。玲奈姉ちゃんとして返事を待たされてたわけじゃなかったってことか」 
 
    りえの横顔に寂しさが漂う。 
 
    返事を保留にした理由は、受諾の可能性があるから、と思わせていたのかも。実際はただ別の人格を取り戻したからだと知って失望させてしまったのかもしれない。いっそ、もっと早く打ち明けていた方が良かったのかな。 
 
    「ごめんなさい」 
 
    謝ると、りえは驚いてこちらを見る。 
 
    「謝らないで。むしろ、そんな状況を思い切って打ち明けてくれてありがと」 
 
    「でも」 
 
    「玲奈姉ちゃんといるときは甘えたくなるけど、ファルーシャは別だね。妹みたい」 
 
    「え」 
 
    とりあえず向こうの世界での私は玲奈と同じくらいの年齢でりえよりは年上だったと思う、のに。そんなことを言われて気が抜けてしまう。無性に恥ずかしいけれど、くすぐったいような居心地だ。 
 
    私は玲奈じゃないのかも。けど、りえといるとほっとする。 
 
    檜りえのことをこうなる前の鏑木玲奈がどう思っていたのか、りえのために、私も知りたい。今だって私が本来の鏑木玲奈でないせいで動揺させているはず。 
 
    それなのに、りえは人懐こく笑いかけてくれる。私が鏑木玲奈と別人でも本人でも、りえへの気持ちを思い出したい。どういう風にこの子のことを感じ取っていたのか。 
 
    せめてそれがわかれば、りえを苦しめることもないのに。 
 
    檜りえといたときの私って、どういう人間だったんだろう？ 
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    「実は、りえが気持ちを打ち明けてくれたって梨奈に話してしまったの」 
 
      
 
    どこかで、玲奈姉ちゃんの変化を悪いジョークだとか何か心配事があるのか、と。その程度にとらえていた。けれど、それを聞いた途端に私はようやく理解していた。目の前の少女が、鏑木玲奈とは完全な別人であることを。 
 
    思わず尋ねていた。 
 
    「あなた、誰？」 
 
    もしも彼女が鏑木玲奈なら、私の告白を彼女の妹に伝えるはずがない。絶対にそんなことをするはずがなかった。 
 
    必要がない。いえ。そんなことをしてはならないから。 
 
    玲奈姉ちゃんにすれば、誰かに告白されたと妹に打ち明けるだなんて。そんなことで、梨奈を動揺させるなんて、玲奈姉ちゃんが欲するはずがない！ 
 
    あなた、誰？ 
 
    私は疑念をそのまま口にしてしまっていた。 
 
    そして、知ることになった玲奈姉ちゃんの異変は、常識を覆すものだった。俄かには信じられない。 
 
    けれど、どこかで納得できる話でもあった。 
 
    ああ、この数日私が接していた相手は、見知らぬ世界に迷い込んだ異邦人だったのだ、と。 
 
    そして、彼女は彼女なりに、こちらを驚かせまいと必死だったのだと、そう知った。 
 
    知ってしまって、彼女を傷つけることは出来ない。 
 
    その一方で、それまでの玲奈姉ちゃんの精神の失踪は私を驚かせた。暗闇といっていいほどに、私を打ちのめした。 
 
    でも。 
 
    それよりも、目の前の女の子の方がずっと大変な事態だ。 
 
    「つまり君に状況の整理がついてないから返事を保留した。玲奈姉ちゃんとして返事を待たされてたわけじゃなかったってことか」 
 
    「ごめんなさい」 
 
    きっと告白どころじゃない心理状態だろうに、私を慮って謝ってくる。その謙虚さに驚いてしまった。育ちがいいって、こういうことなのかも。 
 
    「玲奈姉ちゃんといるときは甘えたくなるけど、ファルーシャは別だね。妹みたい」 
 
    本当にそう感じていた。 
 
    どちらにしても、告白がどうとか言っている場合じゃないのかも。 
 
    そう思ったら、私がしっかりしなきゃ、って気になってきた。 
 
    それに、玲奈姉ちゃんなら例えどこにいても何だかうまくやっていけそうな感じもする。問題は梨奈だ。 
 
    「梨奈には言わない方がいいかも」 
 
    「言わない方がいい、かな」 
 
    ファルーシャには迷いがあるはずだった。 
 
    動揺させる、ってのもあるけど、それだけじゃない。 
 
    玲奈姉ちゃんが別人みたいになっちゃったと知ったら、梨奈の心は私以上に乱れるだろう。 
 
    私は玲奈姉ちゃんのことが好き。紛れもなく恋愛だと言い切れる。けれど、私は知っている。 
 
    私以上に、彼女を愛する誰かが地球上には少なくとも一人だけいることを。 
 
    「二人だけの秘密にして」 
 
    理由もわからず秘密にして、とは言いづらかったけれど、ファルーシャは頷いた。一つ屋根の下で不可思議な存在と同居していると知ったら、動揺させてしまうだろう。ファルーシャも、梨奈を動揺させたいわけじゃないだろうし、そこについては深く突っ込まれなかった。 
 
    でもこれは一種の危機だ。 
 
    私からも梨奈からも玲奈姉ちゃんが喪われて、しかも、残されているのは異世界からの来訪者だ。 
 
    かと言って、ファルーシャに罪はない。 
 
    そもそもどうやったら元に戻してあげられるのかも、わからない。 
 
    思案して、私はこう提案した。 
 
    「あのね、ファルーシャ。こういうのはどう？」 
 
    三人で遊園地に行かない？ 
 
    そう問うと、瞬く間に彼女の目は輝いた。 
 
    小さな子みたいに。 
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    「結局、三人で遊園地なんて全然意味ないじゃない」 
 
    梨奈が唇を尖らせる。私たちは桜の丘ホリデーランドに向うモノレールの車中にいる。 
 
    「ま、まあまあ。人数多い方が楽しいっていうし」 
 
    私は梨奈を宥める。まだりえとはお付き合いする雰囲気じゃない、保留にしたと梨奈には伝えてあるのだけれど。 
 
    梨奈は朝からツンツンしている。 
 
    私の急な変化についてはまだ梨奈に話せていない。同じ家にいるのに梨奈に困惑を与えたらと思うと勇気を出せない。梨奈への接し方についても、公園で話したときにりえに相談してみたけれど。 
 
      
 
    『梨奈には言わない方がいいかも。二人だけの秘密にして』 
 
      
 
    梨奈との私の関係を心配するだけでなく二人だけの秘密って言葉に、何故か体がぎゅっと縮まった。考えることは色々あるけれど、守られてるって思ってしまった。 
 
    りえは頼れる子、だと思う。少なくとも渾然とした状況の今の私にとって信頼ができる相手だ。梨奈がくれたチケットは無駄にしたくないし、告白の返事もできない。だから、いっそ三人で行こうと提案してみたら、りえは賛成してくれた。 
 
    一方、梨奈は拗ねきっている。 
 
    「まあ、梨奈はぜーんぜん、かまわないけど」 
 
    ちくちくと棘で刺すような目つきだ。『ぜーんぜんかまわない』という空気ではない。 
 
    おかしいな。家では三人で行こうと伝えたら嬉しそうにしてくれたし、アトラクションのリサーチもしてくれたのに。 
 
    りえはりえで、朝から顔色が悪いし。 
 
    「りえ？　大丈夫？」 
 
    「ん、平気」 
 
    けど、どことなく上の空だ。 
 
    もしかしたら青ざめているのも、何かに怯えているのも、ホリデーランドのアトラクションが厭なのかな。 
 
    思わず腕を組む。 
 
    「りえ、大丈夫よっ」 
 
    じっと見つめる。 
 
    「ジェットコースターが怖くても無理に乗せたりしないから」 
 
    「え？」 
 
    「え？　違うの？　お化け屋敷かしら」 
 
    「お化け屋敷も平気だけど、どうしたの？」 
 
    「だって、ホリデーランドに怯えてるように見えたから」 
 
    たちまち、りえの顔が赤くなる。 
 
    「え？　な、何言ってるの？　何も怖くないけど」 
 
    「え、でも」 
 
    様子がおかしい。じっとりえを見つめると、ますます顔を赤くして横を向いた。えへん、と後ろで梨奈が咳払いした。 
 
    「やっぱり、梨奈、お邪魔だったんじゃない？」 
 
    「そ、そんなわけないじゃん！」 
 
    私が返事するより早く、りえが慌てだした。 
 
    「全然、いてくださってかまわないしむしろ大歓迎っていうか？　ほら、別に私も玲奈姉ちゃんも何ともないから」 
 
    何だかまるで梨奈に怯えているようだ。ずっと不機嫌な梨奈。怖がっているりえ。どちらも不可解そのものだ。もしかして、りえは梨奈に怯えている？　 
 
    「ふーん、そうなんだ」 
 
    梨奈は梨奈で女王様のような凍てついた目でりえを見ている。 
 
    「こらっ」 
 
    ぷに、と私は梨奈の頬を突っつく。 
 
    「何を喧嘩してるのかわからないけど、今日は楽しい一日にしましょ。ね？」 
 
    笑顔を向けると、梨奈は何か言いたげにしたものの頷いてくれた。それを見て、りえがほっと息をつく。 
 
    程なく、モノレールは桜の丘ホリデーランド前駅に到着した。 
 
    「あ！　梨奈ね、コーヒーカップ乗りたいっ」 
 
    到着してゲートをくぐると、急に機嫌を良くして梨奈は先頭を走り出した。慌てて私とりえも付いていく。 
 
    「わ、すごい」 
 
    ゲートをくぐるとそこは別世界だ。 
 
    グッズショップに囲まれた通りを抜けると様々なアトラクションの中央にお城が見える。中世のお城を思わせるレンガ造りでメルヘンな御伽噺の舞台そのものだ。 
 
    それを見て、ぎくっと立ち止まる。 
 
    似ている？ 
 
    ファルーシャの婚約相手の住んでいた宮殿に。胸のあたりに不吉な予兆を覚えた。 
 
    見ちゃいけない、思い出したら駄目。 
 
    強張った不安がせりあがってくる。 
 
    立ち止まった私にりえが気付き、目の前で掌を振る。 
 
    「玲奈姉ちゃん。大丈夫？」 
 
    心配そうな顔が何となくローサを思い出させて気が緩む。 
 
    「う、うん。何でもないの」 
 
    けれど、そんなりえの背後からじとりと梨奈がこちらを見てくる。 
 
    「梨奈、帰ろうかなあ」 
 
    またご機嫌が悪くなってしまったみたい。 
 
    「じゃ、こうしましょ」 
 
    梨奈と手をつなぎ、反対側の手をりえに預ける。りえは一瞬ぎょっとしていたけど、俯いて握り返してくれる。 
 
    「もー、そんな子ども扱いしなくていいのに」 
 
    そう言いつつ、梨奈も嬉しそうだ。コーヒーカップはレトロな雰囲気だった。マーガレットやチューリップの形のカップが並び幻想的だ。すぐに順番がまわってきたのだけれど。 
 
    「あ、お姉ちゃんはここで待っててくれる？」 
 
    「え。どうして？」 
 
    「だって、りえと二人で遊ぶ機会なんて最近なかったし、お姉ちゃんばっかりでずるい」 
 
    そう言われて、ピンときた。 
 
    そうか。梨奈ったら、私にりえをとられちゃうって思ってたのかも。 
 
    告白されたことも、二人で出かけてきたらって突っぱねたことも、泣いちゃったのも、そのせいだったのかも。 
 
    「そっか、そうよね。二人で行ってらっしゃい」 
 
    梨奈はにっこり笑うとりえの腕をぐいぐい引いて中に入っていく。りえは何か言いたそうに口を開いてこちらを見た。 
 
    大丈夫。写真なら、ちゃんと撮影するから。合図して、笑顔で見送った。 
 
    音楽が流れ出してコーヒーカップが回り出す。どの乗客も、のんびり、ゆったりとカップの回転を楽しんでいる。私は、柵の外からモバイルフォンで撮影しようとりえと梨奈の搭乗したカップを目で追う。 
 
    けれど、すぐに異変に気付いた。二人の乗る回転速度が異様だ。梨奈が思い切り強くハンドルをまわしている。牧歌的な風景どころか、遠心力が働き必死でカップにしがみつくりえの姿があった。 
 
    え、どうして？ 
 
    撮影するのも忘れて、私は唖然と二人を見守る。ようやく回転がとまる。 
 
    降りてきた梨奈の表情は晴れやかだった。 
 
    「あー、面白かった！」 
 
    梨奈は満面の笑みだけれど、りえは退路の柵にしがみついてしゃがんでじっと黙ってる。流石に心配で駆け寄った。 
 
    「り、りえ！　大丈夫？」 
 
    「だ、いじょうぶ」 
 
    「りえったらだらしないんだから」 
 
    くすくすと梨奈が笑う。 
 
    「そんなんでお姉ちゃんを渡せっこないんだから」 
 
    私は耳を疑う。そこまで、梨奈は私のことを独占したいの？ 
 
    我知らずに梨奈に歩み寄った。急に真剣な顔をした私に気付いて、梨奈は気まずそうに服の裾をいじる。 
 
    こんなことするなんて。いくら梨奈でも、りえは今ただひとり私を助けてくれる人なのに！ 
 
    だからといって、人を叱ることに慣れていないし、どうしていいかわからない。迷っていると、梨奈の前にりえが立った。 
 
    「私は大丈夫だから。玲奈姉ちゃん」 
 
    りえ、顔が真っ青なのに？ 
 
    「だめよ、こういうことはちゃんと言わなきゃ。梨奈っ」 
 
    梨奈はいたずらっこの猫のように肩をすくめた。 
 
    「だめでしょ、もうっ」 
 
    ぴん、と梨奈のおでこを指先で弾いた。 
 
    「ごめんなさぁい」 
 
    おでこを押さえて、梨奈は涙目になる。 
 
    「優しい、ね」 
 
    納得できないと言いたげにりえがぼやくのが聞こえて、私は顔を赤らめた。これが甘い甘い処置だってことは自覚がある。けど、せっかく授かった妹をきつく叱るなんて、今の私にはハードルが高すぎる行いだった。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    一通り、目玉と呼ばれるアトラクションを堪能して、私たちはレストランの並ぶ区域に向っていた。辿りつくとレプリカの彫像が囲む噴水の一角に人が集まっている。そこには青く澄んだ人工の泉が据えられていた。 
 
    「わっ。素敵」 
 
    思わず声をあげる。そばにあった看板の説明をりえが読み上げてくれた。 
 
    「えっと、『コインを投げるとあなたの願いが叶います。一枚投げると再びここを訪れることができます。二枚投げると愛する人と結ばれます』だって」 
 
    「三枚投げると、『願いが叶う』んです！　良かったら投げませんか？　専用のコインは三枚で二百円ですっ」 
 
    群がる私たちに話しかけてきたのは、売り子のスタッフさんだ。 
 
    長い睫。どんぐりのように丸みを帯びた瞳。品のある唇。くるくる巻きのツインテールが特徴的な少女だ。エプロンドレス姿でバスケットを提げている。にこにこと微笑まれて、私たちは顔を見合わせた。 
 
    「投げます」 
 
    真っ先に食いついたのはりえだ。 
 
    「ありがとうございます！　どうぞどうぞっ。お二人もいかがですか？　今日は幸運のサニーデイですから絶対願いが叶っちゃいますっ」 
 
    「え、っと。じゃあ私もやろうかな」 
 
    「梨奈もやるっ」 
 
    続いてそれぞれコインを買う。親切なスタッフの女の子は投げ方を丁寧に私たちに教えてくれた。泉を背後にして、右手で左の肩越しに投げるという。 
 
    「じゃ、せーので投げましょう」 
 
    呼びかけると、りえが頷く。 
 
    「うん」 
 
    にこにこしながら梨奈が声をあげた。 
 
    「せーのっ」 
 
    三人で同時にお願いしつつコインを投げる。全てコインは泉にうまく放られ沈んでいった。その感じが爽快で、一緒に同じことをするのが楽しくて笑顔になってしまう。 
 
    「お姉ちゃんとりえは何てお願いした？　何枚投げた？」　 
 
    「そ、そんなの教えたら願いが伝わっちゃうじゃない」 
 
    急に梨奈に問われて、口ごもってしまった。 
 
    「私は三枚」 
 
    りえが私をちらりと見て速やかに答えた。 
 
    「玲奈姉ちゃんの願いが叶いますように、って」 
 
    「え」 
 
    てっきり、二枚だと思い込んでいた私は仰天する。りえは、鏑木玲奈と結ばれることを望んでいると思ってた。いえ、もしかしたら私が純然たる鏑木玲奈に戻ることを望むんじゃないかと思ってた。 
 
    自分の願いより、私の願いを優先してくれたの？ 
 
    「あ、ありがと」 
 
    あまりの優しさにずきずきと胸が痛む。嬉しいけれど、いたたまれない気持ちになってくる。 
 
    「そう言う梨奈はどうなの？　ずるいじゃない、人のことばっかり聞いて」 
 
    反撃といわんばかりにりえが息巻く。 
 
    「りえ。そういうのを無理に聞くのは」 
 
    「二枚」 
 
    「人に言わない方がって、え？」 
 
    振り向くと梨奈はじっと俯いていた。 
 
    「り、梨奈？　二枚？　二枚って言ったの？」 
 
    二枚投げると愛する人と結ばれる。 
 
    つまり。 
 
    「梨奈、好きな人がいるのっ？」 
 
    「ちょ、ちょっと、玲奈姉ちゃんっ」 
 
    りえが気遣って私を引きとめようとする。けれど、子煩悩ならぬ妹煩悩とばかりに気持ちが盛り上がってしまった。 
 
    「お姉ちゃん全然気付かなかったわ。どんな人なのっ？」 
 
    「すっごく、鈍い人」 
 
    「え？」 
 
    「優しくて朗らかで大好きだけれど、致命的に私とは結ばれない人っ」 
 
    泣きそうな梨奈の声に驚く。 
 
    「ご、ごめん。私、立ち入ったことを聞いたかも」 
 
    そっと手を伸ばそうとすると、梨奈は笑顔を向けてくる。 
 
    「なんてねっ」 
 
    「梨奈？」 
 
    りえと私を交互に見つめ、うん、と何かを納得したように頷く。 
 
    「そういうことだから。梨奈、もう帰るね。だって、梨奈の好きな人はここにいないからっ」 
 
    「り、な？」 
 
    「それに、デートのお邪魔虫したくないもんっ。りえ、お姉ちゃんをよろしくねっ」 
 
    「だ、だから、まだデートじゃないからっ」 
 
    引きとめようとした私を、りえが遮る。 
 
    「わかった。気をつけて帰って」 
 
    「りえっ？　だって、梨奈。行きたいって言ってた場所もあるのに」 
 
    踵を返す梨奈を追いかけようとする。すると、私の手を強くりえが掴んだ。 
 
    「玲奈姉ちゃん、そこまで。梨奈には梨奈の事情があるんだから」 
 
    「っ！　でも」 
 
    振り向くと、出口へ急ぐ梨奈に、先刻のツインテールのスタッフさんが声をかけている。どうやら出口を案内してくれるようだ。 
 
    「それとも、私と二人は退屈？」 
 
    「それは、そんなこと、ない、けど」 
 
    思い詰めた目のりえに、何も言えない。 
 
    「ごめん。わがままかもしれないけど、私は玲奈姉ちゃんと二人で過ごせるのそれなりに楽しみにしてたから」 
 
    「え、と」 
 
    後ろ髪を引かれる思いだったけれど、私はりえに向き直る。 
 
    確かに、りえとデートするって約束だった。 
 
    それに、梨奈にも都合があるのに、無理をさせていたのかもしれない。 
 
    それ以上に、りえとの距離が近すぎて戸惑ってしまう。 
 
    「え、ええと」 
 
    どうしよう。頬が熱い。何も言えずにいると、りえは一歩下がった。 
 
    「梨奈には帰りにおみやげ買ってこ」 
 
    励ますように笑う。その提案に気を取り直して頷いた。考えてみれば、梨奈は朝から機嫌が悪かった、よね。 
 
    帰ったら、ちゃんと話してみよう。 
 
    「気になるお店はある？」 
 
    りえに問われて、ふと視線を巡らせる。 
 
    それぞれの国の特色を強調する豪華な店が並んでいた。そのなかに、ひとつだけ現代風の綺麗なカフェがあった。キャラクターらしき人物の立ち姿のイラストがあしらわれている。それを見た途端、心臓を掴まれたように私は立ち止まった。 
 
    「あれ？　あそこだけ、ちょっと毛色が違うね」 
 
    「う、ん」 
 
    「何なに？　『プリンセス・コラボカフェ。最新のコンテンツをいち早く皆様にお届けします。専用メニューで噂のゲームを先取りしよう』だって。面白そう」 
 
    りえが園内に据付のガイドリーフレットをめくる。けれど、私の心はもうそれどころではない。 
 
    こんなことって、あるの？ 
 
    「玲奈姉ちゃん？　どうしたの？」 
 
    私の視線はその店の壁に沿ってめぐらされたキャラクターに釘付けだ。 
 
    喉が渇く。張り付いたような声をようやく絞り出した。 
 
    「私の、元の世界での姿そっくりの、絵があるの」 
 
    「え？」 
 
    私の視線の先をりえも凝視した。 
 
    私は吸い寄せられるように店に近づく。店をぐるりと取り囲む壁面には、さまざまなタイプの青年が描かれている。 
 
    「これ、乙女ゲーム？」 
 
    『薔薇色ヘヴン　～恋する乙女のトロイメライ～』と、店のあちこちにロゴがあしらわれている。 
 
    中世ヨーロッパの貴族風の格好をした青年たちの中央、店のエントランス付近に描かれているのは亜麻色の髪に水色のドレスをまとった清楚な雰囲気の美少女だ。どうやら彼女が主人公だ。彼女にも、他の青年たちにも見覚えがある。 
 
    「これがファルーシャ？」 
 
    りえが私に問うように見つめる。けれど、私は首を横に振る。 
 
    「そちらじゃなくて。こっちのが私」 
 
    「えっ？」 
 
    青年たちに追いやられたように端っこに描かれている少女がいた。金髪の豪奢な髪型に真っ赤なドレスを纏っている。 
 
    「こっちが、君？」 
 
    「う、ん」 
 
    事態が呑みこめないままに頷いた。 
 
    「私の持っているドレスにデザインがそっくりだし、顔立ちも」 
 
    「幽霊や前世じゃなくて。君、二次元の住人ってこと？」 
 
    「！」 
 
    そういうこと、なの？ 
 
    だとしたら、私は物質世界の住人ではないってこと？ 
 
    予想外の事実に立ちすくむ。 
 
    異世界というより異次元の存在、ってこと？ 
 
    「乙女ゲーは私も詳しくないけど、このゲームにヒントがあるのかも。入ってみよう」 
 
    もちろん異存はない。 
 
    けれど怖い。私自身の事実を知ってしまうのがこの上なく怖い。思わずりえの手を握ってしまう。すると、りえは手を握り返してくれた。 
 
    「大丈夫！　何があってもそばにいるから」 
 
    安心させてくれる瞳。 
 
    りえの声が優しくて、不安が和らいだ。手をつないだまま、私たちは店のドアをくぐった。 
 
    

  

 
  
   SIDE:RIE 
 
      
 
    意地悪かもしれない。この場で、梨奈を帰してしまうことは。 
 
    このまま梨奈と一緒にいれば、彼女は傷つくだろう。それは、意地悪よりももっと残酷だ。 
 
    ファルーシャがすっかり別人だということも私には理解されはじめていた。それを知らない梨奈の心が今どんなに乱れているか、わかる。だからって、ファルーシャが異世界の住人だと伝えてしまえば、もっと梨奈は混乱する可能性もある。梨奈の本心をごまかすために、私と玲奈姉ちゃんが結託して悪い冗談をいっていると思われたら、元も子もない。 
 
    もしもここにいるのが玲奈姉ちゃんなら、きっと梨奈の信頼を得られただろうし、どんな話も梨奈は信じただろう。 
 
    けれど、ここにいるのが玲奈姉ちゃんじゃないからこじれているわけで。 
 
    梨奈はリアリストだけれど、それだけに疑い深い。荒唐無稽なこの状況を信じてもらえず、二人でうまく彼女を騙そうとしていると思わせたくない。ファルーシャに罪が無いことも、ファルーシャが鏑木玲奈と別人格であることも、それを示す証拠がない。 
 
    だいたい、私自身も驚いている。ここまで、ファルーシャと鏑木玲奈の心がかけ離れているなんて思ってなかった。 
 
    いや、普通に考えればファルーシャの反応はまともだ。 
 
    でも。 
 
      
 
    「お姉ちゃん全然気付かなかったわ。どんな人なのっ？」 
 
      
 
    あの言葉は、本来の玲奈姉ちゃんからは決して出るはずのない語句だ。 
 
    事情を知らない梨奈にすればショックだったろう。相当の、残酷な響きを帯びていたはず。 
 
    だからって、どうしてそれが梨奈にとって残酷なのかをファルーシャに示すことも難しい。 
 
    それは、玲奈姉ちゃんだけの秘密だからだ。 
 
    私から独断で打ち明けることじゃない。それに、同時に長らく私を苦しめていたことでもある。口にすれば、私自身も苦しむこと。 
 
    憶測の域を出ないけれど、そうなんだ。あんなこと、彼女が鏑木玲奈なら言わない。 
 
    玲奈姉ちゃんは、梨奈の好きな人を知っているから。 
 
    そうして、私はそれに苦しんでいる。 
 
    ああ、もしも。 
 
    もしも、ファルーシャの言ったことが本来の玲奈姉ちゃんの言葉なら。 
 
    絶望的に鈍くて、梨奈の好きな人が誰かなんて気付きもしない。 
 
    この子が、本当の、鏑木玲奈なら。 
 
    ファルーシャが、ファルーシャじゃなくて、鏑木玲奈なら、良かったのかもしれない。 
 
    けれどそれはやっぱり違う。私が玲奈姉ちゃんに期待するのは、たまたま都合のいい言葉じゃない。 
 
    ファルーシャの言葉はファルーシャのものだ。そう。ファルーシャは、玲奈姉ちゃんの代わりなんかじゃない。だから、彼女の居場所をちゃんと見つけてあげなくちゃならない。 
 
    それにしても、これってどういうことだろう？ 
 
    ファルーシャはコンセプトカフェを取り巻くゲームのキャラクターイラストを見て、その一人が自分だと言う。 
 
    彼女は二次元の住人だ、ということになる。二次元といっても、それが例えイラストだろうと電子上の存在だろうと質量があるから三次元の存在なのだけれど。二次元であれ三次元であれ、問題はそこじゃない。即ち、概念上の存在という可能性がある。 
 
    私たち人類と実在のあり方が別の何か、ってこと？ 
 
    壁面を見詰める彼女の横顔は蒼白だ。怯えきっている。 
 
    私の手を握り締めてくる。 
 
    どうしよう。玲奈姉ちゃんじゃないのに、玲奈姉ちゃんと手をつないでいる。何だか不埒なことをしている気分だ。 
 
    私は玲奈姉ちゃんが好きなのに。 
 
    ああ、今はそんなこと言ってる場合じゃないんだったら。 
 
    「大丈夫！　何があってもそばにいるから」 
 
    手を握り返す。 
 
    着の身着のままどころか何も持たずに魂だけ飛ばされてきた、この女の子のためにできる限りのことをしたい。 
 
    彼女のいた世界の実際を知ることは彼女にとって苦痛かもしれない。 
 
    玲奈姉ちゃんだったら決して見せないような、心細そうな表情でファルーシャがこちらを見る。 
 
    確かに、感じた。 
 
    この子のこと、守ってあげたい。 
 
      
 
      
 
    

  

 
  
   SIDE: Falcha 
 
      
 
    店内の壁には至る箇所に煌びやかな『薔薇色ヘヴン』のキャラクターたちがラッピングされている。その目立たない半個室席の壁に、私が前世や過去世だと感じていた世界での姿があった。 
 
    丁度空いていたその席に案内してもらった。隅の席であることからも、私、ファルーシャの立ち位置がわかる。それぞれのキャラクターの近くには、その名が綴られていた。確かに『Ｆａｌｃｈａｒ Ｌａ　Ｒｅｉｎｅ』とある。 
 
    二人でまじまじと立ち姿を見つめる。 
 
    ワインレッドのドレスに、華やかな顔立ち。けれども目元がきつくつり上がった表情だ。まるで、人を見定めるような顔つきに描かれている。ショックで絶句する。 
 
    私、こんなに意地悪そうな顔つきをしていたの？ 
 
    「本当にこれはファルーシャ？」 
 
    「う、うん」 
 
    何だか、この表情の私をりえに見られるのが厭でたまらない。 
 
    「このドレスのデザインは確かに私の服と同じだし、顔立ちも私そっくり」 
 
    「ん。少し冷たい感じだけど綺麗だね」 
 
    「えっ？」 
 
    どう見ても意地悪そうな表情のファルーシャを見つめてりえが漏らした感想はそれだけだ。ぽかんとしてしまう。 
 
    本気で言ってくれてるの？ 
 
    ファルーシャだけじゃない。ヒロインの少女の姿にも、その他の青年たちの姿にも、名前がついてる。やっぱり、誰も彼も知っている相手だ。 
 
    私も、彼女も、彼らも二次元文化とされている異次元の住人？ 
 
    不安に胸が押しつぶされそうになる。 
 
    ウエイトレスが運んできてくれたメニューを開いた。料理やドリンクを頼むとキャラクターをイメージしたブロマイドなどのグッズが特典として付いてくる趣向らしかった。 
 
    ファルーシャをイメージしたフードはすぐに見つからなかった。 
 
    かろうじて、メニューの端に『意地悪ファルーシャのビターアイス』というサイドメニューが見つかった。甘さ控えめのビターチョコレートアイスだ。 
 
    流石に言葉を失う。確定的に決定的に、意地悪、と表現されている。 
 
    「君、意地悪なの？」 
 
    「わ、からない」 
 
    驚きと恥ずかしさに泣きそうだ。 
 
    「そ、そう、なの、かな」 
 
    喉が詰まる。そんな私を、りえがじっと見つめてくる。 
 
    「ファルーシャ、落ち着いて」 
 
    「！」 
 
    本当の名を呼ばれた。 
 
    けれど、私を遠ざける表情じゃない。心配そうな、無垢な目をしてる。 
 
    「私ね、ファルーシャが意地悪だとか、そんな風に思えない」 
 
    まっすぐな言葉に、私は落ち着きを取り戻した。店員に注文をするついでにりえが問いを発する。 
 
    「このゲームに興味がわいて店に入ったんです。どういう内容なんですか？」 
 
    問われた店員は満面の笑みを浮かべる。 
 
    「こちらは今週末ににリリースされるロマンスゲームです。まだ公式情報はネットにも出ていません。この店で最初にお知らせしているんです！」 
 
    アンテナショップをオンラインに先駆けて開設することで噂を広める、という狙いがあるらしかった。 
 
    「実はこの桜の丘ホリデーランドのアトラクションも、ゲームの世界観とリンクしているんですよ。中央にあるホリデーランド城は『薔薇色ヘヴン』レクサス公爵の居城のモデルになっているんです」 
 
    それを聞いて、硬直する。 
 
    じゃあ、婚約者の居城である宮殿はこの遊園地のアトラクションを基にしているの？ 
 
    いえ、ゲームを元に構築された世界に私はいたの？ 
 
    店員が運んできてくれたパンフレットを受け取る。りえと顔を突合せて説明書きを読んだ。 
 
      
 
    《どこにでもいるＯＬだった私がいきなりプリンセス！？ 
 
      
 
    交通事故に遭った直後、綺麗な宮殿で目覚めた貴女。何とそこは見知らぬ異世界！ 
 
    貴族のお姫様として転生した貴女はイケメン貴族や気まぐれ閣下に求愛されて！？ 
 
      
 
    さあ、貴女が選ぶお相手は誰？ 
 
      
 
    アメージング・恋愛ゲーム『薔薇色ヘヴン』今夏サービス開始！》 
 
      
 
    「うん」 
 
    運ばれてきた『気まぐれ公爵レクサスのプラチナ・ブレンド』を一口飲んで、りえがこう漏らした。 
 
    「情報量が少なすぎて逆に多いね」 
 
    「え、ええと」 
 
    私も、何と反応していいのかわからない。 
 
    確かにこれは二次元のゲームで発売前なのだから具体的な情報は伏せるしかないのかも。結果として形容する言葉が曖昧な字句ばかりになるのはわかる。 
 
    けれど、これでは何も掴めない。 
 
    「キャラクター情報を見てもファルーシャのことが何も書かれていないけど、君は悪役令嬢ってことかも」 
 
    「悪役令嬢？」 
 
    不吉な言葉に硬直する。 
 
    「私もよく知らないけど、乙女ゲームで主人公の恋路を邪魔する意地悪な令嬢役のこと」 
 
    『頭脳派騎士団長アルスのアールグレイ・アイスティー』を飲もうとしていた私は、それを机上に置いて俯いてしまう。 
 
    「ファルーシャ。実際に君のいた世界とリンクする部分はある？」 
 
    周囲に聞かれないよう小声でりえが問う。 
 
    私は青ざめたままりえを見返す。 
 
    もう、りえに隠しても仕方ない。 
 
    私はこの店の壁を埋め尽くしている、覚えのある人たちとの関係について明かした。 
 
    「メインの相手役のレクサス公爵は私の婚約者よ。騎士団長や司祭とも話したことは数える程しかないけれど、大半面識がある」 
 
    「え。婚約者って、でも、こいつ、主人公のメインの相手じゃ」 
 
    「ええ」 
 
    これ以上は色々な意味で話しづらい。りえは私の反応を見て深く息を吐いた。私自身にも消化しきれない状況だ。二人して重い空気に包まれる。 
 
    メインの料理が運ばれてきた。それをきっかけに、りえが口を開く。 
 
    「ゲームの内容は君の周辺事情とどの程度一致するの？」 
 
    「ストーリーにどう関連するかはわからないけどヒロインの子も他の人たちも知ってるわ」 
 
    ヒロインの名前はアンジュ・リメール。立ち絵では華やかさよりも淑やかさが伝わる控えめな笑顔のキャラクターだ。 
 
    「もし彼女が主人公なら私が悪役になるのも頷けるかも」 
 
    それを聞いて、りえが首を傾げる。自分が悪役であることに腹も立てない私を訝しげに見てくる。その反応はわからないでもない、けれど。 
 
    アンジュが主役の物語があるとするなら、私が端役、いえ悪役になるのも頷ける。 
 
    「嫌いだった、とか？」 
 
    「いえ。嫌う以前に関わり自体が薄かった。アンジュは私の通う王立学院の編入生なの。とても陽気な子で。でも型破りな行動も多くて。悪い子じゃないけど、私は風紀委員の立場だから取り締まるように先生方に言われてた。学院の規範を守らせるために注意したことが何度かあるの」 
 
    「そうなんだ」 
 
    「彼女には常に誰かが付き添っていた。男性厳禁の女性寮や校舎にまで彼女を慕う方々が訪れ、夜中にも密会をしていたという報告が何度も入って。それについての苦情を私は聞き届けなければならなかった。でも、彼女自身には直接言いづらかったの」 
 
    「それはまあ、言いづらい話だね」 
 
    『俺様司祭リベルのプリースト・ハンバーグ』を食べながらも、りえは言葉を探す。 
 
    「つまり、軋轢ってやつ？」 
 
    「ええ。第一、ただの同級生の私が私生活まで取り締まったり注意する立場にはない。けど、私の婚約者が彼女と恋仲になったという噂が広まったの」 
 
    「わ、きついね」 
 
    「元より望んでいない結婚だもの。誰と噂になっても構わないけれど、私とアンジュの対立関係を噂が浮き彫りにしてしまって。彼女にはなるべく近づかないようにしていたの」 
 
    ふむ、とりえは考え込む。 
 
    話し終えた私はほっと息を吐いて『ツンデレ守護兵ベルモンドのナイト・オムライス』をようやく一口食べた。それを待っていたかのように、りえに続きを促される。 
 
    「へ？　それで終わり？　ファルーシャは全く悪くないじゃん」 
 
    きっぱりとりえが言い切った。 
 
    「え？」 
 
    悪くない、って？ 
 
    「悪役と呼ばれるには条件が不足している。ただ君はヒロインと対角線の立ち位置にいただけじゃない？」 
 
    「けど」 
 
    「もしかして、ヒロインに罪悪感を抱いてるの？」 
 
    「う」 
 
    その通りだった。 
 
    自分が悪役と名指しされた時点で、そうなんだと受け入れてしまった。そして、そう言われるだけの理由を自分のうちに探してしまった。 
 
    だって、きっとアンジュは悪くない。 
 
    規律を破っていたのはどちらかといえば彼女の周囲の男性たちで、彼女の魅力がそうさせるだけだ。それなのに彼女を注意しろというのは割にあわない、と私は内心思っていた。 
 
    むしろ婚約者であるレクサスの手綱をきちんと握っているべきだったのは、私だ。 
 
    けれど、私にとってレクサスはただ婚約しただけの相手。その役割以上に彼の人間関係に立ち入ることはできない。家名とその立ち位置を思えば、彼に進言するなど至難の技だった。 
 
    今思っても、アンジュにとって、私は嫌な女の子だったろう。事実その通りだ。 
 
    睨むような目でりえが店全体を見渡した。 
 
    「早く食べ終えて、お店出よっか」 
 
    不意に言われた。 
 
    「でも、ここにヒントがあるかもしれないのに」 
 
    「情報なら充分でしょ。それに何だか落ち着かない。ここにいると感覚が狂う」 
 
    怒りの出所がわからず、戸惑う。けれど、そう言われてほっとした。清算して外に出ると、全身から力が抜けたような気がした。無意識に緊張していたようだ。すると、先刻のツインテールのスタッフが目の前を通りがかった。 
 
    「あっ」 
 
    私は咄嗟にそちらへと走り寄った。 
 
    「あの、さっきは妹をありがとうございました」 
 
    お辞儀すると、その子も更に深く頭を下げてくれた。 
 
    「お役に立てて光栄のサンシャインですっ」 
 
    特徴的な話し方だ。 
 
    「妹さん、だったんですね」 
 
    「は、はい。喧嘩っていうか、行き違いがあって」 
 
    「大丈夫ですっ」 
 
    やけに神々しい笑みをツインテールの少女は浮かべた。 
 
    「あの泉に願ったことは叶っちゃいますからっ」 
 
    ただのアトラクションだと思わせないための、演出の言葉かもしれない。 
 
    けれど、やけに耳に残るメッセージだった。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    「ねえ。次はあれに乗ろうか」 
 
    りえが指差したその先を見る。 
 
    「観覧車？」 
 
    「ファルーシャ、高い所は平気？」 
 
    「平気。何かほっとする」 
 
    二人で並んで歩いていく間も、お互い無言になってしまう。考えるべきことがありすぎる。近付くと、思った以上に素朴な観覧車だ。小さい子も安心して乗れる高さだ。待たされずに乗り込むことができた。 
 
    りえと、お互い向かい合わせに二人で座る。感覚がおかしくなるとりえの言っていたことの意味がわかってきた。お互いに向き合っていると安心する。 
 
    ゴンドラはゆっくりと上昇していく。 
 
    夏の日暮れはまだ遠い。それぞれの背後に見える青空は確かに夏の色だけれど、日差しは和らぎつつあった。 
 
    「すごい。町が一望できるのね」 
 
    「夜に来たらもっと綺麗かも。落ち着いた？」 
 
    「ありがとう、りえ」 
 
    改めてりえが『薔薇色ヘヴン』のパンフレットを取り出す。二人でじっと眺める。 
 
    「これが本当ならファルーシャはこれからリリースされるゲームの中の住人ってことになる。歴史上の人物なんかじゃなく。道理で検索しても引っかからないわけだ」 
 
    「う、ん」 
 
    これが本当なら。 
 
    私はこの次元に実在しない人間ということになる。園内の風景を眺め、身を強張らせる。レプリカの城が視界に入る。すると、ずきりと頭が痛くなる。それ以上城を見てはならないようなあの不吉な感覚に囚われる。胸のうちが冷えていく。 
 
    婚約者やアンジュにとって、私はそんなにも邪魔だったろうか。規律を守ろうとした、調整しようとしたのは確かだ。けれど立場以上に踏み込んだ覚えはない。 
 
    そうだとしても、彼女や彼にとっては。 
 
    私が自覚する窮屈さ以上に、視界に入らないところですら憎まれていた。その事実に打ちのめされそうになる。 
 
    「ゲームがリリースされたらプレイしてみよう。それまでどういう内容か探るのは難しいかも」 
 
    「そうね」 
 
    「君が戻れるヒントもあるかも。転生か入れ替わりかはわからないけれどやってみる価値はあるよね」 
 
    「！　そ、そうね」 
 
    静かに上へとゴンドラは進行していく。 
 
    「どうしたの？」 
 
    私の顔をりえが覗き込む。主人公なんかじゃなくてもいい。せめてただの端役だったらどんなにましだっただろう。 
 
    そんなこと、言ってしまえば嫌われるかもしれない。りえの言う通り、ヒントはこのゲームの中にしかない。 
 
    けれどもしも私が主人公を傷つけていたら？ 
 
    本当にただの悪役だったら？ 
 
    その時も、この人は私の味方でいてくれるの？ 
 
    そう思うとたちまち不安がこみあげてくる。りえだって、私のために動こうとしてくれてるわけじゃない。 
 
    鏑木玲奈のためだ。もしもこれが本当に入れ替わりなら、戻りたくないなんて、わがまますぎる願いだ。 
 
    言葉が出ない。 
 
    すると、りえが長椅子のすぐ隣にうつってきた。じっと見つめられる。 
 
    「ファルーシャ」 
 
    「り、え」 
 
    何か言わなきゃならないのに声がかすれる。 
 
    「泣かないでって言っても遅いね」 
 
    そう言われて自分が泣いていることに気が付いた。自己憐憫の涙なんて、絶対に許されない。そんな世界で生きてきた。 
 
    けれど、そんな風に隣にこられたら。 
 
    そんなに心配されたら。 
 
    とまらなくなる。 
 
    涙が後からあとから溢れてくる。 
 
    その時、ゴンドラが鳴動した。遮るもののない空間に突風が吹いたからだ。 
 
    「きゃっ」 
 
    「わっ」 
 
    咄嗟に抱き合ってしまい、お互いの顔が間近に迫る。 
 
    「ごめん。ファルーシャ」 
 
    「う、ううん、こっちこそ」 
 
    慌てて離れた途端、私の服のポケットからコインが滑り出て床に落ちた。 
 
    転がるコインを見て私は青ざめる。 
 
    「あ！」 
 
    手を伸ばしたけれど、りえが席から立ち先に拾い上げてしまった。 
 
    「これ、二枚ある？」 
 
    「！」 
 
    良心の呵責に耐え切れず、目をそらす。 
 
    先程の人工泉で求めたコインだ。私が保持していた残りのコインは二枚ある。つまり、投げたコインは一枚だけだった。 
 
    コイン一枚で叶う願いは『再びここを訪れる』。 
 
    りえはそれに気付いたのだろう。問うような視線を送られて、耐えられなくなる。気付かれたくなかった。残った二枚のコインの意味。もう一度ここを訪れたい、という願い。 
 
    「そっか。戻りたくないんだね」 
 
    決定付けるように、りえが言う。 
 
    どうしよう。軽蔑されたくない！ 
 
    私は慌てて言葉を紡いだ。 
 
    「ごめんなさい。戻らないと駄目なのに！　鏑木玲奈がもしも私と全くの別人で魂が入れ替わっているなら、きっと窮屈な思いを強いてると思うのに」 
 
    「玲奈姉ちゃんはさておき、今はファルーシャの気持ちを優先しよ？」 
 
    顔を上げると、りえは微笑んでいる。それを見たらもっと涙が流れてしまう。 
 
    「戻りたく、ない。向こうに」 
 
    素直に、そう口にできた。 
 
    「そっか」 
 
    りえが、向かいから立ったまま私の頭を撫でてくれた。 
 
    「こちらの世界が居心地良くてずっとこっちにいたい」 
 
    「うん」 
 
    「でも、りえが。りえの気持ちを考えたら、申し訳なくて」 
 
    「そっか。私が追い詰めちゃってたんだね」 
 
    「ち、違うの。責めてるわけじゃ」 
 
    「ううん。事情を知ってるのは私だけなのに、ファルーシャの気持ちを見逃してた。ごめんね」 
 
    「！」 
 
    頭を庇うようにゆるく抱きしめられ、私はその胸に顔を埋めた。堪えてきた惧れが込み上げてくる。 
 
    「あ、悪役、なんて。まさか、悪役、なんて」 
 
    泣きたいわけじゃない。けれど、怖くてどうしようもない。知らないところで意地悪だとか、悪役だとか、名づけられていた。そんなことに気付きもしなかった。そのことが、こんなにも苦しい。それだけじゃない。重苦しい怒りすらこみあげてきて、それが切ない。いっそこんなことなら、本当に屋敷を燃やしてしまえばよかった！ 
 
    そんな暗い感情にすら包まれる。その重みに自ら耐え切れない。こんなことを考えてはいけないのに！ 
 
    思い切り、私はりえにしがみついて泣いた。りえが、背を優しく撫でてくれる。そのまま彼女はこう言った。 
 
    「約束するね。もしファルーシャが悪い行いを過去やゲームのなかでしていたとしても、信じるよ。君を疑わない」 
 
    「りえ」 
 
    これまでの熱のこもった瞳とは違う。 
 
    確かにりえの素顔そのものと感じさせる笑顔でそう言われた。それを見てしまった私の胸の奥に、痛みとも熱ともつかない甘い炎が生じる。 
 
    りえ。初めて、私を見てくれた気がする。ファルーシャとしての、私を。 
 
    「ありがとう、りえ」 
 
    見つめると、りえの頬に赤みがさした。 
 
    「今日はつけてないの？　ネックレス」 
 
    「え？　あ」 
 
    私はようやく笑うことが出来た。りえが、ネックレスのことを気にしてくれたのが何だかくすぐったい。 
 
    「うん。不確かなことばかりなのに身に付けるのはりえの気持ちに失礼な気がして」 
 
    「そ、っか」 
 
    りえは腕をゆるめると再び隣に腰掛けてくれる。 
 
    「それに、りえが好きな玲奈は今の私じゃない、から」 
 
    もしもファルーシャが玲奈と別人なら、そういうことになる。 
 
    だからその間はりえからの贈り物を身につけることはできなかった。 
 
    「優しいね」 
 
    優しい？　それはきっと違う。りえは湖の面をしか見ていないだけだ。その底には嫉妬や僻みの石ころがきっとごろごろしている。私ですらそれを見たいと思わないから、りえにも感じさせずにいられるだけ。優しいのは、りえの方だ。 
 
    「次は、ファルーシャの好きなものに乗ろっか」 
 
    「え？　えっと」 
 
    気が付くとゴンドラはゆっくりと下に向っていた。終わりが近付いている。 
 
    「梨奈の選んだ乗り物ばかりで、君の好きなものってわけじゃないでしょ。何に乗りたい？」 
 
    その問いかけに戸惑ってしまう。 
 
    私が好きなもの？ 
 
    「考えてなかった、かも」 
 
    三人でのホリデーランド行きが決まった時点で、梨奈と一緒にリサーチをした。梨奈がおすすめを決めてくれたので考える必要がなかった。りえはそれをわかっているんだ。 
 
    ゴンドラが乗り場に接近する。スタッフが鍵を開きドアが開かれる。先に降りたりえが手を差し出してくれた。それに掌を重ねて地上に降りる。 
 
    「わかんないなら、探しに行こ。一巡りしたら君の好きなもの、見付かるかも」 
 
    その笑顔に脈が早まる。りえの掌を握ると、胸を打つ暖かいものが溢れてくる。 
 
    どうしよう。鏑木玲奈は私じゃないかもしれない。 
 
    この人が好きなのは、私じゃないかもしれないのに。 
 
    きっと、私、この人が、好きだ。 
 
    何一つ、鏑木玲奈としての感情を思い出せないまま泣きたいくらいに強く自覚してしまっていた。私は互いに握った掌を見つめた。 
 
    この子を好きになるなんて。 
 
    もしもこれが私の人生じゃないなら、鏑木玲奈の実体を私が横取りしているようなものだ。もし、私の出自がわかったところで、その経験が消えたわけじゃない。 
 
    第一、幼い頃から、私には貴族の使命とその遂行が義務づけられていた。貴族の娘に生まれてしまえば一生に一度の大恋愛も運命的な出会いもおとぎばなしの出来事だ。 
 
    恋愛は身分の低い貴族の娘の住む国には生まれない事象だった。どこか遥か時空を超えた場所の物語。娘の属する地平のどこかで恋のメロディが生まれることはあるだろう。けれど私たちがそれを聞くことはない。 
 
    恋心がどんなものか知ることができるなら、名も知られぬ野の花にでも生まれた方が良かった。どんなに豪奢な服を用意されても心は浮き立たない。準備された御馳走と楽団、社交辞令に満ちた虚飾まみれのその場所で婚約が公表されることに幸せな予感なんてなかった。 
 
    婚約発表は死刑宣告に近かった。 
 
    それほどに恋だの愛だのと私は無縁だった。 
 
    そんな私が、誰かを好きになって、どうするの？ 
 
    もう既に長い間、りえは人生の大半を玲奈と過ごしている。その中で育まれた彼女の初恋を尊いとすら思う。 
 
    けれど、私がもしも成り代わりだったらどうするの？ 
 
    ファルーシャである私の気持ちに気付かせて、りえの気持ちを振り向かせようなんて思えないのに。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    日は西に沈みかけていた。夕暮れに沈む太陽の変わりに、園内のあちこちに幻想的な照明が瞬きはじめていた。 
 
    閉園時間が近いせいだろうか。どのアトラクションも人が散り散りになりどこか寂しげに見えた。けれどひとつだけ私の目を惹くものがあった。 
 
    メリーゴーラウンド。神殿のように煌びやかな装飾が光に浮き立つ。木馬も馬車も細工はすべて手彫りで、かつてヨーロッパのカーニヴァルに用いられていたという古い回転木馬だ。 
 
    思わず立ち止まる。 
 
    「あれがいいの？」 
 
    りえに問われて頷いた。 
 
    色とりどりの、愛らしくて荘厳な工芸木馬。 
 
    木馬は既に親子連れやカップルで埋まっていたので、二人で馬車に並んで座る。座るとき、りえは手を貸してくれた。こちらを見て目を細めた。 
 
    「似合うね、ファルーシャ。お姫様っぽい」 
 
    「い、今は違うわ」 
 
    りえが何気なく放った言葉に、俯いてしまう。 
 
    りえが好きだと自覚した途端、うまく反応できなくなる。ただ隣にいるだけなのに。 
 
    自分の気持ちから逃げるように目をそらす。夕日があたりを照らし出していた。それを認めた途端、一気に肌が粟立った。 
 
    暗い夕日。馬車の眺め。オレンジの光に射られるような感覚に陥った。車輪の音すら聞こえそうな不吉な光景に全身が竦む。 
 
    忘れていたことを思い出せと促す、火のような夕焼け。 
 
    そうだ。自分がここにいるはずはない。ここに生きていること自体がおかしい。 
 
    自分は抵抗しなかった。あの家の不文律、押し付けがましい救いの手、問題だらけの状況に流されるまま、あの日馬車に乗った。 
 
    馬車を御する者が馬の体調に気付かずに鞭を当てて、馬は転倒した。 
 
    その先に崖があると知っていたら。 
 
    いえ。それでも、私は抵抗できていなかったかもしれない。 
 
    あの場所は、そういう場所だった！ 
 
    「ファルーシャ？」 
 
    りえの腕が私を引き寄せる。 
 
    けれど―― 
 
    「っ！」 
 
    私の体をりえが抱きとめてくれたとき、既に私は眠りの向こうに引き込まれていた。 
 
    木馬がまわりはじめる。戦きながらも、りえが声を振り絞るのが聞こえた。 
 
    「ファルーシャ！」 
 
    こちらに戻さんとするように、人目も憚らず私の本当の名を呼ぶ。耳の奥にその切実な響きだけは届いていたのに、私の意識は唐突な眠りに沈んでいった。

  

 
  
   SIDE:RIE 
 
      
 
    「ファルーシャ！」 
 
    何度呼びかけても彼女は目覚めない。このまま目覚めなかったら？ 
 
    そう思うとぞっとする。 
 
    「どうしてっ？」 
 
    メリーゴーラウンドはまわり続ける。 
 
    彼女自身がもしも二次元の住人なら、どんな不思議が起こってもおかしくない。今、私もそれに巻き込まれているのかもしれない。 
 
    彼女は、もう向こうに戻りたくない。ここにいたい、と打ち明けてくれた。つまりそれくらい、以前の世界がハードだったってこと。ここにいて、その世界の実体を知ることは、彼女が元の世界に戻る可能性を高めてしまうのかもしれない。私は何度も彼女の名を呼ぶ。 
 
    彼女がどこから来たのか、どこの住人なのか。 
 
    そんなことはどうでもよくなっていた。 
 
    「ファルーシャ！」 
 
    私の気持ちを悟ったせいで、彼女は孤独を感じていたはず。そのことに気付いて、申し訳ないって思った。 
 
    彼女は私が思っている以上にこの場所にいること、望んでいた。 
 
    けれども、きっと戸惑ってもいたはず。過去の制約から逃れきれずにいたその呪縛を解き放ってあげたい。 
 
    せめて、慰めになればいいのに。せめて、そばにいてあげることだけでもしてあげたい。そんな風に感じはじめた矢先に、どうしてこんなことになるんだろう。 
 
    私は思い出していた。公園で小鳥を拾ったときのこと。 
 
    あのときは私が守っていると思っていた。 
 
    けれど、大人を呼びに行った玲奈姉ちゃんもまた違う形で小鳥を守ってくれた。そして、彼女が守ってくれたのは小鳥だけじゃない。 
 
    梨奈も、私も、その心を守ろうとしてくれていたんだ。 
 
    いつもいつも彼女は勇敢だった。 
 
    私も、そう在りたいと思っていた。 
 
    意を決して、立ち上がる。走行中の移動は禁止されてる。だから、外側のスタッフさんに向けて大声で呼びかけた。 
 
    「お願い、とめてください！　友達の具合が悪いみたいなんです！」 
 
    友達。他人から見たらそういう関係だとしか説明できない。 
 
    けれど、違う。彼女は異次元からの来訪者だ。 
 
      
 
    『うん。不確かなことばかりなのに身に付けるのはりえの気持ちに失礼な気がして』 
 
    『それに、りえが好きな玲奈は今の私じゃない、から』 
 
      
 
    どうして悲しげな顔をしたの？ 
 
      
 
    『戻りたく、ない。向こうに』 
 
      
 
    玲奈姉ちゃんに心を占められていること、ファルーシャは気付いている。 
 
    何て答えれば良かった？ 
 
    玲奈姉ちゃんには戻ってきてほしい。けれど、それでファルーシャが苦しむだなんて思いもよらずにいた。彼女にとって元いた場所はハードな居場所だった、なんて。 
 
    そうだとしたら、この現実の居場所だけが拠り所のはず。そんな状況でファルーシャは必死で私の気持ちを慮っている。 
 
    私の、玲奈姉ちゃんへの気持ちを。 
 
    彼女を一人にさせていたことに今更気付いた。 
 
    何故、私は気付いてあげられなかったんだろう。 
 
    私が子供でいたばかりに。 
 
      
 
    

  

 
  
   SIDE: Falcha 
 
      
 
    あたりはすっかり日が落ちて、暗闇に馬が走っている。もう夜だ。隣にいたはずのりえがいない。いや、それどころかほかの客たちも従業員の姿も見えない。漆黒の闇のうちを飛ぶように走る馬車に私はいる。 
 
    あの城に向う馬車。森の不吉な風の音。泥のぬかるみを渡るひづめは重い。 
 
    思い出した。 
 
    「いやっ！」 
 
    この道の途中で、私は―― 
 
    思わず馬車の窓を開こうとした時だ。 
 
    「窓を開けると危ないよ」 
 
    暗がりのうちに声がする。誰かいる。 
 
    瞬きして目を凝らす。 
 
    向かいからこちらを見ている人がいた。 
 
    「あなたは」 
 
    さっきまで自分と同期していた魂、その人がそこにいた。自分の魂を宿していたはずの身体と、私は向き合っている。 
 
    鏑木玲奈がそこにいた。 
 
    まるで他人のような顔で―― 
 
    いいえ、違う。 
 
    今、向かいにいるこの人こそが鏑木玲奈の本来だ。そして、この先に待っていた運命こそが、今ここにいる私、ファルーシャ・ラ・レーヌのものだ。 
 
    「私は鏑木玲奈。やっと会えたわ。ファルーシャ」 
 
    この人が鏑木玲奈！ 
 
    人を惹き付ける眩しさを感じる。同じ体なのに、何て澄んだ綺麗な瞳なの？ 
 
    この人が、りえが惹かれた人。 
 
    私と同じであるはずがない。眩い、理知的な瞳をしている。私は偽者だと、なりかわりだったと理解せざるを得ない。 
 
    それほどに私とは違っている。 
 
    「この国のまじない師に魔法でそちらの世界とつなげてもらったの」 
 
    「まじない師？　エリザのこと？」 
 
    「そう。みんな元気よ。家令のアンナ、メイドのアニー、楽団指揮のサリー、料理長のマーガレット。みんな、ファルーシャを心配している」 
 
    「私を？」 
 
    玲奈は笑う。 
 
    「そう。あなたを」 
 
    そんな風に思えない、と言えばせっかく状況を教えてくれようとしている相手に失礼にあたるだろう。けれど黙ってしまう。 
 
    「やっぱり綺麗。本物のファルーシャは佇まいだけで品がある」 
 
    「え？　玲奈こそ貴族にふさわしいくらい華があるわ」 
 
    玲奈は、好奇心を押し隠せない視線を私に向けた。 
 
    「私たち、お互いに全く違うわけではないようね。少なくともナルシストではない」 
 
    「じゃ、あなたは、本当に玲奈なの？　私たちは別人なの？」 
 
    いつしか車輪の音も聞こえなくなっていた。馬車の外がどうなっているのかわからない。さっきまでいた場所からひどく遠ざかっている。この場所、この空間に満ちる気配は何だろう。清らかだけれど厳然と重苦しさも感じる。恐らく互いの次元の突端、その交わる交点。もしもなりかわりを促したものが神だというなら、その支配する領域かもしれない。 
 
    「そうよ。別人」 
 
    玲奈は目を見張り私を見つめる。 
 
    「同じ人間だと思ってた？　入れ替わりよ。私の体の記憶をあなたが読み取っているだけ。どんな気持ちで私が現実を感知していたかまではあなたにわからないはず。そうでしょう？」 
 
    別人だから、記憶を全て読み取れない。りえの予想と、私に起きている現象と一致する答えだった。 
 
    「あなたはすぐに気付いたの？」 
 
    「そりゃ最初は混同したけれど、私が貴族だなんてどうしても思えなかったもん」 
 
    「玲奈！　私、自分がゲームの住人だと知ったばかりなの。悪役だったなんて。そちらの生活は大丈夫なの？」 
 
    恐る恐る問いかけた。 
 
    「大丈夫。気付いたら婚約パーティ会場にいて、ヒロインの囲いや王子様に一斉に悪事を暴かれて糾弾されたけど」 
 
    「大丈夫じゃないじゃない！」 
 
    「いえ、その場では黙秘を貫徹したの」 
 
    「黙秘？」 
 
    首を傾げる。 
 
    「罪状の取調べに置いて沈黙を保つ権利のこと。ただこちらの世界ではあまりなじみのない概念らしくて中々解放してくれなかったけれど、強制力は無いから黙ったまま会場を立ち去って家に逃げ帰った」 
 
    「え」 
 
    確かに現代倫理で考えれば黙秘権というものがある。けれど、貴族社会で、いや異世界でそのような権利を行使した人など聞いたことがない。 
 
    「その場で起きたことを弁護士に話して探偵を呼んだの。そうしたら、あなたの目の届かないところであなたの友人を名乗る令嬢たちが、あなたの名を騙ってヒロインにいたずらや嫌がらせを繰り返していたことが判明した」 
 
    「ちょ、ちょっと待って。展開が速すぎる」 
 
    聞いているだけで妙な汗が滲んでくる。 
 
    「でもファルーシャはアンジュのことを快く思ってはいなかったけど、それは風紀の乱れを気にしていただけってことは記憶のおかげですぐわかったよ。悪意がないという表明を手紙に綴って、悪事の実行犯の証拠を同封して婚約相手に送りつけて和解にこぎつけた。実証性のないいいがかりで婚約破棄を申し渡そうとした王子の行動について、今度は両親が怒り出して、それを盾に主家を脅す下克上を企て始めたけれど」 
 
    「そんな深刻な状況でさっき『大丈夫』とか言っていたの？」 
 
    もう、考えが追い付かない。 
 
    「下克上なんて因縁の源だし、もし実行するなら謀反として主家に先に伝えると親を脅して、婚約はこちらからの破棄ということで手を打ってもらったわ。謀略については他言しない約束で賠償金をせしめて借金も返上。それなら当家の面目も保てるしアンジュもレクサスも晴れてハッピーエンド。ついでに私は生涯独身を貫くと宣言して今は農園を開墾して領主として民に慕われのんびり楽しく暮らしています――」 
 
    「待って。一代絵巻すぎる」 
 
    「私にとって不可能なことって少ないの。諦めが悪いって言うのかしら」 
 
    「私がこちらの世界のデートだけで参っている間にそこまで？」 
 
    「デート？」 
 
    今度は玲奈が問いかけてくる。 
 
    「あ、そ、あの、えっと」 
 
    後ろ暗さを覚えて俯いた。 
 
    「あなたはあなたで色々あるようね」 
 
    「あなたの立場を利用するつもりはなかったの」 
 
    「判ってる。りえに告白されたんでしょう？」 
 
    「ち、違う！　それは、あなたに向けた気持ちだったわ」 
 
    「どんな贈り物をもらったら嬉しい？　って、まっすぐリサーチしてきたし準備万端だったもの。自分で気付いてないみたいだけれどね、あの子は結構露骨なの」 
 
    「ごめんなさい」 
 
    「何を謝るの？」 
 
    玲奈が興味深そうに笑う。 
 
    「だって、私は余計な気持ちを抱いているの。りえに」 
 
    「余計って誰にとって？　私がりえの気持ちに応じるという前提ならそうなるかもしれないけど。ううん、人の気持ちに余計なんてないわ」 
 
    衝撃的な言葉に、思わず顔を上げた。 
 
    「うん。今、わかった。どうして入れ替わったのか」 
 
    玲奈は何か悟ったように頷いている。 
 
    その時だ。車輪が外れるような音がして、車内は大きく揺れ動いた。 
 
    「っ！」 
 
    身をすくめる。車輪の音は静まったけれど、この空間が不安定な場だと強く感じる。 
 
    「ファルーシャ。これは私の推論。きっと神様が天の采配でお互いにうまく立ち回れる立ち位置を与えなおしてくださった。大島弓子の漫画みたいに。『だれかもつれた糸をヒュッと引き奇妙でかみあわない人物たちをすべらかで自然な位置にたたせてはくれぬものだろうか』」 
 
    「！　これが神様の仕業なら、これほど悪いいたずらはないと思う！」 
 
    「どうだろ。私はあの日、待合せ場所に行けなくてぐずぐずしていたのよ。それは、憂鬱な約束だったから」 
 
    その言葉は予想していないものだった。 
 
    そうだ。りえが彼女を好きだとしても玲奈の気持ちは？ 
 
    「憂鬱って。それじゃ、あなたが、まるで、りえを」 
 
    「大事だと思ってる。けれど、それだけ。私は何も彼女とわかちあえないの」 
 
    悲しげに彼女は言った。 
 
    「どうして？　あんなに素敵な人なのに」 
 
    「私もそう思う。だから、罰が下ったと思ったの。あんなにいい子を受け入れられない罰。それに、愛してはならない人を愛している罰。旧校舎の端の家庭科室で委員の仕事をしていた。掃除を終えて、りえの願いを断つにはどうしたらいいのか、そればかり考えてた。ぼんやりしていて古い設備のガスを点検するときも注意を怠るくらいに」 
 
    思い出した。いえ、伝わってきた。 
 
    私から欠けていた記憶のひとつだ。檜りえに告白される前の時間。 
 
    私が何故あの家庭科室にいたのか、どんな風に移動したのかを覚えているはずがない。 
 
    玲奈は家庭科室で。私は馬車の車輪が外れて。 
 
    どちらの命も、それきりになるはずだった。 
 
    「私は愛する人を幸せにしてあげられない。かといって不幸にもしたくない」 
 
    玲奈は胸に手を当てて祈るように俯く。 
 
    「玲奈、あなたには好きな人がいるの？」 
 
    玲奈は黙って頷いた。 
 
    つまり、最初からりえと玲奈の気持ちはすれ違っていたの？ 
 
    気の進まない婚約。気の進まない告白。 
 
    私と彼女は、確かに状況が似通っていた。 
 
    「私は今、かつてファルーシャの居場所だったこちらにいて、満足してる。そちらにいた私の好きな相手と離れて心底ほっとしてるわ」 
 
    「離れて、ほっとしてる、って？」 
 
    好きな人と離れ離れになってほっとする、なんて状況が理解できず戸惑う。 
 
    「檜りえを私から奪ってしまったと悔いているなら、それは錯覚。あなたにとってもしも今が幸せなら入れ替わったのは必然の奇跡かも」 
 
    「りえが好きなのはあなたなのに」 
 
    「それも、今はどうかしらね」 
 
    「？」 
 
    「ねえ、ファルーシャ。私たち、元々今の場所で生きてきたわけじゃない。要はお互い様。お互いに死を免れただけでも儲けものって立場。私には、とてもこんなことを起こす力はない」 
 
    けれども時空を超えてそれぞれの生をやり直している。これは奇跡だ。玲奈はそう言った。 
 
    「だから、あなたには感謝してる」 
 
    奇跡。奇跡というのなら、確かにそうだ。 
 
    けれど、この状況に感謝しているというのなら。 
 
    「玲奈にはそちらの世界の方が居心地いいってこと？」 
 
    「うん。まあ、そういうこと」 
 
    玲奈は苦笑いする。俄かには信じがたい感覚だ。玲奈にとっての幸運な立ち位置は私にとって牢屋だった。私にとっての幸運が玲奈にとって苦しい居場所だった。確かに奇跡ではある。 
 
    「ファルーシャ。私たちは確かに入れ替わったけれど覚えておいて。魂の器や環境が入れ替わってお互いに今は居心地がいいかも。けれど、私はどこまでも私だし、あなたはどこまでもあなた」 
 
    「どこまでも、私？」 
 
    「あなたが完全に私に同調できず思い出せないことがあるのはそのせい。いくら肉体が入れ替わっても、心の秘密の鍵まで明け渡されることはない。他の人だってすぐにおかしいって気付いたでしょ」 
 
    確かに、梨奈もりえも変化に気付いた。 
 
    自分が自分である以上、免れることは出来ない。そのことを胸のうちに刻む。 
 
    「あなたが振り向かせたい人がいるのならあなた自身で振り向かせるしかない」 
 
    「でも。りえがほしいのは、りえが好きなのは」 
 
    私のうちでは何よりもりえの気持ちが尊ばれるのに、どうして玲奈はそんなことを言うんだろう。 
 
    「りえがあなたを欲していないからって、またこちらに戻りたい？」 
 
    「そ、それは」 
 
    痛いところを突かれて、口ごもる。 
 
    「ファルーシャ、頼みがあるの」 
 
    「頼み？」 
 
    「机の引き出しの鍵は部屋の絵の額縁の裏にある。その中に私が好きな人への贈り物がある。それを然るべき相手に渡してあげて」 
 
    「額縁の裏？　然るべき人って誰？」 
 
    「言うほどの勇気はない。もしもそれがあなたにわかるならそうしてみてほしい」 
 
    「私にわかるなら、って？　駄目、わからない。あなたこそ、それは他人に委ねてはならないくらい大切なことじゃないの？」 
 
    「ファルーシャと同じ。勇気がないの、私も」 
 
    そっと玲奈が私の掌を握り締める。 
 
    「だから、これは私の賭け。唯一の心残り。もしそれが果たされた後なら、もう一度奇跡が起きるかも」 
 
    一切迷いのない口調だった彼女が、その時だけはひどく名残惜しそうに呟いた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    風が吹いた。けして不快な場所にいたわけではないけれど、重苦しさが消えた。 
 
    「ファルーシャ！」 
 
    目を覚ますと覆いかぶさるような体勢のりえがそこにいた。 
 
    「りえ」 
 
    見上げると、りえは深く息を吐いた。 
 
    「良かった！　ファルーシャ！　大丈夫っ？」 
 
    私は急に寝落ちてメリーゴウランドが回転している間もずっと目覚めずにいた、という。 
 
    スタッフに伝えて回転をとめてもらっていたそうだ。救急スタッフさんが今駆けつけてくるところだ、と言われた。 
 
    気遣わしげに覗きこんでくるりえを、私は遠景を眺めるように見返す。 
 
    玲奈の言葉が蘇る。 
 
      
 
    『私もそう思う。だから、報いを受けたと思ったの。あんなにいい子を受け入れられない罰。それに、愛してはならない人を愛している罰』 
 
      
 
    『あなたが振り向かせたい人がいるのならあなた自身で振り向かせるしかないのよ』 
 
      
 
    「ファルーシャ。立てる？」 
 
    「大丈夫」 
 
    「大丈夫？　本当に？　どこか打ってない？　痛みはない？　熱は？」 
 
    「りえ。ありがとう」 
 
    身体への被害を真っ先に心配してくれるりえの頬に触れてみる。 
 
    「ファルーシャ？」 
 
    りえが眉を寄せる。 
 
    それでもいい。 
 
    その不安がもしも玲奈の体のためであって、ファルーシャのためでなくっても。 
 
    玲奈のために懸命なりえを抱きしめたいとすら思った。 
 
    けれど、玲奈の体のままそれをすれば――りえの心を踏みにじってしまう。 
 
    貴族として欲望を押さえつけられていた習慣が今は役に立っていた。 
 
    これまで、抑制はただの怯えだった。けれど、その抑制心のおかげで、りえの気持ちを優先できる。そのことは少しだけ誇らしい。あの場に生きたことも、悪いことばかりじゃなかったのかもしれない。 
 
    「今、玲奈とお話してきたの」 
 
    「！」 
 
    「私と玲奈は別人だったわ、りえ」 
 
    「！　そうだったの？　じゃあ、玲奈姉ちゃんはゲームの世界に？」 
 
    りえが、たまらなく不安そうな目をする。やっぱりローサを思い出してしまう。いえ、まるで捨てられた子犬のようだ。その傷ついた表情が、その純真さが私を苛む。 
 
    この子は玲奈が好きなんだ。 
 
    それでもいい。 
 
    だって、せっかく手に入れたこの気持ちまで、捨ててしまいたくはない。 
 
    駄目にしたくない。どんな風にこの子は玲奈を好きになったんだろう。どれだけの長い時間をかけてその想いは降り積もったんだろう。たった一瞬で入れ替わって、ほんの短い時間を共に過ごしているだけの私の魂はこの子にとっては他者にすぎない。玲奈にはかなわない。 
 
    いつでもりえと私の間には玲奈の存在がある。けれども今では清清しい心地だ。もう玲奈の存在はただの障壁じゃない。玲奈がいなければりえに出会うこともなかったから。 
 
    だから、いい。今苦しいのも、彼女を好きだからだ。こんな気持ちがあるなんて、それすら知らずにいた頃に比べればずっといい。 
 
    「元気だった。どんな話をしたか教えるわ」 
 
    閉園の時間が迫ってきて、私たちは遊園地を後にした。帰りがけの列車でりえに事の次第を明かした。 
 
    けれど、玲奈の状況を明らかにするほどにりえの顔から生気が失われていく。玲奈の移住がりえにとって嬉しいはずがない。最寄り駅についても、家に戻る道中も黙りがちだった。 
 
    「ごめん。玲奈が向こうでうまくやっていることは、りえにとって、いい知らせじゃない、よね」 
 
    そう告げると、りえが振り向く。 
 
    「ううん。君のせいじゃないから」 
 
    精一杯、という笑顔だった。その表情に切なくなる。 
 
    玲奈に取って代わろうなんて微塵も思えない。代わりになれるなんて願いは抱いていない。けれど、暗闇に突き落としたかったわけじゃない。玲奈の姿をした私が残っていることは、もしかしたら。 
 
    りえにとって、つらいことじゃないの？ 
 
    そう思えてきて、駄目なのに目が潤む。 
 
    すると、不意に頭に手が置かれた。 
 
    「ファルーシャ。君まで暗い顔させてごめんね」 
 
    完全に別人だとわかった今、りえはもうすっかり私を玲奈と区別しているようだ。小さな女の子に接するような態度だ。 
 
    このまま玲奈と離れていれば、いつか、りえは玲奈を諦めるかもしれない。 
 
    けれど、私はそれでいいの？ 
 
    「あ、そうだ」 
 
    りえが鞄を探ると何か取り出した。 
 
    「これ、返すね」 
 
    「あ」 
 
    あの泉に投げられることのなかったレプリカのコインだった。 
 
    「一枚はもらっていい？　記念に」 
 
    「記念、って。でも」 
 
    りえにとって悪いニュースで締めくくられた一日、なのに？ 
 
    素直に頷けない。 
 
    「私の願いを覚えてる？」 
 
    問われて、頷く。もちろん覚えている。 
 
    私の願いがかなうようにと、祈ってくれた。 
 
    一方で、私ときたらもう一度あの遊園地に行きたいと願ってしまった。りえの心を裏切るようなエゴに満ちた願いをかけてしまった。自分のことしか考えてなかった。 
 
    りえは私に優しくしてくれたのに。 
 
    「けれど、りえ。私の願いはあなたにとって」 
 
    「いいったら。私、君のこと信じるって決めたから。君のお願いが叶うといいって気持ちはそのままだよ」 
 
    「どうしてっ？　だって」 
 
    その願いが叶ってしまえば、玲奈に会えなくなる。私がここにい続けるということは、鏑木玲奈がこちら側に戻る出口を塞ぐことに等しい。 
 
    「既にもうこれだけ非科学的なことが起きてるのに、私が動転したりせずにいられるのは君のおかげ」 
 
    「私？」 
 
    意外なことを言われ、私は目を見開く。 
 
    「玲奈姉ちゃんには何か考えがあるんだと思う。私や梨奈が見えていないことをいつも見つめてる人だからね」 
 
    「それじゃ、りえの気持ちはどうなるの？」 
 
    「ファルーシャも気付いているでしょう？　私の気持ちが一方通行なことは」 
 
    「！」 
 
    その問いかけに私は絶句する。 
 
    りえ自身も、気付いていたの？ 
 
    「私は、玲奈姉ちゃんと入れ替わったのが君でよかったって思い始めてる。だから、このコインはおそろいで持っていたい」 
 
    「おそろい？」 
 
    対等な友人に乏しかった私には、くすぐったい言葉だ。 
 
    「い、いいの？」 
 
    「うん」 
 
    そっとりえの掌からコインを受け取る。 
 
    「あのね。さっきファルーシャが急に眠りについて、すごく後悔したんだ。君に、もっと頼ってほしいって思った」 
 
    「！」 
 
    その心配そうな声には熱がこもっていて、切実で、嘘じゃないと伝わってくる。りえを心配させた罪悪感だけじゃない。心配してくれたことが嬉しくて、駄目なのに、嬉しくてじんじんする。 
 
    玲奈、だけじゃない。 
 
    今は確かにりえのなかに私もいるんだ。 
 
    私の、この気持ちは紛れもない恋情だ。そして、りえは私に恋してるわけじゃない。 
 
    今のりえは私よりもっと苦しいはずなのにこんなにも優しい。 
 
    これ以上、ほしがったら駄目だ。 
 
    「りえ。さっきは心配かけてごめんなさい。私、もう、とっくにあなたのこと頼りにしてるの。コイン、大切にするから」 
 
    「うん」 
 
    保護欲でも責任感でも子供扱いでもいい。 
 
    愛おしいものを見るようなりえの心に、少しでも私の居場所があるのが嬉しい。 
 
    この子を私だけのものにしたいなんて思わない。けれど、もしも私を好きになってくれたなら、私の与えられる何もかもを与えたい。 
 
    そう願わずにいられなくなっていた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    部屋に戻ると、早速額縁の裏を探ってみた。 
 
    「あった！」 
 
    額の裏にマスキングテープで貼られた鍵が見付かった。鍵つきの引き出しに向き合う。その中に贈り物がある。然るべき人に渡して、と玲奈は言っていた。 
 
    もうすっかり別人とわかった玲奈の秘密のありかを探るのは気が引ける気もするけれど、頼んできた玲奈がそれを願っているのだから、いいよね？ 
 
    思い切って鍵を開けた。引き出しにはラッピングされた小さな四角い箱と日記帳が収まっていた。 
 
    「！」 
 
    日記は恐らくとてつもない手がかりだ。 
 
    玲奈が贈り物を渡したい相手はりえではない。だからといって、贈り物の相手が誰か一緒に探して、などとりえに言える由もない。この日記があるのを玲奈は承知で、つまり、私なら見てもいいと許してくれているのだろう。 
 
    けれど一瞬、躊躇してしまう。 
 
    「い、いいのかな」 
 
    然るべき人の正体を手っ取り早く掴みたいなら見るしかない。それに、これしか手段がないよね。 
 
    ごめん、玲奈。見せてもらうね！ 
 
    内心で謝罪を述べつつ、日記帳を開いた。 
 
      
 
    《○月×日　晴れ　今日も妹がかわいい》 
 
      
 
    「え」 
 
    どんな内容かと身構えていたら、その出だしに脱力した。 
 
    玲奈ったら、随分梨奈を甘やかしていたんだ。梨奈の姉への懐きっぷりが尋常でないのは、玲奈も結構な溺愛ぶりだったからかも。そうだったのね。 
 
    微笑ましく感じながらも次の行へと視線を運んだ。 
 
      
 
    《○月×日　晴れ　今日も妹がかわいい。はっきりいって宇宙一かわいい。いえ、宇宙とは何と言うことはなく梨奈そのものを示すに違いない。梨奈がいなければ雨も降らず太陽も出ず地球に萌芽する命のひとかけらもなかっただろう》 
 
      
 
    一旦、日記を閉じた。 
 
    私は反応できなくなっていた。 
 
    う、うん。ちょっと度が過ぎているかな？ 
 
    柔らかにそう思おうとしてみる。恐ろしいのはこれが日記に綴られているという点にある。誰にも見せない日記に近親者の美辞麗句を述べる時点で、玲奈の記述が心底の本心であると物語っている。 
 
    玲奈は、情愛豊かな人なのね。そう思い直して、再び日記を開いた。 
 
      
 
    《○月×日　晴れ　今日も妹がかわ（中略） 
 
    目に入れても痛くないしいつもポケットに入れて連れて歩きたい。けれど、今日は惨劇を目撃してしまった。梨奈が教師の△△と廊下で話しているのを見てしまった。私のかわいい梨奈に話しかけるのは私だけでいいし私の愛しい梨奈が話しかけるのも私だけでいいのに》 
 
      
 
    閉じるのはもう三度目だ。独占欲が、余りある雰囲気になってきた。 
 
    いっそ第三者への憎しみすら滲むような文章で文字も荒れている。 
 
      
 
    《○月×日　晴れ　今日も（中略） 
 
    どうして私と梨奈は実の姉妹なんだろう。どうしてただの幼馴染やただのクラスメイトやただの先輩後輩じゃないんだろう？ 
 
    私には梨奈しかいない。 
 
    私は梨奈しか愛せない。 
 
    身も心も私が生涯を賭けて呈したい相手は梨奈しかいない。私の恋は梨奈そのものなのに―― 
 
    私にとって不可能はたったひとつだけ。願いもたったひとつだけ。それに比べたら何もかも大したことじゃない。この先の人生に何が起きようとも、それ以外は何ひとつ困難ではない。 
 
    この恋が成就することなくどうせ生涯苦しむことしかできないのなら、せめてそれ以外の災難は苦しみですらないと笑っていよう。言い切っていよう。 
 
    私にとって苦痛は梨奈そのもの。 
 
    それ以外は雑音にすぎないと笑っていよう。》 
 
      
 
    あとはインクが水に滲んで読めない。 
 
    涙の跡だと気付く。 
 
    これが本当なら、シスターコンプレックスという言葉では済まない。 
 
    これでは――彼女が妹に恋をしていたことになる。然るべき人、とは梨奈だということになる。 
 
      
 
    『愛してはならない人を愛している罰』 
 
      
 
    『私にとって不可能なことって少ないの。諦めが悪いって言うのかしら」 
 
      
 
    確かにそれが許される居場所を探すのは困難かもしれない。玲奈の恋には望みがない。私は日記を持ったまま立ちすくんでしまう。 
 
    引き出しに仕舞われていた贈り物を然るべき人に渡してほしい、と他者に委ねた理由。もしも私が秘すべき恋だと判断したのなら捨ておいていい、賭けだ、と表現した理由が、よくわかった。 
 
    これは、不埒な恋だ。 
 
    「お姉ちゃん、帰ってたの？」 
 
    折悪しく、梨奈が部屋のドアを開いた。 
 
    「あ。り、梨奈」 
 
    動揺した手から日記帳が落ちてしまう。 
 
    「何？　どうしたの？　これ」 
 
    勝手知ったる態度で梨奈は部屋に足を踏み入れてくる。 
 
    「あ、だ、駄目！」 
 
    慌ててそれを取り返そうとしたが、さっと拾われててしまった。 
 
    「なあに、怪しい～。もしかしてお姉ちゃんの日記？」 
 
    駄目！ 
 
    それを見たら駄目！ 
 
    玲奈の本意じゃない形で梨奈に伝えてしまうのは駄目なのに！ 
 
    「返してっ！」 
 
    「中、見ちゃおっかな～」 
 
    「駄目、それは！　返してっ！」 
 
    咄嗟に腕を伸ばす。すると、梨奈は日記帳を開くことなくぽんと私に返してくれた。 
 
    「冗談だったら、お姉ちゃん」 
 
    「え」 
 
    「私がお姉ちゃんの嫌がることするわけないじゃん」 
 
    にこっと梨奈は笑った。 
 
    「あ、りがとう、梨奈」 
 
    ほっと息を吐く。 
 
    この子、本質的にはいい子なんだよね。 
 
    「それより、りえとのデートはうまくいった？」 
 
    「えと、う、うまくいったっていうか」 
 
    私の正体が露見して実体である鏑木玲奈と邂逅までしたという意味で事態は進展した。けれど、檜りえとのデートがうまくいったかといえばそうじゃない気がする。 
 
    「何それっ。りえのことどう思ってるの？　しっかりしてよぉ、お姉ちゃん」 
 
    「う、えっと」 
 
    それどころではなかったとは説明できず、しどろもどろになる。 
 
    「私、お姉ちゃんがりえを選ぶなら。りえなら、唯一許せるんだから」 
 
    梨奈？ 
 
    気圧されて、後じさる。それを追い詰めるようにじりじりと梨奈は迫ってきた。 
 
    「だから我慢してるのにっ！　りえならいい子だし、りえなら許せるから我慢してるのにっ。お姉ちゃんがいつまでも答えを出さないの困るんだから！」 
 
    「え？　え？」 
 
    梨奈は半泣きだ。今日帰るまでの間、ずっと思いつめていたのかもしれない。 
 
    けれど、思いつめるって、何を？ 
 
    もしかして。 
 
    「私、何のために我慢してるのかわからないっ！」 
 
    もう後がない。 
 
    迫ってくる梨奈に気圧されて、私はベッドに倒れこんでしまう。 
 
    梨奈が真上に覆い被さってきた。 
 
    切羽詰った表情だ。 
 
    もしかして、この子も！ 
 
    「だって、私、お姉ちゃんがっ」 
 
    「ダメっ！」 
 
    その制止の声は私のものだった。 
 
    けれど、私じゃない。 
 
      
 
    『え？』 
 
      
 
    え？　何？　どういうこと？ 
 
    私の眼下に、私自身の、いえ、鏑木玲奈の体が梨奈の下に敷かれているのが見える。玲奈の掌が下から梨奈の頬を優しく撫でる。 
 
    「駄目よ、梨奈。それ以上言ったら。そんなこと言われたら私も堪えられなくなる」 
 
    「でも、でもっ。梨奈、小さい頃からずっとずっとお姉ちゃんが好きなのっ。大好きっ」 
 
    「私も同じよ。その言葉をどこかで待っていたわ」 
 
    二人が優しく互いの唇を重ねるのを、私は確かに見た。 
 
      
 
    『ちょっと待って。どういうことっ？』 
 
      
 
    こ、この二人。相思相愛だったの？ 
 
    玲奈と梨奈が静かに口付けあう。 
 
    その途端、感覚が闇に閉ざされた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    「どういうことっ？」 
 
    疑問だらけのまま跳ね起きた。 
 
    「って。え？」 
 
    そして、私はまず自らの身体の違和感に気付く。違和感というよりもある意味で郷愁にかられるほどのなじみのある視線の高さ、そして自分の声。見覚えのある手。 
 
    顔に触れてみてわかる。この肌の感触は間違いなく本来の自分だと実感する。 
 
    そう、玲奈の感触ではない。 
 
    深く沈むベッドにいることに気が付いた。 
 
    元いた屋敷の私室ではない。休暇に用いる別荘の一室だ。 
 
    「ここ、は」 
 
    最後にこの別荘を訪れた時とは様子が異なっている。家具が増えて生活感に満ちている。 
 
      
 
    『私は生涯独身を貫くと宣言して今は農園を開墾して領主として民に慕われのんびり楽しく暮らしています』―― 
 
      
 
    玲奈の言葉が想起される。 
 
    ここは現在進行形で玲奈が、いや、玲奈の入ったファルーシャが生活している邸宅だった。 
 
    「また入れ替わってる！」 
 
    突然の入れ替わりに戸惑う。 
 
    直前に起きた事態を思い出してみる。意識が切り替わる直前の光景。玲奈の魂が突然現世に舞い戻り、本来の体に還元された。そこから私は追い出されてしまった。 
 
    相思相愛の判明がこれを促したの？ 
 
    さっきまで夕暮れだった現世とは打って変わって、窓の向こうから朝日が差し込んでいた。 
 
    「おはようございます、ファルーシャ様！」 
 
    威勢のよい声と共に、メイドの少女が入ってきた。 
 
    「んもう、お寝坊さんですね。さあさあ、着替えを持ってまいりましたわ。起きてくださいなっ」 
 
    寝巻き姿の私の元にやってくると、アニーは手際よく脱がせようとしてくる。こんな真似をされるのは初めてだ。 
 
    どうやら玲奈は着替えもメイドに任せていたようだ。 
 
    「アニー！　ま、待って！　着替えくらい自分でできるわ！」 
 
    「何を仰るんです。いつも着替えさせるくせに。ご自分で着替えるなんてファルーシャ様ならいざ知らず、実際はレナ様のくせに生意気ですよ」 
 
    「レナったら甘え放題だったのね」 
 
    きょとんとしてアニーがこちらを見る。 
 
    「もしかして、あなた様は本来のファルーシャ様ですか？」 
 
    「！」 
 
    思わず呟いた言葉で、その反応。レナとの入れ替わりはメイドたちにも伝えられていたことが理解された。私は何度も頷いた。 
 
    「そうよ。どうしてかわからないけど戻ったの！」 
 
    「ああ、何てこと！　お戻りになったのですね！」 
 
    がばりと組み付くように抱きしめられて、私は硬直する。こんなにも近しい距離感で触れ合ったことはなかった。 
 
    「あ！　すみません、私！　ファルーシャ様に！」 
 
    「いえ。いいの、大丈夫」 
 
    「アンナ様を呼んできます！」 
 
    慌ててアニーは部屋から飛び出るとメイド長を呼びに行った。アニーに限らず、玲奈は周辺の者たちに入れ替わりについて共有していたのかもしれない。そうでなければ人格の変化について説明がつかなかったのだろうけれど。 
 
    あんな具合に咄嗟にハグされることなんて、私のいた頃には起きえなかったことだ。玲奈の影響だろう。寂しさどころか感動すら覚える。 
 
    程なく屋敷内の者たちが部屋に集まってきた。 
 
    「ファルーシャ様！　お戻りになられたんですね？」 
 
    メイド長のアンナに問われた。 
 
    「ええ、その。私もどうしてかわからないけど」 
 
    「あの優柔不断で決断力のないファルーシャ様がっ！」 
 
    「あの下手の横好きで音痴なファルーシャ様がっ」 
 
    「あのグルメぶってはいるけれど偏食家なファルーシャ様がっ」 
 
    「「「戻られたんですね！」」」 
 
    異口同音に唱えられて、肩を落とす。 
 
    「私、戻ってこない方がよかった？」 
 
    「冗談ですっ」 
 
    「よくぞ、お戻りくださいました！」 
 
    こもごもに彼女たちは私を待っていたと、心配していたと伝えてくれた。 
 
    きっと玲奈が彼女たちにも変化をもたらしてくれたのだろう。もしも私がこの屋敷の令嬢のままだったら、こんなにも歓迎してくれたかわからない。 
 
    「あ、ありがとう。でも私にもわからないの。何が起きてるか」 
 
    おずおずと歓迎に礼を述べると、アンナが前に立って教えてくれた。 
 
    「玲奈様は願いが叶うならその時だけでも戻りたいと祈りをかけていらっしゃいました。その時が訪れたのかもしれません」 
 
    「玲奈が？」 
 
    「はい。とにかくファルーシャ様、お着替えになって。食事はいかがですか？」 
 
    食事、と言われればお腹が空いている。 
 
    恥ずかしいので、以前のように自ら着替えると伝えて着替えを済ませた。 
 
    朝食の席につくと、食事の合間にアンナがレナの武勇伝や以前との変化を伝えてくれた。玲奈が築いた財産はひとかたならぬ額であること、農場の収穫を用いた朝食であることを教わり、その功績を知る。 
 
    私には出来ないことだ。 
 
    事業を興すことも、農場の運営も。 
 
    玲奈の豪腕ぶりに、落ち込んでしまう。 
 
    「本当に素敵な暮らしね。あなたたちも元気そう」 
 
    「ええ。けれど、一日たりともあなたを心配しない日はありませんでした」 
 
    アンナの意外な言葉に私は顔をあげる。 
 
    「私たちが幼い頃からお世話のしがいを感じていたのはあなたです。誠実で優秀なあなたに仕えて喜びを感じなかった日などありません」 
 
    「音痴だとしても練習を欠かさなかったあなたは、例え絶対音感があってもレッスンをさぼりがちなレナ様よりはるかに優秀です」 
 
    「好き嫌いはないけど感想に乏しいレナ様よりグルメで感性豊かなファルーシャ様の方が好きです。仕事のしがいがあるので」 
 
    「確かにレナ様はすばらしい方ですが、着替えを手伝わせるのは手間ですわ。ファルーシャ様が一番です」  
 
    「アンナ。ありがとう。サリー、本音が見えてるけど嬉しいわ。マーガレットは完全に私情だしアニーも正直すぎるけど、それなりにありがとう」 
 
    「あなた様もお顔色がよくなったのではないですか？　私たちの憎まれ口にも平然としていらっしゃる」 
 
    「そう、かも」 
 
    確かにあちら側の世界でりえや梨奈とすごしたおかげで、貴族的な感覚は相当に薄れていた。 
 
    「ファルーシャ様。こちらをどうぞ」 
 
    マーガレットが運んできたものに、首を傾げた。 
 
    「これは？」 
 
    「クリームソーダです」 
 
    紛うことなきクリームソーダだ。 
 
    玲奈の好物であるクリームソーダだ。 
 
    メロンソーダに丸いバニラアイスがのっている。 
 
    「いえ、これが何かは見ればわかるわ！　ど、どうしてこんなものがこちらの世界に？」 
 
    料理長のマーガレットは胸をそらした。 
 
    「素敵でしょう？」 
 
    「え、ええ、素敵ね。って、どうして？」 
 
    「玲奈様はこちらの世界に何ひとつ不足はないと仰っていましたが、ただひとつだけ、クリームソーダがないことを嘆いていらしたんです」 
 
    確かにクリームソーダは玲奈の好物だ。梨奈も言っていた。けれど玲奈の感情までは私の心には定着していない。 
 
    玲奈の感情は一個の別人のものとして私と乖離している。 
 
    そんなにクリームソーダが好きだったのね。 
 
    でも、異世界で作ってしまうほどに？ 
 
    一体、どうやって材料を揃えたのかは問わずともアンナが語ってくれた。 
 
    まず、メロンソーダのソーダ水は炭酸水の湧き水から入手したという。問題は運搬方法で、真空の瓶詰め技術を扱える魔導士を探し出し交渉した。炭酸水が商売になると理解した魔導士から安く近場の雑貨屋に卸させて、いつでも入手できるよう販売ルートを整備した。肝心のメロンシロップだが、メロンという品種がこちらの世界に存在しないため近い色と味の瓜を代用。砂糖で煮詰めているそうだ。 
 
    肝心のバニラアイスが問題だった。実世界と同じく牛乳は出回っていたが冷やし固めるための道具も場所も無い。別荘地である郊外に竜の眠る洞窟があると知り、試しに潜入したところ冷温が維持される化石が発掘されたそうだ。　聞いているだけでも、大冒険一代抒情詩だ。 
 
    「クリームソーダのために、そこまで？」 
 
    「私たちもこんなに美味しいものを頂いたのは初めてです。このクリームソーダを造るまでは仲違いしかけた方々の力もお借りしたのです」 
 
    「っていうと、レクサス公爵やアンジュが？」 
 
    「ええ。一度は危機的状況に陥りましたが、レナ様の機転でいわれなき断罪は逃れました。その後、弁償金で私たちは和解しましたが、婚約者がありながら不徳を働いたレクサス様の不名誉は晴れません。その汚名を返上するためにも、とレナ様が助力を請いました。彼らとの和解を世間に示し、威厳を取り戻す手立てとして」 
 
    「そうだったの」 
 
    「公爵レクサス様と騎士団長アルス、司祭リベル、守護兵ベルモンドは幼い頃より結束が強くございます。その方々から力をお借りする上で、レクサス様と結ばれたアンジュが交渉の仲立ちをしてくださいました」 
 
    すっかりわだかまりはなくなっているということになる。それを聞いてほっとする。 
 
    「もしかして、玲奈はそこまで考えていたのかしら」 
 
    彼女ならこれからもレーヌ家の一員として立派にやっていけるだろう。目の前のクリームソーダがそれを物語っている。 
 
    スプーンですくってそれを味わう。甘くて優しい味がする。 
 
    「美味しい」 
 
    けれど、不思議だ。 
 
    何かが足りない気がする。 
 
    「いいえ。レナ様がクリームソーダを求めたご理由は好物であるだけでなく、公爵との和解だけでもなく、別にあったようです。ただひとつ大事なものが手に入らないなら、せめて思い出だけは保持していたいと仰って」 
 
    「思い出？」 
 
    「クリームソーダは元々レナ様に近しいお方の好物だったそうです。ご幼少のみぎりからずっと一緒で、初めて食べさせてあげた時に美味しそうにしていて、いつもねだっていたと」 
 
    それが誰のことか、私には理解できた。 
 
    「けれど、大きくなるにつれて好きだったことも忘れてしまったようで、今では自分の好物ということになっている、と」 
 
    「それって」 
 
    「初恋のお相手であるようです」 
 
    目の前にあるその冷菓は、紛れもなく玲奈が梨奈を愛してきた証しだ。 
 
    「あ」 
 
    皆との再会と甘いものに我を忘れかけていたけれど、置いてきた鏑木姉妹が気になる。 
 
    「アンナ！　向こうの様子が気になるわ」 
 
    「エリザを呼んでまいりましょう」 
 
    アンナはすぐにまじない師を呼び出した。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    エリザは応接室を暗くするようアンナに伝えた。アンナとエリザ、私の三人きりになる。エリザが呪文を唱えて水晶に手をかざす。 
 
    玲奈と梨奈のいる現世の様子が浮かび上がった。ぼんやりと見えてきたのは玲奈の部屋だ。 
 
    三人で固唾を呑んで見守ったが―― 
 
    二人は隣り合って磁石のようにくっつき、互いへの愛を囁いている最中だった。手を固く握り合っている。 
 
      
 
    『お姉ちゃん。梨奈ね。お姉ちゃんが好き。誰のものにもならないでほしいの』 
 
    『梨奈、もう何も言わないで。私の心はあなたのものだから』 
 
      
 
    見つめあう姉妹を隔てるものは何もない。 
 
    二人の顔が近付いていく。 
 
    そこへ衝撃的なことが起きた。 
 
    外側からドアが開いたのだ。 
 
    　 
 
    『ファルーシャ。ごめん、伝え忘れたことが』 
 
      
 
    檜りえだ。彼女は当然現場を見てしまい、姉妹は蒼白になる。 
 
    ファサッ。 
 
    まじない師が無言で水晶に防護布を被せた。あまりの展開に私は声をなくしていた。アンナもまたどう声を発していいかわからないようだった。長い長い沈黙が続いた。 
 
    エリザがごまかすようにようやく告げる。 
 
    「恐らく一晩でレナ様とファルーシャ様の魂は再び交換されるでしょう」 
 
    いかにもまじない師としてのお告げらしいもったいぶった言い回しだけれど、流石にごまかされない。 
 
    「何、今の？」 
 
    問いを発する。すると、憤慨したかのようにエリザが応じた。 
 
    「今のが何か、ですか？　知りたいですか？　ファルーシャ様は姉妹百合の概念を私から説明してほしいと？　そのような破廉恥な説明をさせるんですか？」 
 
    エリザは一体何を言ってるの？ 
 
    「な、何のことかわからないけど。あの二人が両思いなら、それでいいと思うの。でも、りえが見てしまったじゃないの」 
 
    言い争う私とまじない師の間にアンナが割って入ってきた。 
 
    「落ち着いてください、ファルーシャ様。エリザもあまり赤裸々なことを言わないように」 
 
    「失礼しました」 
 
    「私こそ、八つ当たりだったかも」 
 
    エリザは頭を垂れ、私もまた素直に詫びた。けれど、心は焦りに満ちている。 
 
    玲奈の想い人が梨奈で、梨奈の想い人もまた玲奈だ。玲奈の成就させたかった恋の相手が誰か、梨奈の欲していた相手が誰だったのか、それはもう充分嫌というほど明らかに存分に理解できた。 
 
    そこまではいい。 
 
    あんな二人を見てしまったりえは傷ついたはず！ 
 
    「リエ様、とは先程の少女のことですか？」 
 
    アンナが問う。 
 
    「ええ。話ができない？　彼女は私の大切な人なの！」 
 
    必死の形相で迫ると、アンナは覚悟したように頷いた。 
 
    エリザが檜りえと交信する呪文を唱えた。 
 
    再び水晶が像を結ぶ。その向こうに映るのは、りえの私室だ。 
 
    りえは枕に突っ伏していた。病魔に犯された人のように、人らしさすら失ってしまった獣のように脱力していた。 
 
    あの玲奈は私じゃなかったのよ、りえ！ 
 
    それを真っ先に伝えたい。 
 
    けれども、ある意味ではあれが玲奈の本来だ。あれが実体の玲奈であって私じゃない。 
 
    同時に気付いてしまう。 
 
    りえにとって、それにどういう違いがあるんだろう。りえが好きなのは玲奈であって私じゃない。むしろ、あそこにいるのが実体の玲奈だと知れば、尚更傷つける。 
 
    何て言ったらいいの？ 
 
    

  

 
  
   SIDE:RIE 
 
      
 
    部屋に戻って、私は一息つく。今日は色々ありすぎた… 
 
    そして、ファルーシャをがっかりさせてしまった。 
 
      
 
    「ごめん。玲奈が向こうでうまくやっていることは、りえにとって、いい知らせじゃない、よね」 
 
      
 
    玲奈姉ちゃんが生きていてくれてよかった。確かに、玲奈姉ちゃんの生存報告は私を安心させてくれた。 
 
    ファルーシャは知っただろう。玲奈姉ちゃんは私に心を向けてないことを。けれど、それだけじゃない。彼女には好きな人がいる。 
 
    だから、ファルーシャ。そんなに心配しないでいいのに。 
 
    玲奈姉ちゃんが生きていてさえくれればいい。 
 
    それよりも。 
 
      
 
    「りえ。さっきは心配かけてごめんなさい。私、もう、あなたのこととっくに頼りにしてるの。コイン、大切にするから」 
 
      
 
    あんな風に小さなものでも大切にしてくれるのが何だかくすぐったくて嬉しい。嬉しそうな声は、耳に残った。 
 
    「あ、そうだ」 
 
    コインに気をとられてすっかり忘れていた。 
 
    床に置いた鞄を探る。桜の丘ホリデーランドの包装紙でラッピングされたおみやげを取り出した。実は帰り際にトイレに行くふりをしてそっと買っておいたんだ。 
 
    ファルーシャのために、何かしてあげたくて。 
 
    ファルーシャ、もう寝ちゃった、なんてことはないよね。 
 
    今日のうちに渡した方がいいかも。 
 
    私は包みを手にすると部屋を出た。勝手知ったる鏑木家へ。おばさんはすぐにドアを開いてくれた。そのまま玲奈姉ちゃんの部屋に向った。 
 
    「ファルーシャ。ごめん、伝え忘れたことが」 
 
    ノックをしなかったのが悪かったと思う。 
 
    いや、そういう問題じゃない。 
 
    どこの世界の誰が一体、そんな光景を目の当たりにするなんて思うだろう。鏑木玲奈が鏑木梨奈の上に覆いかぶさって今にもキスしようとしている、なんて。 
 
    叫ぼうかと思ったけれど、私の頭は冷えていた。 
 
    ショックで何も言えなかったというのもある、けど。 
 
    「り、りえ？」 
 
    もっと青ざめた顔をしたのは梨奈だ。そして、平然とした顔でこちらを向いた鏑木玲奈をみて悟った。これは鏑木玲奈だ。ファルーシャじゃない。 
 
    玲奈姉ちゃんが、戻ってきてる？ 
 
    「ごめん。またにするね！」 
 
    「りえ！　待って！」 
 
    私は二人の反応を待たずに踵を返した。けれど、追ってきたのは梨奈の声だけだ。 
 
    どうして？ 
 
    どうして玲奈姉ちゃんが戻ってるの？ 
 
    鏑木家から走り出て、隣の自宅に戻り自分の部屋に舞い戻るまで一分もなかった気がする。包みをゴミ箱に放り出そうかと思ったけど、そっとベッドに置いた。 
 
    そのまま突っ伏してしまう。 
 
    どういうことだろう。 
 
    あれはファルーシャじゃない。玲奈姉ちゃんが生きているのは本当だったんだ。 
 
    戻ってきてくれたことは嬉しい。例え腕の下に実の妹を敷いている、という状況だったとしても。いや。その状況は客観的にみれば色々と障害はあるのかもしれないけれど、それは今は置いておくとして。 
 
    私は別にいい。玲奈姉ちゃんが梨奈にめろめろなことはもうずっと昔から気付いていた。それに異次元から舞い戻った玲奈姉ちゃんが気持ちをおさえられないのなら、つまりそういうことになってもおかしくない。 
 
    あの場で私が悟ったのはそこまで。いっそあの場で邪魔をしたのは私だ。それはわかっている。 
 
    「でも、おかしいよ。こんなの」 
 
    私は一人でに呟いていた。 
 
    そもそも玲奈姉ちゃんこそがこちらの住人だ。ファルーシャこそが異次元の住人であって私がもうこれ以上気に病んでも、どうにもならないかもしれない。 
 
    けれど、そんなにも遠いところからやって来たのに、いきなり戻ってしまうなんておかしい。 
 
    ポケットに入れたままのコイン。 
 
    あの遊園地のスタッフさんは言っていたっけ。 
 
      
 
    「あの泉に願ったことは叶っちゃいますからっ」 
 
      
 
    そう。私は願った。玲奈姉ちゃんの願いが叶いますように。 
 
    それが叶ってしまった、ってこと？ 
 
    それなら、もっとはっきりとファルーシャの願いがかなうように祈ればよかった！ 
 
    もうとっくにあの子が玲奈姉ちゃんと別人格であることは気付いていたのに。 
 
    それに気付けたのはこの世で私だけだったのに！ 
 
    こんなにも喪失感があるのなら。こんなに寂しいなら。 
 
    それともこれがファルーシャの願いだった？ 
 
    いや、どう考えてもそれはない。はっきりと戻りたくないって言っていた。それなのにもう彼女はここにいない。なら、どこに行ったんだろう。 
 
    というよりも、ちゃんと戻れたっていう証拠なんかない。さっきまで同じ場所にいて、同じ観覧車で綺麗な眺めを見ていたのに。 
 
    そもそも彼女に働いている力は人智を超えすぎていて私には為す術がない。 
 
    どうしたらいいんだろう。 
 
    苦しさに深く息を吐いた途端、スタンドの上のモバイルフォンが鳴動した。 
 
    もしかしたら玲奈姉ちゃんか梨奈かも。気を使って連絡してきた？ 
 
    視線を向けて目を見開いた。 
 
    画面にはこれもまた現世の人間なら滅多に日常的にまとうことのないような一着のドレスをまとった貴族っぽい人が映っている。背後には、シャンデリアが煌いている。王宮のような一室が見えていた。 
 
    厳かなその場所に似つかわしくないほどおろおろした表情で、彼女はこちらを見ている。 
 
    突然誤作動でタレントの配信する動画が立ち上がった、わけじゃなさそう。 
 
    初めて出会う人だけれど、よく知っている。これはファルーシャだ。 
 
    初めて見る顔なのに不安そうに私を見てる瞳を知っている。 
 
    泣きたい、と私は思った。 
 
  

 
   
    SIDE: FALCHA 
 
      
 
    考えなしに交信を頼んでしまった浅はかさを今更悔やむ。 
 
    どう声をかけたものかまごまごしているうちに、りえはこちらに気付いてしまった。 
 
    「何見てるの？」 
 
    真上から覗きこんでくるような姿勢だ。その背後には天井がある。私たちの覗く水晶のうちの背景の画角が一転する。 
 
    真正面からりえの顔が見えた。どうやら彼女が手にしているものにこちらの姿が映っているようだ。私は水晶に接近する。 
 
    「りえ！　こちらが見えるの？」 
 
    「っていうか、ずっと見てたの？」 
 
    泣いている姿を見られていたせいか、突然の異常事態に気持ちが追いつかないのか、りえは苛立ちを隠さない。 
 
    「ごめんなさい。私のこと見える？」 
 
    「ん。いきなりモバイルフォンの画面が切り替わって君の顔が見えて。ファルーシャ、だよね」 
 
    「あ」 
 
    本来の自分の姿での対面は初めてだ。 
 
    頬が熱くなる。こちらの世界の格好は向こうよりも派手ないでたちで、どう映っているのかが気になる。 
 
    「すごく綺麗」 
 
    「えっ」 
 
    りえに見える映像は実際の私たちがその属する世界で感じるように、物理的風景としてリアルに受信されているようだ。 
 
    「ファルーシャ、本当に令嬢なんだ」 
 
    「えっ、と」 
 
    どうしてそういうことを言うんだろう。 
 
    綺麗と言われて体温があがる。声が途切れる。 
 
    「君がそこにいるってことは、そっちはゲームの世界？　ってことは、やっぱりあれは本当の玲奈姉ちゃんだったの？」 
 
    「！」 
 
    先回りするりえの言葉に乱されてうまく反応できない。 
 
    「それで君はまた泣きそうになってるんだね」 
 
    「あ、あの！　りえを悲しませるつもり、は」 
 
    「あのね。私、玲奈姉ちゃんのこと好きだから、玲奈姉ちゃんが誰を好きなのかくらい知ってたよ」 
 
    え。 
 
    胸が痛みに疼く。 
 
    りえは、それも知っていたの？ 
 
    そして、彼女はまた自分より私を気遣っている。りえの方がつらいはずなのに、先回りして私を宥めようとする。 
 
    「その人も玲奈姉ちゃんを好きなのもわかってた」 
 
    「そう、なの？」 
 
    「認めるのは苦しいけれど」 
 
    「！　りえは本当に玲奈が好きなのね。そう。好きな人がいるだけじゃなくて、その相手が自分を好きじゃなくても好きでいられるってことがあるの、ね」 
 
    りえの恋情は、やっぱり尊い。 
 
    ただ好きなだけじゃない。片思いである自覚があっただけでなく、玲奈の好きな相手を知っていながらも彼女はあの告白を為した。龍の眠る洞窟に挑む玲奈よりも、ある意味ではりえの方が勇ましいかもしれない。そんなにも強く人が人を想い続けることができるなんて。 
 
    「強い、のね。りえは」 
 
    感じるままに口にすると、りえの頬が赤くなった。 
 
    「もう、君と話してると調子狂う！　しぶといだけだよ。しつこいだけ！」 
 
    一瞬、りえの顔が水晶から消えた。拗ねてこちらの視線の届かない場所に伏してしまったみたいだ。 
 
    「あ！　ごめん。でも、りえが傷ついていたんじゃないかと」 
 
    「そか。心配してくれたの？」 
 
    水晶の画面に再びりえの顔が現れる。 
 
    じっとこちらを探るような目つきだ。 
 
    「さっきのあの場所にいるのがファルーシャじゃないのはわかってたよ。あそこにいるのは君じゃない、君がどこにもいない。お別れも言えなかったことが無性に悔しくて寂しくて、堪らなく後悔してた」 
 
    「え？」 
 
    「それなのにいつの間にかぼーっとこっち見てるから気が抜けちゃった」 
 
    「そう、なの？」 
 
    じゃあ、りえは私がいないことを心配して？　 
 
    塞ぎこんでいたのは鏑木姉妹のせいではなかったの？ 
 
    「ねえ、ファルーシャ。これってどうなってるの？　もう会えないの？」 
 
    私の不在がりえを悲しませていた？ 
 
    真正面から見つめてくる瞳を見ていると、悲しませたことへの罪悪感よりも陶酔が勝る。玲奈にばかり心を砕いていたわけではなく、私に想いを割いてくれていた。そのことが嬉しい、なんて言えないけれど。 
 
    とにかく、私はお互いが一晩で戻るだろうというエリザの予言を伝えた。 
 
    「戻ってこれるのね？」 
 
    りえの表情に嘘いつわりがないことは明らかだ。彼女の頭を占めているのは、玲奈だけじゃない。りえは、私が戻ってもいいと思ってくれてるんだ。 
 
    「黙ってないで何か言って？」 
 
    じっと見つめてしまうと、視線に耐え切れないのか、りえは俯いた。 
 
    「私も、りえにもう会えないのは寂しい」 
 
    「うん」 
 
    「りえ、あなたとまだ話したいことがたくさんあるの」 
 
    「私も」 
 
    私は水晶に、りえはその画面に指を置いた。指先が触れ合う。 
 
    直接触れ合わなくても、りえの鼓動が、その熱が伝わってくる気がする。 
 
    お互いの瞳にお互いが映っているのを確かに認めた。 
 
    

  

 
  
   

  

 
  
   SIDE:RIE 
 
      
 
    夜が明ける頃、私は目を覚ました。誰かに呼ばれた気がして。 
 
    モバイルフォンの画面を確かめると、玲奈姉ちゃんの連絡先からの着信が入っている。たった今発信されたばかりのメッセージだ。きつね公園にいる、とある。 
 
    ファルーシャが戻っているの？ 
 
    慌てて着替えて上着を羽織り外に出る。夏の太陽は既に東から空を照らし出していた。こんな時間に呼び出すなんて。 
 
    そう考えたところで立ち止まった。 
 
    いや、ファルーシャのはずはない。もしもそれがファルーシャならこんなに急いで私を呼び出す必要はない。 
 
    確かめるのを恐れながらも公園に向かう。 
 
    伝えたいことも聞きたいこともたくさんある。どこにいてもいいから、元気でいてくれるなら。そう思っていた。公園のブランコにその人はいた。にっといたずらに人を惹き付ける笑みを浮かべる。 
 
    それだけでわかった。 
 
    ゆっくりと近づくと両腕を広げる。 
 
    「玲奈姉ちゃん！」 
 
    甘えるように抱きつくと、玲奈姉ちゃんは抱き締め返してくれた。 
 
    「私がファルーシャじゃないって、わかるのね」 
 
    「わかるよ！」 
 
    怒って私は言い返す。 
 
    「玲奈姉ちゃんは玲奈姉ちゃんだもん」 
 
    「心配かけてごめんね」 
 
    二人で並んでブランコに座った。 
 
    「勝手だよ。急にいなくなったり、あんなタイミングで戻ってきたり」 
 
    つい口をついて出た文句に、私ははっとする。 
 
    タイミングが悪かったのはむしろ私の方なのに！ 
 
    そっと玲奈姉ちゃんを見遣ると、昔から変わらない優しい眼差しでこちらを見つめ返された。 
 
    「玲奈姉ちゃん。その、梨奈とは」 
 
    どうなったの、とまで聞けずに口ごもる。 
 
    「色々と話し合った。急にいなくなっちゃったしね」 
 
    「そ、そうじゃなくて」 
 
    「りえはやっぱり気付いていたんだよね。私が梨奈に盲目なこと」 
 
    ブランコから降りて、向かいの柵に玲奈姉ちゃんは腰掛けた。 
 
    「そりゃ気付くよ」 
 
    俯いてしまう。玲奈姉ちゃんもまたしばらく黙っていたけど、正面から私を見据える。 
 
    「あなたが賢い子だから甘えていた。いつまでもぐずぐずして、その一方で梨奈に伝える気も無くて中途半端のまま」 
 
    「玲奈姉ちゃん」 
 
    「ファルーシャには悪いけれど、これは返すね」 
 
    「あ」 
 
    差し出されたものを見て、声が途切れた。 
 
    彼女の掌の上には小鳥のネックレスがのっていた。 
 
    「い、いいよ。それは玲奈姉ちゃんがもらって。わかってるから！」 
 
    精一杯声を振り絞ったけど、震えている。何も言わずにいた玲奈姉ちゃんが、一歩こちらに踏み出す。首に両手をまわされ、接近する玲奈姉ちゃんの顔に硬直した。 
 
    「れ、玲奈姉ちゃん？」 
 
    うなじのあたりで金具が留められる感触。 
 
    「これでよし」 
 
    小鳥のネックレスを私の首元に飾り、玲奈姉ちゃんは満足そうに笑う。 
 
    「どうあっても、私の贈り物を受け取れないってこと？」 
 
    消え入りそうな声で問う。玲奈姉ちゃんは首を横に振る。 
 
    「確かに私の心は梨奈のものだけれど、そうじゃない。それ、りえの方が似合ってる。『とらよとすればその手からことりはそらへとんで行く』」 
 
    「とらえどころがないのは玲奈姉ちゃんなのに、きっぱり言うのね」 
 
    「いいえ、お互いのものになりたがらないのはお互い様。もっと早く言えば良かった。そうすればりえも梨奈も苦しめずに済んだのに。けれど、そのきっかけをくれたのは私じゃない。いい子よね、ファルーシャは。確かにあんな中世みたいな粗野な世界で生きていられない」 
 
    「けど。梨奈はどうするの？　玲奈姉ちゃんはずっと向こうにいるつもりなの？」 
 
    「私が？　まさか」 
 
    「へ？」 
 
    意外そうに見つめられて驚いた。 
 
    「じゃ、じゃあ、こっちに戻ってくるの？」 
 
    「ううん。ファルーシャとの入れ替わりは多分このままだわ。お互いにそれぞれの生き場所が肌にあってるし、今回は強烈に梨奈が私を願ったから引き寄せられたみたいだけど、もうすぐ私は向こうに戻ってしまうと思う」 
 
    「梨奈はどうなるの？　どうするつもりなの？」 
 
    「その話をしにきたの。向こうにはまじない師がいて、こちらとの交信を保ってくれるけれど、まじない師より強力に魔法を扱える魔道師になれば、こちらとの行き来がもう少し自在になるみたい」 
 
    「本当？」 
 
    「だから、向こうで魔法を覚えるつもり。私があの子を守れるようになったら向こうに連れて行くわ」 
 
    簡単に言う玲奈姉ちゃんに、呆然となる。 
 
    「それって、そんなにシンプルなこと？」 
 
    「いえ？　わりと大変。けれど、私は梨奈を迎えに来る」 
 
    覚悟を決めた玲奈姉ちゃんは凛々しく見える。 
 
    私の好きな玲奈姉ちゃんだ。寂しい気持ちと共に思い出す。 
 
    私の気持ちを玲奈姉ちゃんはいつしか感じ取っていた。梨奈の気持ちも、同じように悟っていたのだろう。妹みたいな私と、実の妹の梨奈。二人に慕われて戸惑い、私を避けたり梨奈を遠ざけようとしていたけれど。 
 
    それに傷つく梨奈が哀れで、私もまた苦しくて、どうせふられるのがわかっている私の方がさっさと終止符を打つべきだと、思い切って告白した。 
 
    そうすれば、玲奈姉ちゃんの悩みは梨奈に対するもの、ひとつきりになる。私の恋情を気に病む必要はなくなる。そう思ってた。 
 
    そこまで考えて微笑する。 
 
    けれど、私が告白したとき、そこにいたのはファルーシャだった。 
 
    豪胆な玲奈姉ちゃんとは違って、繊細で素直で露骨でわかりやすいお姫様だ。 
 
    私が一喜一憂する度に反応してくれた。鏑木玲奈が突然別人に成り代わって、本来の魂は異なる世界に飛ばされて、そこで生きていこうとしているなんて。確かに全てを信じきるのは難しかった。 
 
    けれども、あそこにいたのが玲奈姉ちゃんだったら、告白に望みを与えられるような反応は得られなかっただろう。 
 
    あの子は鏑木玲奈じゃないから。 
 
    もしもあの時本当の玲奈姉ちゃんに告白できていたなら、すっぱりと断られていたと思う。 
 
    玲奈姉ちゃんの心に別の人が棲んでいるのはわかっていた。 
 
    それを覚悟で臨んだから。 
 
    それこそ、死ぬような想いで。 
 
    けれど、純真なファルーシャは私なんかよりもずっと過酷な環境で生きて、突然にこちらの社会に放られてきた。そんなにも無慈悲な仕打ちを受けてきた彼女のことを無碍にできない。最初は、それくらいの気持ちだと思っていた。放っておけない、それくらいの気持ちだと思ってた。 
 
    今はもう違う。 
 
    そして、確かに玲奈姉ちゃんはいつか梨奈をさらっていくのだろう。 
 
    「わかった。それまで、梨奈に変な虫がつかないよう見張ってる」 
 
    「話が早いわね」 
 
    「梨奈なら大丈夫そうな気もするけど」 
 
    「そうね。むしろ、今まで私がどっちつかずな態度だったせいで、りえのこといじめてたでしょ。あの子」 
 
    「うう」 
 
    図星だ。恥ずかしくて口には出せずにいたけど。 
 
    「でも、もうそんなことしないよう言っておいた。悪気はないのよ、あの子も。きっと、私やりえ自身よりも先にあなたの恋心に気付いたのはあの子だったと思うの」 
 
    「私も、そう思う。何だか、いつの間にか梨奈が私を遠ざけようとするようになって。何でだろうってよく考えてみたら、きっと私の玲奈姉ちゃんに向ける視線が変わってたんだよね。いつの間にか」 
 
    幼い頃から梨奈はずっと玲奈姉ちゃんに甘えていた。それはもう最初から恋だった。 
 
    「そうよね。りえが私を好きになったのって無意識で、梨奈はそのことに先に気付いていた」 
 
    確かにそうだ。そうではあるけど、つい苦虫を噛み潰したような顔になってしまう。 
 
    「梨奈、鋭いよね」 
 
    「梨奈は私が好きだから」 
 
    「っていうか、玲奈姉ちゃんも、梨奈が好きだし。両思いなのに姉妹で。だから梨奈は私を嫌がるんだろうね」 
 
    「りえ。それでも私は嬉しかった。気持ちには応えられないけど本当。この小鳥はあなたのものにして。お小遣い貯めたり、アルバイトしたり。偉かったね」 
 
    突然ぎゅっと抱き寄せられて、私の頬は熱くなる。 
 
    「ね、玲奈姉ちゃん。どうして小鳥のモチーフにしたか、わかる？」 
 
    「いいえ？」 
 
    私は軽く肩を揺らして笑ってしまう。 
 
    やっぱり、覚えてないんだ。この剛毅な人は、小さい頃にあった細々とした思い出を結構な比率で忘れている。小鳥のことを覚えているか問いかけたのは、初めてではなかった。小学生の頃にもう既に同じことを尋ねていた。その時にも忘れていると返事をされた。 
 
    けれど、もう一度聞きたかった。それだけだ。 
 
    「何が可笑しいの？」 
 
    流石に玲奈姉ちゃんはむっとして尋ねる。私は真面目に答える気にならない。 
 
    「何でもない。ただ、玲奈姉ちゃんが好きだなって。感謝してるって話」 
 
    「りえ。あなたこそ、私の気持ちに気付いてたのに諦めずにいてくれてありがとう」 
 
    「ううん」 
 
    わかっていた。 
 
    どんなに尽くしても戻ってくるのは感謝の気持ちばかりで、報われないことは知っていた。それでも、何かしたかっただけだ。 
 
    やっと届いた。それだけでいい。 
 
    「玲奈姉ちゃん。もう少しこうしててくれる？」 
 
    「うん」 
 
    束の間の再会だとわかっていた。子供の頃もよくお互いの家を行き来して泊まりあって寄り添って眠った。甘えるように、私は目を閉ざした。

  

 
  
   SIDE: FALCHA 
 
      
 
    今日は無礼講にしましょう、というアンナの提案に邸内は色めき立っていた。 
 
    一晩きりの帰郷になるとわかってそう提案してくれたのだ。 
 
    と言っても、そもそも令嬢の中身が入れ替わっていることは仕える者のほんの一握りにしか知らされていない。本来のファルーシャが戻ったことも周知されない。それでも私のためにそう言ってくれた。 
 
    サリーが指揮する即興の楽団が音楽を響かせ、マーガレットが次々にご馳走を運ばせる。アニーがお化粧を施したメイドたちは仕事から放免された。 
 
    庭先に急遽据えられたテーブルの、一番末席に私は腰掛けた。いくら無礼講といっても、アンナは咎めようとしたが、私はただみんなが楽しむ様子を見ていたいと押し切った。ついに根負けして、アンナも私の隣に腰掛ける。 
 
    「アンナ、ありがとう。私のために」 
 
    「いいえ。これはお祝いですから」 
 
    「お祝い？」 
 
    「ええ。あなたの成長の証に」 
 
    「成長？」 
 
    アンナは懐かしげな笑みを浮かべていた。 
 
    私は驚いていた。アンナがここまで親しく言葉をかけてくれたのは初めてだ。 
 
    「ファルーシャ様。もう戻らないと覚悟されているんでしょう」 
 
    「それは」 
 
    改めて問われて、俯く。 
 
    「先程のようなあちらとこちらの橋渡しは本来禁忌です。そもそも、あちら側の概念を知っているのはエリザのようなまじない師や魔導師、一部の者に限られています。レナ様はエリザからそれを教わり、レナ様の一存でこの屋敷の要の者たちは世界の真実を知りましたがご法度が漏れてしまえばレーヌ家にも迷惑がかかります」 
 
    「私を売ろうとした主家に遠慮する必要があるの？」 
 
    アンナは私の言葉に笑い出した。 
 
    「仰る通りですわ」 
 
    「そうでしょう？　私、いつも塞ぎこんでいたわ。だからって、さっきのようなことがあなた達を困らせたのもわかってる」 
 
    これはエゴだ。わがままだ。 
 
    それでも。 
 
    「それでも、私、好きな人ができたの。その人が好き。いつも、そばにいたい」 
 
    アンナが私の頭を抱き寄せてくれる。 
 
    「嬉しゅうございます」 
 
    「アンナ？」 
 
    「あなたは心をお見せにならなかった。レナ様を迎えた私たちの生活は一転しましたが、私は悔やんでおりました。あなたの塞がった気持ちを解き放とうともしなかったことを、至らなかったことを」 
 
    いつも屋敷を冷静に取り仕切っていたメイド長の心を知り、目を見開く。 
 
    「お許しください。あなた様が婚約をお望みでないことは知っていたのに。できるなら、屋敷に火を放ってでも連れて逃げたいと何度思ったことでしょう」 
 
    「アン、ナ」 
 
    固く抱きしめられて涙が滲む。 
 
    知らなかった。まるで要塞のように感じていた屋敷の者が、本当はそんな風に柔らかに見守ってくれていたなんて。 
 
    味方がいてくれたなんて。 
 
    「あなたとこうして最後に語り合えてすごく嬉しかった。心残りはもうないわ」 
 
    「いいえ。最後ではないかもしれません」 
 
    アンナは、仕える側としては不敵すぎる笑みを見せた。 
 
    「何しろ新しい私たちの主人は、あのクリームソーダにまだ一味足りないと仰っていましたからね」 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    静かだ。 
 
    この別荘は幼い頃、夏季に親戚との集まりで用いていた。でも大人になるにつれて親戚との付き合いは疎遠に、いえ、険悪なものになっていった。 
 
    ここを訪れること自体が久しぶりだ。 
 
    宴はお開きになり、メイドたちは皆寝静まっている。私は一人、テラスで星空を眺める。 
 
    玲奈と梨奈、そしてりえ。 
 
    まるで美しい星座のようにバランスを保っていたはずの彼女たちを想う。 
 
    私はその一角となりかわってしまった。 
 
    その熱も光も全く違う性質の星の一つと、なりかわってしまった。 
 
    これを為したのが神様なのだとしたら、私には理解できない神の知恵だ。 
 
      
 
    『あのね。私、玲奈姉ちゃんのこと好きだから、玲奈姉ちゃんが誰を好きなのかくらい知ってたよ』 
 
    『その人も玲奈姉ちゃんを好きなのもわかってた』 
 
      
 
    りえは、何もかもわかっていた。 
 
    三つの星のうちの二つきりがお互いの重力で惹かれあっていたこと。そして、自らの輪はそのつながりに汲まれていないことを知っていた。きっとりえには結果なんてどうでもよかったんだ。ただ何かせずにいられなかった。そこに身を投じずにいられなかった。私のように不自由で恋愛も知らずにいることと、りえのように自由だけれど恋の痛みを知っていること、どちらが幸せなのかなんて知らない。私はりえを好きだし恋してる自覚はできたけれど、りえほどに痛みを知らない。だからって尊敬しか示せるものがないなんて寂しい。 
 
    玲奈の言う通り、私はどこまでも私だとしたら。 
 
    だからこそ。 
 
    私から、ちゃんとりえに伝えたい。 
 
    穏やかな気持ちで私はベッドに潜り込み、目を閉じた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    眩しい。天井がぼんやりと見える。 
 
    天蓋もない、深く沈むベッドでもない。 
 
    ただの高校生の部屋で寝ている自分に気が付く。 
 
    「あ」 
 
    戻ってる？ 
 
    目を覚ました。手を掲げてじっと眺める。確かにそれは玲奈の体だ。 
 
    「おはよう、ファルーシャ」 
 
    窓からいっぱいに差し込む光に顔が見えない。こちらを上から覗き込んでいる少女がいた。 
 
    「あ、お、おはよ」 
 
    「本当のお姉ちゃんは戻っちゃったかあ」 
 
    勢いよく跳ね起きる。こちらを見ているのは梨奈だ。 
 
    「え？　私の名前」 
 
    「聞いた。全部もとのお姉ちゃんから聞いた」 
 
    「えっ！」 
 
    「初めまして、っていうのも変よね。お姉ちゃんのふりしてずっと一緒だったのに」 
 
    置き去りにされた梨奈の機嫌が悪いのは当然だろう。梨奈にすれば、姉と思って自分の愛らしさをめいっぱい振りまいていた相手が、赤の他人と知らされたのだから。 
 
    「わ、私！　ごめんなさい。結果としてあなたを騙すような真似を」 
 
    「もういいよぉ」 
 
    ぷいっと梨奈は顔を背ける。 
 
    「あの。玲奈は帰ったのよね。大丈夫？」 
 
    玲奈がいないことが、何よりもつらいのは梨奈のはず、それを思うと、大丈夫？　なんて言葉すら薄っぺらく感じてしまう。けれど、梨奈は満ち足りた笑みを浮かべた。 
 
    「大丈夫。ちゃんと、もとのお姉ちゃんとお話できたし。これ、受け取ったから」 
 
    梨奈の左手の薬指には指輪が嵌められていた。然るべき人に渡してと伝えられていた贈り物だと、一目で気付いた。 
 
    「良かった！　梨奈に渡ったのね」 
 
    「ん」 
 
    梨奈は頬を薔薇のように染めて頷いた。その表情が愛らしくて、かえって罪悪感が募ってくる。 
 
    「怒ってないの？　私があなたのお姉ちゃんの体を、人生を、奪ってしまってるようなものなのに」 
 
    玲奈も私も、お互いの意思は確かめていた。けれども周囲の人がそれに順応できるとは限らない。 
 
    玲奈の想い人である梨奈がそれを知らされたのは当然だけれど、梨奈の気持ちを思うと謝罪の言葉しか出てこない。 
 
    「あのね、ファルーシャ。私、お姉ちゃんが好きなことは叶えたら駄目な夢みたいなものだと思ってたの。私がそれを叶えたらどこかで世界が壊れちゃうって思ってた。でも、今日の朝日はちゃんと昇ったしもうすっきりしてる。第一、お姉ちゃん、迎えにきてくれるって約束してくれたもん。だから気にしないで」 
 
    梨奈は明るい。 
 
    「っていうか、お姉ちゃん、クリームソーダに足りないものがこっちにしかないとか言っちゃって。梨奈なんておまけかなーって思っちゃう」 
 
    途端に饒舌になる梨奈に、くすくす笑う。 
 
    昨日までとは違う表情。 
 
    そう、まるで友達同士のような。 
 
    「そんなことないと思うわ」 
 
    クリームソーダに足りない一味がある、という言葉は頼もしく感じられた。 
 
    「そうかなあ~」 
 
    「ねえ、梨奈。向こうでの玲奈の活躍はすごいの。その玲奈が向こうで得られなくて、こちらでしか得られないと感じるものがただの食材の話だと思う？」 
 
    梨奈にそう尋ねると、目を丸くしてから瞳を潤ませた。 
 
    「ファルーシャ、どう思う？」 
 
    「あなたのことしか彼女は考えてない」 
 
    「そ、っか」 
 
    私は梨奈の目に滲んだ涙を拭ってやる。 
 
    「それよりそっちはいいの？　他人の生を生きなきゃならないなんて。置いてきた誰かはいなかったの？　婚約していた相手とはうまくいっていなかったっていうけど好きな人や恋人は？」 
 
    照れくさいのか、ずばずばと聞いてくる梨奈にたじろいでしまう。 
 
    姉として、妹として、互いに接していた顔しか知らない。こんなにもおせっかいな一面があるとは知らなかった。 
 
    「向こうにはいなかった。だからってわけではないけれど大丈夫。それに、私、こちらの世界を気に入りかけてるの。改めて姉妹としてよろしくお願いします」 
 
    手を差し出した。 
 
    「なんだかまだ変な感じだけど。よろしく」 
 
    梨奈は、手を強く握り返してくれた。 
 
    一味足りないもの。クリームソーダの頂にちゃんとのっかっていなければならないもの。赤くて小さくて甘いチェリーのように、梨奈は玲奈の恋の頂きにいる。 
 
    玲奈がそれを手に入れる時、愛らしいこの子をさらっていくのだろう。 
 
    私のりえに対する気持ちは、玲奈から知らされていないようだった。 
 
    いずれ伝えられる時もくるだろう。 
 
    その時は、自分から梨奈に伝えたい。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    大丈夫よ、ちゃんと言えるから。 
 
    私から連絡できたし。 
 
    大丈夫、大丈夫。 
 
    きっと、多分、恐らく。 
 
    何度も胸中で自分を励ます言葉を繰り返しつつも、檜家の玄関前でチャイムを鳴らせずに三十分が経過した。梨奈と朝食を済ませ、早速りえに連絡をして、会う約束をした。 
 
      
 
    『部屋に来て』 
 
      
 
    端的な言葉に、深く考えずに了解の返事をした。けれど、檜家の前に来て迷っている理由が二つある。 
 
    ひとつは、まだ告白の返事をしていないこと。部屋に招かれたからには、返事を求められるだろう。そうとしか思えない。 
 
    もうひとつ、深刻な理由があった。 
 
    りえからもらった小鳥のネックレスをなくしてしまっていた。今は必要だと思えて、探したのに見付からなかった。あんなに大切なものをなくしたなんて、りえに何と伝えたらいいか。 
 
    だからって、あまりに待たせるのも不躾だ。インターフォンを鳴らそうとすると、同時に内からドアが開いた。 
 
    りえが、いた。 
 
    「何してるの、ファルーシャ」 
 
    「あ、あ、そのっ」 
 
    「二階からずっと見ていたけど、どうしたのかと思っちゃって」 
 
    「ずっと見ていたの？」 
 
    「うん。もじもじしてかわいいなあって思ってた」 
 
    りえからは爽やかさが感じられる。そして、その首元に探していた小鳥を見つけて私は目を丸くする。 
 
    「りえが持ってたの？」 
 
    顔を近づけると、りえは目をそらした。 
 
    「玲奈姉ちゃんから受け取ったんだ」 
 
    「玲奈から？」 
 
    「えっと。うん。夜明け前に呼び出されて、少し話して。ちゃんと決着つけたの。とにかく、あがって」 
 
    そっか。私が梨奈と話したように、りえも玲奈と話が出来たんだ。 
 
    そう思うと気が安らいでいく。 
 
    久しぶり。いえ、ファルーシャとしての自覚のうちには初めて入るりえの部屋だ。 
 
    記憶とは少し様子が変わっていた。 
 
    窓辺には、もう少しぬいぐるみや小物が積み重なっていたはず。けれど、今は随分片付けられて、さっぱりした印象だ。 
 
    二人で丸いテーブル越しに向かい合う。 
 
    「「あの」」 
 
    同時に声を発してしまった。 
 
    「あ、りえからどうぞ」 
 
    「ファルーシャから話していいよ」 
 
    「ふふっ」 
 
    つい、笑い出してしまう。 
 
    「何が可笑しいの？」 
 
    「ううん。りえともう一度会えてよかった」 
 
    「！」 
 
    りえが泣きそうな顔になった。 
 
    「りえ？」 
 
    「ううん。本当にもう一度会えて良かった」 
 
    「あ、ごめん、笑ったりして」 
 
    りえは頭を振った。 
 
    「このアクセサリーさ。明け方に玲奈姉ちゃんに呼び出されて話したときに返されたんだ。やっぱりふられちゃったんだけど。でも、私のが似合うって言ってくれて、何だかすっきりした」 
 
    その言葉に、私は呟いた。 
 
    「それ。あの時の小鳥よね」 
 
    「え？」 
 
    「あ、ごめんなさい。私の記憶ではないけれど。古い思い出だけど、三人で介抱したことがあったよね。それを覚えてるから、鳥のアクセサリーにしたんでしょう？」 
 
    「それ、気になってたんだけど、どうして？　ファルーシャはどうして覚えてるの？　玲奈姉ちゃんは覚えてないのに」 
 
    「え？」 
 
    玲奈が覚えていなかった、って？ 
 
    「確かにあの時の小鳥のこと思い出してそれを買ったの。あの時、私は不安な気持ちで小鳥を見守ってた。玲奈姉ちゃんが大人たちを連れてきてくれた時はほっとした。けど、玲奈姉ちゃんはもうずっと前に忘れてしまってたの。私はそれでも、その時のことを思い出してほしくて選んだんだけど」 
 
    「玲奈は覚えてなかったの？　あの思い出の中で、不安そうだったのにちゃんとスズメを守っていたりえのこと。私、自分の思い出じゃないのに、小さな女の子なのに、今ここにいるあなたと同じだってわかるのに。私にはわかるのに」 
 
    「え」 
 
    これは私自身の思い出じゃない。 
 
    その時の玲奈の感情もわからない。けれど、この記憶を蘇らせるだけでわかる。りえが優しいこと。 
 
    「傷つけないように、不安がらせないように守ってたあなたが今ここにいる人だって、わかる」 
 
    「え、と」 
 
    見上げると、りえの耳元が明るく染まっている。 
 
    「ファルーシャだからかもしれないね。もしかしたら玲奈姉ちゃんには本当に子供のしたことにすぎなくて、あの小鳥だって私たちに手が負いきれないってわかってて大人を呼んで。それきりの出来事だったのかも」 
 
    「確かに、玲奈ならそうかも」 
 
    りえと目を合わせて笑った。 
 
    「その後のこと、思い出せる？」 
 
    問われて、首を横に振った。 
 
    「実は思い出せるのはそこまでなの。あなたが待っていた、それきり」 
 
    「あの後、獣医に預けられてそのまま人に懐いちゃったから、そのお医者さんに飼ってもらうことになったんだよね。私は安心したけど、梨奈は飼いたがって騒いだんだ」 
 
    「私の記憶じゃないのに何だかかわいくてくすぐったい」 
 
    私は頬を緩ませる。 
 
    「ファルーシャ。渡しそびれてたものがあるの。今渡してもいい？」 
 
    りえは学習机の上に置いていた小さな包みを持ってきた。桜の丘ホリデーランドのロゴが入っている。 
 
    「どうしたの？」 
 
    「ファルーシャがお手洗い行ってる間に、ちょっと。受け取ってくれる？」 
 
    「いいの？　もう、贈り物はしてもらったのに」 
 
    「いいの。これは玲奈姉ちゃんのための贈り物。そっちは私に戻ってきちゃってるし。これは今ここにいるファルーシャに似合いそうって感じたの。まあ、玲奈姉ちゃん用にお小遣いはたいちゃったから安物だし、取るに足らないアクセサリーかもしれないけど」 
 
    りえが、鏑木玲奈ではなくて、私のために選んでくれた贈り物。それだけで愛おしくて、私は丁寧に包みを開いた。甘いお菓子の形のモチーフがいくつも連なるブレスレットだ。あまりに愛らしくて、じっとそれを見つめてしまう。 
 
    心臓がどうにかなりそう。 
 
    「あの時、本当はむかついちゃってたんだ。君が意地悪とか悪役とか、どうしても思えなくて」 
 
    「え？」 
 
    意地悪ファルーシャのコンセプトメニューの話だと気付いた。 
 
    「気にしてたの？」 
 
    「だって。どう考えても君は優しいもん」 
 
    そう言うと、りえは私の手をとって、ブレスレットを手首に嵌めてくれた。 
 
    「君にとって知らなかった感情かもしれないけれど、私も実際よくわかってなかった。玲奈姉ちゃんに対する気持ちとは全然違う。けれど、ファルーシャのこと、大事に思ってる」 
 
    りえの視線が、今は私に向いている。 
 
    初めて好きになったのがあなたで良かった。　 
 
    心からそう感じる。こんなにも、強い気持ちを覚えたことはない。 
 
    「私ね、これからもりえと一緒にいたい」 
 
    そう伝えると、りえは私の手を握り締めてくれた。 
 
    「私も、ファルーシャにそばにいてほしい。玲奈姉ちゃんには幸せになってほしいって思ってたけど、ファルーシャは私が幸せにしたいって思える」 
 
    「！」 
 
    りえの体が接近してきた。嬉しそうにするりえの表情から、目が離せない。 
 
    「ファルーシャ。私たちの行き先は、一筋縄じゃいかないかも。けど、この先何があっても一緒にいたい」 
 
    「うん。離れないで」 
 
    背中にまわされる腕の温度が心地よくて、りえの胸に顔をすりよせた。 
 
    思いもかけなかった劇的な出来事も、今日のためにあったんだとわかる。 
 
    視線が絡み合う。窓からさす朝の光を瞼の裏に感じる。 
 
    このまま日が暮れても、何も怖くない。今なら信じられる。 
 
    お互いに、そこにいること。 
 
    目の前にいることを確かめるように、私たちはそっとくちづけを交わした。

  

 
  
   

  

 
  
   エピローグ 
 
      
 
    その朝、私はやけに懐かしく、けれど清清しい心地に目が覚めた。 
 
    誰かに呼ばれた気がして。 
 
    見上げると、天井。いつもの光景。 
 
    「ふぁ。二度寝しよ」 
 
    ぽふん、と枕に再び顔を埋めた時。 
 
    ベッド脇に誰かがいることに気付いて跳ね起きた。 
 
    「ファルーシャ、随分丸くかわいくなったのね」 
 
    「！」 
 
    声を失う。 
 
    夏が過ぎ去り、秋がきて、年が明けた。春になり、私たちは進級した。 
 
    りえも私も相変わらずだったけれど、梨奈はその間に随分変化した。表面的にはそのままだったけれど、玲奈の不在が彼女を随分大人らしい雰囲気にさせていった。そして、五月。薔薇の花開く朝。 
 
    その原因が、その結果を腕に抱いているのを見た。 
 
    「玲奈！」 
 
    以前会った時にも綺麗だと感じたけれど、今の彼女はもう明らかに超人のオーラを放っている。ゲームの登場人物が確かに目の前にいる、と感じる。 
 
    あれから『薔薇色ヘヴン　～恋する乙女のトロイメライ～』はつつがなく世に打ち出され爆発的な人気を獲得した。典型的なストーリーラインではないことや、悪役と主役が和解する下りが珍しいと評価されているらしい。もちろん、私もりえも梨奈も日々プレイしている。どれだけ物語を進めても悪役のその後はゲームの世界に描かれることはない。主役ではないから当然だ。けれど例え退場しても彼女たちの人生は続いている。今私の目の前で真に愛する人を抱えて幸せそうに微笑んでいたりもする。 
 
    背後が編み上げの絹のドレスに王冠を戴いている。女王の風格だ。ここに至るまでどれだけの艱難辛苦を突破してきたのか伺わせる。題目をクリアしたその足で迎えに来たのだろうとわかった。梨奈はパジャマのままその腕に抱えられて、まだ眠っていた。 
 
    「いつもあなたと会う時は時間がないわね」 
 
    「玲奈！　会いたかった」 
 
    「うん」 
 
    「大丈夫なの？　梨奈はそのまま連れて行くの？」 
 
    「うん」 
 
    ただ笑うばかりだ。 
 
    「あなたが幸せそうでよかった」 
 
    「！　あなたは？」 
 
    「もちろん幸せだけど。今こそ、すごくたっぷりとってもベリーベリー幸せよ」 
 
    そう言って彼女は梨奈を見下ろした。 
 
    「ファルーシャ。これを受け取ってくれる？」 
 
    「？」 
 
    玲奈は梨奈をそっと私のベッドに横たえて、王冠を脱いだ。 
 
    「こちらと向こうは物質を行き来させることはできないけど、依頼主にとって価値の等しいものなら魔的な契約をすることで引き換えられる。つまり、私はこの世界に何かを置いてこなければならないんだけど、等価交換でなければならないのよ。でもねえ、梨奈と等しい価値のものなんて向こうになくってね」 
 
    「れ、玲奈にとってはそうでしょうね」 
 
    「だから代わりにいくつかの試練を与えてもらってそれを突破してきたところなの。この王冠はその証で、梨奈と引換えにこちらに置いてこなきゃならないから」 
 
    「ええ」 
 
    いつもたやすくこの人はイベントをこなすのでどう反応していいかわからない。 
 
    「ファルーシャが預かっててくれる？　これは幸運を呼ぶお守りみたいだし」 
 
    「玲奈。わかった。大切にする」 
 
    　私はそっとそれを受け取る。 
 
    　それにしても王冠、って。この人はどれだけ広大な領域まで領土を広げたんだろう。深く考えると怖いかもしれない。               
 
    「きっと私はまた力をつけて何度でも行き来するから、待ってて」 
 
    梨奈とも、もう会えないってわけじゃなさそうだけれど、突然すぎて頭が追いつかない。けれど、頷いた。 
 
    「時間もないから梨奈は眠らせているけど、お別れの挨拶する？」 
 
    問われてしばし考える。 
 
    「ううん。また会えるんでしょう？」 
 
    「そうよ。すぐにね」 
 
    玲奈はにっこり笑う。そして、その重さもその姿も、瞬きのうちに消えていた。 
 
      
 
    ☆ 
 
      
 
    「玲奈姉ちゃんに会ったの？」 
 
    目を丸くするりえに、私はもやもやしたものを覚える。 
 
    「睨まないでよ、ファルーシャ」 
 
    「に、睨んでない」 
 
    「妬かない妬かない」 
 
    「妬いてないったら」 
 
    いつものきつね公園で、私たちはベンチに並んで語らう。 
 
    「でも、大丈夫？　鏑木パパとママは突然梨奈がいなくなって驚いてない？」 
 
    「それが不思議なの。何ていうのかしら」 
 
    気付かない、のだ。 
 
    私はりえにそう説明した。 
 
    「気付かない？」 
 
    玲奈が梨奈を連れ去った後、私はしばらく途方に暮れた。その場では気圧されて雰囲気に呑まれて梨奈を見送ったものの、大切な娘のうち一人が突然いなくなればお父さんもお母さんも騒ぐはずだ。そう思っていた。 
 
    けれど、朝になっても昼になっても、夜も。梨奈の不在に、両親は気付く様子がない。それでいて、梨奈の存在を忘れてしまったわけでなくて。 
 
    梨奈を忘れたわけではないけれどいないことに疑問をもたない状態。 
 
    そう伝えると、りえは唸った。 
 
    「それって、玲奈姉ちゃんの仕業かな」 
 
    異世界ではなく、こちらの世界にまで玲奈が影響しているのだとしたら、並ならぬ力が働いているはず。 
 
    「何だか、玲奈姉ちゃんが向こうの住人なのも自然な気がしてきた」 
 
    「う、うん」 
 
    「勇者だよね」 
 
    私は黙ってりえの横顔を見詰める。 
 
    きっとりえのなかで、玲奈への初恋が消えることはない。けれど、私にとってもそれが今では自然になりつつある。 
 
    何だか可笑しくて笑ってしまう。 
 
    「自分では気付かないことってあるのね」 
 
    「え？」 
 
    「勇者はりえだと思うわ」 
 
    苦しい痛みも乗り越えて、彼女が玲奈に告白をしたとき、扉は開いた。 
 
    りえは目を丸くする。 
 
    小鳥を見出したように助けてくれた人。 
 
    「私？」 
 
    「私にとってはそうなの」 
 
    感謝を込めて微笑んでもりえには伝わってない。けれど、それでもよかった。 
 
    寄り添えば手をつないでくれる。 
 
    伝えたい。何度でも。 
 
    あなたがいなければ、私もまたいないも同じ。受難の世界から導き出してくれたあなただけが私の鍵。 
 
    私の恋だと。 
 
      
 
      
 
    【了】
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